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序

本県には、これまでに発見された約４，６００箇所の遺跡をはじめとして、
先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化
財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造
していくうえで、欠くことのできないものであります。
一方、農業地域においては、用排水路網の整備と水田の大区画化により、
農業の大規模化と担い手の育成を目的とするほ場整備事業が行われており
ます。本教育委員会では、これら地域開発との調和を図りながら、埋蔵文
化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。
本報告書は、県営ほ場整備事業に先立って、平成１４年度に雄物川町館合
地区において実施した大見内遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。調
査の結果、縄文時代の土器や石器が出土し、平安時代前期の河川跡からは
祭祀に使われた多量の土器や木製品が出土しました。また、奈良時代後半
から平安時代中頃までの間、この地に竪穴住居跡と掘立柱建物跡を中心と
する集落が営まれていたことが明らかになりました。
本書が、ふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一
助となることを心から願うものであります。
最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御協
力いただきました秋田県平鹿総合農林事務所、雄物川町教育委員会、雄物
川町文化財保護協会など関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成１６年３月

秋田県教育委員会

教育長 小 野 寺 清



１．本書は、県営ほ場整備事業（館合地区）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．本書は、平成１４年度（２００２年度）に発掘調査した秋田県平鹿郡雄物川町薄井字大見内に所在する、

大見内遺跡の調査成果を収めたものである。

３．発掘調査の成果については、既にその一部が『秋田県埋蔵文化財センター年報２１（平成１４年度）』

や『平成１４年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』および新聞報道等で公表されているが、本

報告書の記載内容がすべてに優先する。

４．本書に使用した地形図は、秋田県平鹿総合農林事務所提供の１，０００分の１「館合地区ほ場整備計

画図」と国土地理院発行の５０，０００分の１地形図「浅舞」および２５，０００分の１地形図「浅舞」である。

５．本書の挿図中に使用した土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研

究所色票監修『新版土色帖２０００年版』を使用した。

６．本書の航空写真は、昭和５１年１１月６日に建設省国土地理院が撮影したものを、財団法人日本地図

センターより提供を受けて掲載した。

７．本書の第５章自然科学的分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した分析報告を収載した。

８．本遺跡の発掘調査ならびに報告書刊行にあたり、次の方々より御指導、御教示を賜った。記して

謝意を表します（敬称略。所属は平成１４～１５年度現在）。

熊田亮介（秋田大学）、三上喜孝（山形大学）、吉田歓（山形県立米沢女子短期大学）、村木志伸（東

北芸術工科大学）、八木光則（盛岡市中央公民館）、伊藤博幸（水沢市埋蔵文化財調査センター）、

阿部明彦・伊藤邦弘（山形県埋蔵文化財センター）、冨樫泰時（横手市史編纂・文化振興室）、小野

猛・皆川順子・眞田渉・島田祐悦（雄物川町教育委員会）、佐々木順之助・佐々木ハナ子

９．本書の執筆は次のように分担した。

第１章……………………………高橋直樹

第２章第１節……………………麻生彩子

第２章第２節……………………西村裕人

第３・４・６章…………………石澤宏基

１０．本書の編集は石澤宏基が行った。

例 言

― � ―



１．本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は、国家座標第Ｘ系による座標北を示す。グリッド

杭は、座標原点ＭＡ５０（Ｘ＝－７６９１９．９９１、Ｙ＝－３３６０８．５６４、標高＝４３．９２３ｍ）とした位置におけ

る座標北と磁北との偏角は西偏７°３０′である。

２．遺構の種類に用いた略記号は下記の通りである。

ＳＩ………竪穴住居跡 ＳＢ………掘立柱建物跡 ＳＫ………土 坑

ＳＲ………土器埋設遺構 ＳＥ………井 戸 跡 ＳＤ………溝 跡

ＳＬ………河 川 跡 ＳＫＰ……柱穴様ピット ＳＸ………性格不明遺構

３．基本的に遺構実測図は１／２０と１／１０の縮尺、遺物実測図は１／２及び１／３の縮尺で掲載した。

しかし、挿図割付の関係上、さらに若干の縮小を施した挿図（河川跡など）もある。各頁に付した

スケールを参照されたい。

４．発掘調査の結果、検出した遺構のうち、規模の小さな柱穴様ピットについては、平面配置のみを

掲載した。

５．土層の層序に用いた番号は、基本層位にローマ数字を、遺構内層位に算用数字を用いた。

６．挿図中の遺物番号は、各頁ごとに付した。

７．挿図中に使用したスクリーントーンは以下の通りである。これ以外については個々の頁に明示し

た。

凡 例
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１．ＳＸ１１８性格不明遺構完掘（南→）
２．ＳＸ１１８性格不明遺構断面（南→）
３．ＳＸ２０６性格不明遺構完掘（東→）
４．ＳＸ２０６性格不明遺構断面（東→）
５．ＳＸ３２６性格不明遺構完掘（東→）

６．ＳＸ３２６性格不明遺構断面（北西→）
７．ＳＫ６０土坑遺物出土状況（東→）
８．ＳＸ３２６性格不明遺構遺物出土状況

（東→）
図版１１ 検出遺構（９）

１．ＳＩ０２竪穴住居跡・ＳＫ０１土坑完掘
（南西→）

２．ＳＩ０２竪穴住居跡断面（南西→）
３．ＳＫ０１土坑断面（南西→）
４．ＳＩ０２竪穴住居跡西壁断面（北東→）
５．ＳＩ０２竪穴住居跡カマド断面（西→）

図版１２ 検出遺構（１０）
１．ＳＩ１０竪穴住居跡完掘（南西→）
２．ＳＩ１０竪穴住居跡断面（北東→）
３．ＳＩ１０竪穴住居跡断面（南東→）
４．ＳＩ１０竪穴住居跡確認（南東→）
５．ＳＩ１０竪穴住居跡遺物出土状況（北西→）

図版１３ 検出遺構（１１）
１．ＳＫ０５土坑完掘（北西→）
２．ＳＫ０５土坑断面（北西→）
３．ＳＫ０６土坑完掘（南西→）
４．ＳＫ０６土坑断面（南西→）
５．ＳＫ０７土坑完掘（西→）
６．ＳＫ０７土坑断面（南西→）
７．ＳＫ５８土坑完掘（南西→）
８．ＳＫ５８土坑断面（南西→）

図版１４ 検出遺構（１２）
１．ＳＫ０８土坑完掘（東→）
２．ＳＫ０８土坑断面（北東→）
３．ＳＫ１１土坑断面（南東→）
４．ＳＫ１１土坑遺物出土状況（南東→）
５．ＳＤ４５溝跡確認（北東→）
６．ＳＤ４５溝跡断面（東→）
７．ＳＸ４６性格不明遺構確認（南東→）
８．ＳＸ４６性格不明遺構遺物出土状況（東→）

図版１５ 検出遺構（１３）
１．ＳＬ０４河川跡完掘（南西→）
２．ＳＬ０４河川跡完掘（南西→）
３．ＳＬ０４河川跡確認（北西→）

図版１６ 検出遺構（１４）
１．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（西→）
２．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（南東→）
３．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（南東→）
４．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（南東→）
５．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（北→）

図版１７ 検出遺構（１５）
１．ＳＬ０９河川跡南側（南西→）
２．ＳＬ０９河川跡北側（南西→）
３．ＳＬ０９河川跡遺物出土状況（北東→）
４．ＳＬ０９河川跡遺物出土状況（東→）
５．ＳＬ０９河川跡遺物出土状況（南→）

図版１８ 遺構内出土遺物（１）
図版１９ 遺構内出土遺物（２）
図版２０ 遺構内出土遺物（３）
図版２１ 遺構内出土遺物（４）
図版２２ 遺構内出土遺物（５）・遺構外出土遺物（１）
図版２３ 遺構外出土遺物（２）
図版２４ 花粉分析
図版２５ 種実遺体同定・樹種同定
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第１章 はじめに

第１節 調査に至る経過

秋田県農政部（現：農林水産部）は、農業の近代化と大規模経営をいっそう推進するため、県営ほ

場整備事業を実施している。本事業は農地の大区画化および農道・用排水路網の整備を行い、農業経

営環境の改善と安定を図ることによって、新たな農業の担い手を育成することを目的としている。

雄物川町館合地区のほ場整備工事区域は『秋田県遺跡地図（県南版）』（１９８７年、秋田県教育委員会

刊）や雄物川町教育委員会作成『遺跡地図カード』（１９５０年～継続登録中）の記載にあるように、埋

蔵文化財が包蔵されていることが事前に判明していた。このため、本事業を計画・実施する秋田県平

鹿総合農林事務所は、文化財保護法に基づき、事実確認と今後の対応について秋田県教育委員会に調

査と指導を依頼した。これを受けて秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室は、工事区域内に係る埋蔵

文化財包蔵地（周知の遺跡）および包蔵地と推測される土地については今後分布調査および確認調査

が必要であることと、確認調査の結果、記録保

存の必要な遺跡がある場合は発掘調査を実施す

べきことを回答した。

平成１３年１０月１１日、文化財保護室の埋蔵文化

財班が館合地区の踏査・試掘を行った結果、新

発見の遺跡であることが判明し、その所在地の

小字名から「大見内遺跡」と命名された。同年

１１月２１日から１２月１３日までの間、秋田県埋蔵文

化財センターと雄物川町教育委員会が、同地区

の８９，７００㎡を対象に確認調査を行った結果、そ

の全域が遺跡であることが明らかになった。１２

月２０日、確認調査の結果報告と今後の対応につ

いて、雄物川町郷土資料館で県・町・地権者代

表等の打ち合わせが行われ、ほ場整備工事の切

土施工となる部分（４，２５０㎡）は、どうしても

遺跡の破壊が免れないため、次年度の発掘調査

対象範囲とし、記録保存することが決定された。

上記の経緯に基づき、秋田県埋蔵文化財セン

ターは、平成１４年５月１４日から８月２３日の間、

大見内遺跡の発掘調査を実施するに至った。

１４０°

４０°

０ ２０�

雄物川町 大見内遺跡

第１図 遺跡の位置
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第２節 調査要項

遺 跡 名 大見内遺跡（おおみないいせき）：遺跡略号８ＯＭＮ

遺跡所在地 秋田県平鹿郡雄物川町薄井字大見内２２６－１外

調 査 期 間 平成１４年５月１４日～８月２３日

調 査 目 的 県営ほ場整備事業（館合地区）に係る埋蔵文化財事前発掘調査

調査対象面積 ４，２５０㎡

調 査 面 積 ４，２５０㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 秋田県埋蔵文化財センター

平成１４年度 発掘担当者

石澤 宏基 秋田県埋蔵文化財センター南調査課調査班 学芸主事

高橋 直樹 秋田県埋蔵文化財センター南調査課調査班 学芸主事

西村 裕人 秋田県埋蔵文化財センター南調査課調査班 非常勤職員

麻生 彩子 秋田県埋蔵文化財センター南調査課調査班 非常勤職員

平成１５年度 整理担当者

石澤 宏基 秋田県埋蔵文化財センター南調査課調査班 学芸主事

総務担当者 平成１４年度 総務担当者

佐藤 悟 秋田県埋蔵文化財センター総務課 総務課長

（現：秋田県立湯沢商工高等学校 事務長）

高橋 修 秋田県埋蔵文化財センター総務課総務班 主 任

成田 誠 秋田県埋蔵文化財センター総務課総務班 主 事

（現：秋田県立増田高等学校 主事）

平成１５年度 総務担当者

金 義晃 秋田県埋蔵文化財センター総務課 総務課長

高橋 修 秋田県埋蔵文化財センター総務課総務班 主 任

田口 旭 秋田県埋蔵文化財センター総務課総務班 主 事

調査協力機関 秋田県平鹿総合農林事務所 雄物川町教育委員会 雄物川町文化財保護協会

≪参考文献≫

秋 田 県『秋田県史考古編』１９６０（昭和３５）年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図（県南版）』１９８７（昭和６２）年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第３４２集 ２００２（平成１４）年

雄物川町郷土史編纂会『雄物川町郷土史』雄物川町 １９８０（昭和５５）年

雄物川町教育委員会『埋蔵文化財詳細分布調査報告書』雄物川町文化財調査報告書第２集 ２００２（平成１４）年
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第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

大見内遺跡の立地する平鹿郡雄物川町は秋田県の南東部、奥羽山脈と出羽丘陵の間に広がる横手盆

地の西側にある町である。北は平鹿郡大森町・大雄村、南は雄勝郡羽後町、東は平鹿郡平鹿町・十文

字町、西は由利郡東由利町と境を接する。町の規模は面積７３．３９�、人口１，１３６４人、３，０１５世帯（平成

１５年１０月末現在）である。町域のほぼ中央を雄物川が北流しており、町の東部は平坦肥沃な水田地帯、

西部は出羽丘陵の一角を占める山麓地帯となっている。また、雄物川の右岸沿いに主要地方道（県道

１３号）湯沢雄物川大曲線が走り、町の南部には国道１０７号が東西に通じている。

本遺跡は地形区分上、横手低地（主部）に位置
（註１）
する。横手低地は雄物川・皆瀬川・西馬音内川およ

びその支流によって形成された谷底平野である。この沖積層からなる低地はほとんど勾配がないため、

雄物川とその支流が相当乱流しており、各所に旧河道がみられる。雄物川の右岸から大宮川までの間

に数段の砂礫段丘が形成されているが、本遺跡は砂礫段丘Ⅳ（ＨｉｇｈｅｒＬｏｗｅｓｔ）に属する（第２図）。

この標高４０～５０ｍの段丘堆積物は、過去に雄物川・皆瀬川・成瀬川等の諸河川が、その流路を変遷さ

せつつ形成したものと考えら
（註２）
れる。遺跡の表層地質は、第四紀洪積世の未固結堆積物（段丘堆積物）

である。この付近の第四紀の堆積物は、泥・砂・礫の他に植物破片・炭質物・泥炭を含んでいる。こ

のような構成内容からも河成堆積物であると言える。土壌区分上は細粒質のグライ土壌である浅津統

（遺跡中心部）と、微粒質のグライ土壌である幡野統（遺跡外周部）に属
（註３）
する。

第２節 歴史的環境

大見内遺跡の周辺には多数の遺跡が存在する。昭和６２年１２月刊行の『秋田県遺跡地図（県
（註４）
南版）』

によると、雄物川町内に９６箇所の埋蔵文化財包蔵地が周知の遺跡として記載されている。さらに平成

１３年度以降、県営ほ場整備事業を推進するため、秋田県教育委員会と雄物川町教育委員会が町内の遺

跡分布調査（踏査・試掘）を行った結果、新発見の遺跡が多数確認され、周知の遺跡についても既存

の範囲を見直さねばならない事実が判明している。以後は発掘調査も本格化し、平成１４年に大見内遺

跡と蝦夷塚古墳群が、平成１５年には大見内遺跡・館野遺跡、八卦遺跡・耳取遺跡・釘貫遺跡の計６遺

跡が発掘調査されている。これらのうち、大見内遺跡の周辺遺跡として、第３図上の４４遺跡を掲載し

た。以下、時代および時期ごとに当該地域の主要な遺跡について述べる。

旧石器時代の遺跡には、雄物川町大沢の新道Ⅰ遺跡がある。佐藤鶴松氏によって石刃２点と尖頭器

１点の計３点が発見され、東北大学芹沢長介氏の鑑定で後期旧石器時代時代第二段階後半（１７，０００～

１５，０００年前）に比定されて
（註５）
いる。このほか県南では、羽後町新成遺跡や横手市大乗院塚遺跡、山内村

小田Ⅴ遺跡、南外村小出Ⅰ・Ⅳ遺跡などがある。

縄文時代草創期の遺跡は町内で確認されておらず、県南全体でも横手川上流の山内村岩瀬遺跡があ

るのみである。縄文時代早期の遺跡は、平成１３年に工事立ち会い調査が行われた雄物川町柏木の常野

― ３ ―
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遺跡があり、貝殻腹縁圧痕文を縦位に施した土器が出土して
（註６）
いる。これ以外には、雄物川最上流部の

雄勝町岩井堂岩陰遺跡と早期末の竪穴住居跡が検出された山内村虫内Ⅰ遺跡がある。

縄文時代前期の遺跡は、竹の子沢遺跡・根羽子沢遺跡や、隣接する平鹿町中藤根遺跡・下藤根遺跡

がある。特に雄物川町大沢の根羽子沢遺跡は、昭和３０年に雄物川町教育委員会と秋田県立沼館高等学

校（現：雄物川高等学校）社会科クラブが、奈良修介・豊島�両氏の指導を得て発掘調査を行い、配

石遺構を伴う土坑墓２基を検出し、大木４・５式土器や�状耳飾が出土
（註７）
した。その後、昭和６１年に雄

物川町教育委員会が、昭和６２年には秋田県教育委員会が国道１０７号線の改良工事に伴い緊急発掘調査

を行っており、大型住居跡（長さ１５．７ｍ×幅５．２ｍ）や土坑が検出され、大木６式土器と円筒下層ｄ

式土器が出土して
（註８）
いる。

縄文時代中期の遺跡は、鍛冶台遺跡、黒沢Ⅰ・Ⅱ遺跡、坂ノ下Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ遺跡、新道Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ遺跡、内童ヶ沢遺跡、水上沢遺跡、大沢Ⅰ（赤井）遺跡、盲沢遺跡、竹の子沢Ⅱ遺跡、

内山Ⅰ（長谷堂）・Ⅱ・Ⅲ遺跡、根羽子沢遺跡、金峰Ⅰ遺跡、郷遺跡、二井山Ⅰ遺跡、笊の沢Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ遺跡、常野遺跡、蝦夷塚古墳群、雄物川高校Ⅰ遺跡の計３１遺跡が町内にある。これらのうち、発掘

調査されているのは根羽子沢遺跡と蝦夷塚古墳群のみである。早～前期と比べて、遺跡数が急増し、

雄物川左岸の山間部から右岸の平野部に遺跡が形成されるようになる。遺物は内山Ⅲ遺跡の大木８ａ

式土器、蝦夷塚古墳群の大木８ｂ・１０式土器、常野遺跡の大木９式土器、内山Ⅰ（長谷堂）遺跡の大

木９・１０式土器、郷遺跡の円筒上層式土器などに代表さ
（註９）
れる。

縄文時代後期の遺跡は、竹の子沢Ⅱ遺跡、上前遺跡、郷Ⅱ遺跡、二井山Ⅱ・Ⅲ遺跡、新道Ⅶ遺跡、

兵部ヶ沢遺跡の町内７遺跡と大森町矢神遺跡が確認されていたが、近年の試掘や発掘調査で、大見内

遺跡とその西に隣接する館野遺跡、同じく北に隣接する明神Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ遺跡、造山Ⅱ遺跡、蝦夷塚古

墳群からも中期末～後期初頭に比定される土器が出土した。なかでも、明神遺跡群では宮戸Ｉｂ式土

器と門前式土
（註１０）
器が、兵部ヶ沢遺跡では新地式土器が出土して

（註１１）
いる。また、大見内遺跡から北東４．３㎞

に位置する大雄村江原嶋１遺跡では、平成１０年の発掘調査で、大木８ｂ式期の竪穴住居跡や大木９式

期の土器埋設炉・土坑墓、大木１０式期～宮戸Ｉｂ式期の土坑墓が検出され、中期中葉から後期前葉の

集落跡・墓域の様相を示して
（註１２）
いる。

縄文時代晩期の遺跡は、黒沢Ⅲ遺跡、竹の子沢Ⅲ遺跡、郷Ⅱ遺跡、兵部ヶ沢遺跡、栗林遺跡、十三

塚Ⅰ・Ⅲ遺跡、�袋Ⅰ遺跡、蝦夷塚古墳群の町内９遺跡や、大森町矢神遺跡、横手市手取清水遺跡な

どがある。特に雄物川町沼館の兵部ヶ沢遺跡は、昭和５７年に雄物川町教育委員会が発掘調査を行い、

大洞ＢＣ式期の竪穴住居跡２軒が検出され、注口土器など晩期中葉の大洞ＢＣ・Ｃ１・Ｃ２式土器が多

数出土
（註１３）
した。このほか、竹の子沢Ⅲ遺跡からは楕円形で四本の足が付く大型石皿（縦４０㎝×横２８㎝×

Ｇｔ（Ⅲ）
砂礫段丘

Ｈｓ（Ⅱ）
丘陵地

Ｇｔ（Ⅳ）
砂礫段丘

Ｄｒ（河原）
Ｓｍ（砂堆地）

Ｇｔ（Ⅴ）
砂礫段丘

Ｐ（谷底平野）
Ｃ（人工改変地）
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遺跡番号 遺 跡 名 遺 跡 所 在 地 時 代 ・ 時 期 遺 構 ・ 遺 物 文 献
６０－１ 鍛冶台遺跡 大沢字鍛冶台 縄文時代中期、平安時代 縄文土器片、石斧、石匙、直刀、須恵器 註４、５
６０－２ 黒沢Ⅰ遺跡 大沢字黒沢 縄文時代中期 組石遺構、縄文土器片 註４、５
６０－３ 黒沢Ⅱ遺跡 大沢字黒沢 縄文時代中期 縄文土器片 註４、５
６０－４ 黒沢Ⅲ遺跡 大沢字黒沢 縄文時代晩期 縄文土器片 註４、５
６０－５ 坂ノ下Ⅰ遺跡 大沢字坂ノ下（東海林松三郎氏宅地内） 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－６ 坂ノ下Ⅱ遺跡 大沢字坂ノ下１の１（共同墓地南面） 縄文時代前・中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－７ 坂ノ下Ⅲ遺跡 大沢字坂ノ下（北ノ沢橋手前の畑地） 縄文時代中期 縄文土器片 註４、５
６０－８ 坂ノ下Ⅳ遺跡 大沢字坂ノ下（坂ノ下集落南側田圃中） 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－９ 新道Ⅰ遺跡 大沢字新道１３ノ２ 旧石器時代後期、縄文時代中期 石刃２点、尖頭器、石器、土器類（佐藤鶴松家蔵） 註４、５
６０－１０ 新道Ⅱ遺跡 大沢字新道１３ノ１ 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－１１ 新道Ⅲ遺跡 大沢字桐ノ木沢１３、１ 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－１２ 新道Ⅳ遺跡 大沢字桐ノ木沢１３、５ 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－１３ 新道Ⅴ遺跡 大沢字坂ノ下５８、１ 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－１４ 新道Ⅵ遺跡 大沢字坂ノ下５５ 縄文時代中期 石器、縄文土器片 註４、５
６０－１５ 新道Ⅶ遺跡 大沢字新道１４－２７ 縄文時代、中世 土器片、陶器片 註４、５
６０－１６ 内童子ヶ沢遺跡 大沢字内童子ヶ沢 縄文時代中期 石器片、縄文土器片 註４
６０－１７ 水上沢遺跡 大沢字水上沢１の１の内 縄文時代中期 縄文土器片 註４
６０－１８ 大沢Ⅰ（赤井）遺跡 大沢字赤井（大沢貯水池） 縄文時代中・晩期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－１９ 盲沢遺跡 大沢字盲沢 縄文時代中期 縄文土器片 註４
６０－２０ 上前遺跡 大沢字上前 縄文時代後期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－２１ 長谷堂（内山Ⅰ）遺跡 大沢字内山 縄文時代中期 縄文土器、石器類 註４、５
６０－２２ 内山Ⅱ遺跡 大沢字内山 縄文時代中期 縄文土器、石器類 註４、５
６０－２３ 内山Ⅲ遺跡 大沢字内山 縄文時代中期 縄文土器、石器類、石造品 註４、５
６０－２４ 飯岡遺跡 大沢字飯岡 縄文時代 縄文土器片 註４
６０－２５ 根羽子沢遺跡 大沢字根羽子沢 縄文時代前・中期 組石遺構、土器片、石器類 註４、５、８
６０－２６ 末館窯跡 今宿字末館および今宿字藪沢目 奈良時代 昭和３２年調査はＡ地点（奈良修介・豊島�氏調査）、昭和３４年調査はＢ地点（大和久震平氏調査） 註４、５、１６、１７
６０－２７ 金峰Ⅰ遺跡 大沢字金峰 縄文時代中期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－２８ 上法寺旧寺跡 大沢字上法寺 平安時代 藤原鏡 註４、５
６０－２９ 北野経塚（大沢森経塚を含む） 大沢字北野および今宿字ハアカ坂の境界 鎌倉～室町時代（大森沢経塚は平安時代） 経甕、経筒片、経本、外経甕、岩偶類（大沢森経塚の出土品は横手市正平寺蔵） 註４、５
６０－３０ 郷遺跡 今宿字ハアカ坂 縄文時代中期 土器類 註４、５
６０－３１ 郷Ⅰ遺跡 今宿字郷 平安時代 礫槨の塚跡か 註４、５
６０－３２ 郷Ⅱ遺跡 今宿字郷 縄文時代後・晩期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－３３ 兵部ヶ沢遺跡 沼館字兵部ヶ沢 縄文時代後・晩期 縄文土器類、石器類 註４、５、１１
６０－３４ 二井山Ⅰ遺跡 二井山字竹の子沢 縄文時代中期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－３５ 二井山Ⅱ遺跡 二井山字和田 縄文時代後期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－３６ 二井山Ⅲ遺跡 二井山字和田 縄文時代後期 縄文土器片 註４、５
６０－３７ 笊の沢Ⅰ遺跡 二井山字笊の沢 縄文時代中期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－３８ 笊の沢Ⅱ遺跡 二井山字笊の沢 縄文時代中期 縄文土器片、石器 註４、５
６０－３９ 笊の沢Ⅲ遺跡 二井山字笊の沢 縄文時代中期 縄文土器片、石器 註４、５
６０－４０ 竹の子沢遺跡 二井山字竹の子沢 縄文時代前・中期 石器類 註４、５
６０－４１ 竹の子沢Ⅱ遺跡 二井山字竹の子沢 縄文時代中期 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－４２ 竹の子沢Ⅲ遺跡 二井山字竹の子沢 縄文時代中期 縄文土器片、大型石皿、磨石、石棒等 註４、５
６０－４３ 二井山松子台遺跡 二井山字松子台 縄文時代 縄文土器片、石器類 註４
６０－４４ 水沢遺跡 二井山字境長根 縄文時代 縄文土器片 註４
６０－４５ 上西野遺跡 西野字後田表 平安時代 土器類（須恵器） 註４、５、６
６０－４６ 常野遺跡 柏木字歌舞伎野 縄文時代早・前・中期 縄文土器片 註４、５、６
６０－４７ 蝦夷塚古墳群 造山字蝦夷塚５５、３６－１ 縄文時代後期、奈良～平安時代 古墳、土師器、須恵器、縄文土器片、石器類 註４、５、１９、２０
６０－４８ 蝦夷塚出土勾玉 造山字蝦夷塚 奈良～平安時代 秋田県指定有形文化財（雄物川町教育委員会所蔵） 註４、５
６０－４９ 造山遺跡（造山古墳群） 造山字造山（通称：七ツ森） 奈良～平安時代 土器片（須恵器） 註４、５
６０－５０ 栗林遺跡 造山字栗林 縄文時代晩期、奈良～平安時代 縄文土器片、石器類 註４、５
６０－５１ 栗林製鉄跡 造山字栗林 奈良～平安時代 土器片、鉄滓多量 註４
６０－５２ 廻館十三塚 東里字十三塚 弥生時代、平安～鎌倉時代 塚跡 註４
６０－５３ 十三塚Ⅰ遺跡 東里字十三塚３４０ 縄文時代晩期、弥生時代 縄文土器片、弥生土器片 註４、５
６０－５４ 十三塚Ⅱ遺跡 東里字十三塚３３７の１内 縄文時代晩期、弥生時代 縄文土器片、弥生土器片 註４、５
６０－５５ 十三塚Ⅲ遺跡 東里字十三塚３３７の１内 縄文時代晩期、弥生時代 縄文土器片、弥生土器片 註４、５
６０－５６ 廻館Ⅰ遺跡（十三塚遺跡） 東里字廻館および十三塚３３７の１ 弥生時代後期、奈良～平安時代 弥生（念仏間式）壺・甕、土師器・須恵器、平瓦片、丸瓦片 註４、５、１０、１４
６０－５７ 廻館Ⅱ遺跡 東里字廻館 平安時代 須恵器片、独鈷石 註４
６０－５８ 雄物川高校裏遺跡 今宿字�袋 平安時代 土師器片、須恵器片 註４
６０－５９ 雄物川高校Ⅰ遺跡 今宿字�袋 平安時代 縄文石棒 註４
６０－６０ 雄物川高校Ⅱ遺跡 今宿字�袋 平安時代 縄文土器片 註４
６０－６１ �袋遺跡 今宿字�袋（雄物川高校敷地内） 縄文時代、平安時代 石棒、完形大型須恵甕 註４、５
６０－６２ くずれ遺跡 造山字高花 平安時代 土器片（須恵器） 註４
６０－６３ 十足馬場遺跡 造山字十足馬場 平安時代 沼の柵当時の馬場跡か 註４
６０－６４ 首塚 今宿字首塚 奈良～平安時代 土師器、須恵器片 註４、５
６０－６５ 南田遺跡 今宿字南田 奈良～平安時代 須恵器 註４、５
６０－６６ 下作の瀬遺跡 今宿字下作の瀬２８ 平安時代 土師器壺、井戸跡 註４、５
６０－６７ 千刈田遺跡 沼館字昼飯塚 平安時代 瑞花双鳳鏡、須恵器壺 註４、５
６０－６８ 正願谷地遺跡 沼館字正願谷地 平安時代 須恵器、石器類 註４、５
６０－６９ 旧明神遺跡 砂子田字旧明神 縄文時代 縄文土器片、石器（石皿） 註４
６０－７０ 石塚上台遺跡 会塚字上台 平安時代 土師器（墨書土器） 註４、５、１６、２３
６０－７１ 上大塚遺跡 会塚字上大塚 平安時代 井戸跡（割板） 註４
６０－７２ 上大見内遺跡 薄井字大見内５０６ 奈良～平安時代 土師器（墨書土器）、須恵器 註４、５、１６、２３
６０－７３ 館野遺跡 薄井字館野 縄文時代後期、平安時代 縄文土器、土師器、須恵器 註４
６０－７４ 新城館跡 薄井字新城 室町時代 註４、２４
６０－７５ 薄井館跡 薄井字船沼 室町時代 註４、２４
６０－７６ 沼の柵跡（沼館城跡） 沼館字沼館 平安時代、中世（室町時代） 沼の柵、中世城館（城主は小野寺泰道か植道か）、井戸跡 註４、５、２４
６０－７７ 蔵光院板碑 沼館字沼館 室町時代 板碑 註４
６０－７８ 今宿館跡 今宿字高花および今宿字西在家の一帯 室町時代 註４、２４
６０－７９ 造山館跡 造山字造山 室町時代 須恵器 註４
６０－８０ 廻館跡 東里字廻館 室町時代 須恵器 註４、２４
６０－８１ 悪戸城跡 西野字悪戸 室町時代 堀切りあり、土器片、礎石、井戸跡 註４、２４
６０－８２ 兵部ヶ沢館跡 沼館字兵部ヶ沢 平安時代 旧式階段状、帯郭あり 註４
６０－８３ 二井山館跡 二井山字野沢 室町時代 階段状郭、掘り切り 註４
６０－８４ 赤館跡 二井山字館平 室町時代 階段状郭、掘り切り 註４、２４
６０－８５ 三吉山館跡 今宿字末館１０ 室町時代 （中世城館と重複） 註４
６０－８６ 末館跡 今宿字末館 室町時代 階段状郭あり、小型鏡（江戸時代） 註４、２４
６０－８７ 館森館跡 大沢字根羽子沢 室町時代 縄文土器、石器 註４、２４
６０－８８ 上法寺館跡 大沢字上法寺 室町時代 掘切 註４
６０－８９ 赤井館跡 大沢字赤井 室町時代 註４
６０－９０ 大沢城跡 大沢字天下屋敷 室町時代 註４、２４
６０－９１ 黒沢館跡 大沢字黒沢 室町時代 階段状帯郭および掘切 註４
６０－９２ 大沢口境目御番所跡 大沢字坂ノ下 江戸時代 道路敷地、沓脱石外 註４
６０－９３ 深井焼窯 南形字深井 江戸時代 窯跡 註４
６０－９４ 天保無縁塚 薄井字下開 江戸時代 地蔵尊、社屋あり 註４
６０－９５ 矢神遺跡 平鹿郡大森町鰌沼（矢神集落） 縄文時代後・晩期 壺形土器（大洞Ｃ２式土器）、縄文土器片 註４、５
６０－９６ 大沢松雲寺遺跡 大沢字大沢 縄文時代 大型石刀 註４
６０－９７ 釘貫遺跡 東里字釘貫 奈良～平安時代 註１０、２１
６０－９８ 小出遺跡 薄井字小出３９３－１外 平安時代 註６
６０－９９ 大見内遺跡 薄井字大見内２２６－１外 縄文時代、奈良～平安時代、中世 註６、本書
６０－１００ 八卦遺跡 沼館字八卦 奈良～平安時代、中世 註６、１０、２１
６０－１０１ 十三塚遺跡 東里字十三塚 奈良～平安時代 註１０
６０－１０２ 造山Ⅱ遺跡 造山字造山 縄文時代後期 註６
６０－１０３ 明神Ⅰ遺跡 薄井字明神 平安時代 註１０
６０－１０４ 明神Ⅱ遺跡 薄井字明神 縄文時代後期 註１０
６０－１０５ 明神Ⅲ遺跡 薄井字明神 縄文時代後期 註１０
６０－１０６ 明神Ⅳ遺跡 薄井字明神 縄文時代後期 註１０
６０－１０７ 桜木谷地遺跡 沼館字桜木谷地 平安時代 註１０
６０－１０８ 水里遺跡 東里字水里 奈良～平安時代 註１０
６０－１０９ 耳取遺跡 東里字耳取 平安時代 註１０、２１

第１表 周辺遺跡一覧
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高さ７㎝）が出土し、大森町矢神遺跡では大洞Ｃ２式の壺形土器が出土している。

弥生時代の遺跡は、十三塚（廻館Ⅰ）遺跡、十三塚Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡、廻館十三塚、廻館Ⅱ遺跡の町

内６遺跡や、平鹿町平林遺跡、横手市手取清水遺跡やオホン清水北遺跡などがある。特に雄物川町造

山の十三塚遺跡出土の壺形土器は、胴部に平行沈線によって連続する弧線が描かれ、その間に刺突文

が施された土器であり、弥生時代後期の念仏間式土器に比定さ
（註１４）
れた。

古墳時代の遺跡は、秋田県で確認されているものが非常に少ない。県南では横手市オホン清水遺跡

と田久保下遺跡の２遺跡しか発掘調査されていない。田久保下遺跡では土坑墓８基が検出され、６世

紀代の土師器・須恵器（坏・蓋・甕・壺など）が出土して
（註１５）
いる。

奈良時代の遺跡は、末館窯跡、十三塚遺跡、蝦夷塚古墳群、造山遺跡、栗林製鉄跡、首塚遺跡、南

田遺跡、大見内遺跡、上大見内遺跡、釘貫遺跡、八卦遺跡の町内１１遺跡や、平鹿町中藤根遺跡、下藤

根遺跡、年子狐遺跡、竹原窯跡、横手市郷士館窯跡などがある。特に雄物川左岸の末館窯跡は、小西

定助氏が発見し、昭和３２年に奈良修介・豊島�両氏によって発掘調査され（末館Ａ地点または末館Ⅱ
（註１６）
窯跡）、昭和３４年には雄物川町教育委員会と秋田県立雄物川高等学校社会科クラブが、大和久震平氏

の指導を得て発掘調査を行っている（末館Ｂ地点または末館Ⅰ
（註１７）
窯跡）。その結果、半地下式窖窯が計

２基検出され、８世紀中葉から末葉の須恵器が多数出土した。これらの遺物は県内窯跡出土須恵器の

編年上、最も古い時期のものである。また、雄物川町造山の蝦夷塚古墳群は、菅江真澄の『雪の出羽

路』平鹿郡二巻に「造山邑の蝦夷塚といふあたりより、長之亟といふ村民の掘り得しとて、勾玉
（註１８）
あり」

と記され、古くから遺物の出土する地として知られていた。昭和３０年に藤田亀治・藤一・正一氏が、

昭和３３年には佐藤金一氏が勾玉など玉類を多数発見している。昭和６０年に国道１０７号改良工事に伴っ

て秋田県教育委員
（註１９）
会が、平成１４年には県営ほ場整備事業に伴って雄物川町教育委員会が発掘調査を

行った結果、計１７基の古墳が検出され、秋田県で最大規模の古墳群であることが判明
（註２０）
した。このほか、

平成１５年に雄物川町教育委員会が発掘調査した八卦遺跡と釘貫遺跡でも、８世紀代の土師器が出土し

て
（註２１）
いる。

平安時代になると遺跡が急増する。雄物川町内だけでも、上法寺旧寺跡、郷Ⅰ遺跡、上西野遺跡、

蝦夷塚古墳群、造山遺跡、栗林遺跡、栗林製鉄跡、廻館十三塚、廻館Ⅱ遺跡、雄物川高校裏遺跡、雄

物川高校Ⅰ・Ⅱ遺跡、�袋遺跡、くずれ遺跡、十足馬場遺跡、首塚遺跡、南田遺跡、下作の瀬遺跡、

千刈田遺跡、正願谷地遺跡、石塚上台遺跡、上大塚遺跡、上大見内遺跡、館野遺跡、沼の柵跡、兵部

ヶ沢遺跡の２６遺跡あり、加えて前述の大雄村江原嶋１遺跡、平鹿町上藤根遺跡、中藤根遺跡、下藤根

遺跡、年子狐遺跡、竹原窯跡や、横手市手取清水遺跡、オホン清水遺跡、郷士館窯跡などがある。さ

らに平成１３年以降、雄物川町教育委員会の遺跡分布調査によって、釘貫遺跡、小出遺跡、大見内遺跡、

八卦遺跡、十三塚遺跡、造山Ⅱ遺跡、明神Ⅰ遺跡、桜木谷地遺跡の８遺跡が新たに加わって
（註２２）
いる。こ

のうち大見内遺跡の１㎞南に位置する石塚上台遺跡では、内外面に計１６～１９文字の墨書が記された土

師器皿が出土して
（註２３）
いる。

鎌倉時代から室町時代の遺跡は、その多くが中世城館跡で
（註２４）
ある。北野経塚、廻館十三塚、新城館跡、

薄井館跡、沼の柵跡、沼館城跡、今宿館跡、造山館跡、廻館跡、悪戸城跡、兵部ヶ沢館跡、二井山館

跡、赤館跡、三吉山館跡、末館跡、館森館跡、上法寺館跡、赤井館跡、大沢城跡、黒沢館跡の町内２０

遺跡がある。特に大見内遺跡の北西に近接する薄井館跡は、菅江真澄が『雪の出羽路』平鹿郡六巻に
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「此邑名薄井とは近き世の事にて、古はもはら臼井とこそ書きつらめ。此枝村の舟沼といふ処に旧柵

の蹟あり。いつの世に、いづれの城主の住りとはしらねと、たゞ其地を臼井殿の跡と云ひ伝へ、その

あたりの田地の字を館薄井と今も呼たり」と記しており、この地域で古くから館跡として認識されて

いた。現在は船沼集落一帯が遺跡範囲として括られている。

江戸時代になると「大見内村」が文献史料上に現れる。享保１５年の岡見知愛『六郡郡邑記』、文化

１２年の淀川盛品『秋田風土記』、享和元年の菅江真澄『雪の出羽路』などには、薄井村（臼井村）の

枝村として大見内村の名が登場し、加えて文久２年には「薄井村絵図」が作成さ
（註２５）
れる。この絵図は、

当時の地形や集落状況（街道や河川、隣接９箇村との境界線など）が詳細に描かれており、近代以降

の地形改変を受ける前の様相を伝える貴重な史料である。これ以外に大見内の地名が記された絵図は

弘化２年の「沼館村絵図」がある。大見内村を含む薄井村は、明治１７年に宮田村・阿気村と連合村と

なり、明治２２年に薄井村と宮田村が合併して館合村が成立した。その後、明治４０年から大正６年の間

に、４６８町歩の大耕地整理が実施され、新耕地を得ると同時に上大見内遺跡などが発見されている。

昭和３０年１０月、館合村は大字薄井を雄物川町に、大字宮田を大雄村に編入して７６年間の村史を閉じた。

現在の県営ほ場整備事業「館合地区」は、この旧館合村域を対象としている。

《引用・参考文献》

註１ 秋田県農政部『出羽丘陵開発計画地域 土地分類基本調査 浅舞』秋田県農政部農地整備課 １９７９（昭和５４）年

註２ 小西泰次郎『秋田県横手盆地の水理地質学的研究』通商産業省工業技術院地質調査所地質調査報告第２１６集 １９６６（昭

和４１）年

註３ 大沢�・大口健志・高安泰助『地域地質研究報告 浅舞地域の地質』通商産業省工業技術院地質調査所 １９７９（昭和

５４）年

註４ 秋田県教育委員会 １９８７（昭和６２）年

註５ 雄物川町郷土史編纂会『雄物川町郷土史』雄物川町役場 １９８０（昭和５５）年

註６ 雄物川町教育委員会『埋蔵文化財詳細分布調査報告書』雄物川町文化財調査報告書第２集 ２００２（平成１４）年

註７ 前掲、註５文献に同じ。

註８ 雄物川町教育委員会『根羽子沢遺跡発掘調査報告書』１９８７（昭和６２）年

秋田県教育委員会『根羽子沢遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第１７６集 １９８８（昭和６３）年

註９ 前掲、註５および註８文献と同じ。

註１０ 雄物川町教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』雄物川町文化財調査報告書第４集 ２００３（平成１５）年

註１１ 山田貞吉「兵部ヶ沢遺跡発掘調査報告」『雄物川町郷土資料館報告』第１号 雄物川町教育委員会 １９８４（昭和５９）年

註１２ 秋田県教育委員会『江原嶋１遺跡』秋田県文化財調査報告書第３１０集 ２００１（平成１３）年

註１３ 前掲、註１１文献に同じ。

註１４ 橘善光「弥生土器－東北・北東北３」『考古学ジャーナル』 １９７９（昭和５４）年９月号

註１５ 秋田県教育委員会『秋田ふるさと村（仮称）建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

－富ヶ沢Ａ・Ｂ・Ｃ窯跡 田久保下遺跡 富ヶ沢１号～４号塚－』秋田県文化財調査報告書第２２０集 １９９２（平成４）年

註１６ 秋田県『秋田県史 考古編』１９６０（昭和３５）年

奈良修介・豊島�『秋田県の考古学』郷土考古学叢書３ 吉川弘文館 １９６７（昭和４２）年
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註１７ 大和久震平「末館窯跡発掘調査報告」『雄物川町郷土史資料』第３集 雄物川町文化財委員会 １９６３（昭和３８）年

なお、末館窯跡について、上記の註１６文献で奈良修介氏が便宜上呼称した、昭和３２年発掘調査の「末館Ａ地点窯跡」

と昭和３４年発掘調査の「末館Ｂ地点窯跡」は、後の発掘調査報告書に引用される際に、末館Ａ地点窯跡＝末館Ⅰ窯跡

（および出土遺物）、末館Ｂ地点窯跡＝末館Ⅱ窯跡（および出土遺物）と認識されていることがあるが、島田祐悦氏と

雄物川町郷土資料館収蔵の末館窯跡出土遺物を全て実見した結果、末館Ａ地点窯跡＝末館Ⅱ窯跡（および出土遺物）、

末館Ｂ地点窯跡＝末館Ⅰ窯跡（および出土遺物）であることが判明した。一連の窯跡発見に伴う整理作業上の瑕疵に

よると思われる。

註１８ 以下、菅江真澄『雪の出羽路』の記述は、内田武志・宮本常一編『菅江真澄全集』第６巻 未来社 １９７６（昭和５１）

年より引用した。

註１９ 秋田県教育委員会『蝦夷塚古墳群発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第１３６集 １９８６（昭和６１）年

註２０ 雄物川町教育委員会『蝦夷塚古墳群』雄物川町文化財調査報告書第３集 ２００３（平成１５）年

註２１ 雄物川町教育委員会『八卦遺跡』雄物川町文化財調査報告書第５集および『耳取遺跡・釘貫遺跡』雄物川町文化財調

査報告書第６集として２００４（平成１６）年に刊行予定。

註２２ 前掲、註６および註１０文献に同じ。

註２３ 奈良修介「沼館出土の土師盤」『秋田考古学』第９号 １９５８（昭和３３）年、前掲註５および註１６文献。県内の墨書土器

については、高橋学「秋田県内出土の墨書土器集成」『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』第１号 １９８６（昭和６１）

年に網羅されている。

註２４ 秋田県教育委員会『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第８６集 １９８１（昭和５６）年

註２５ 「文久二年薄井村絵図」および「弘化二年沼館村絵図」は、雄物川町郷土資料館が所蔵。
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第３章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

大見内遺跡は、横手盆地の西部、出羽丘陵の麓を北流する雄物川右岸から約２㎞東にあり、その標

高は４２～４３ｍ前後である。遺跡の範囲は、平成１３年１１～１２月の確認調査によって括られた８９，７００㎡全

域であり、その範囲内にある切土施工部分（面積４，２５０㎡）が破壊を免れ得ないため、今回の発掘調

査区が設定された。遺跡の現況は水田と畑地であり、第２章で述べたように、藩政期には水田開発が、

明治２２年から昭和３０年までの館合村時代には耕地整理が実施された記録がある。水田は、雄物川町薄

井の町道東部２号幹線と同軸方向（北北西）を向いて地割りされる。遺跡一帯は低く平坦な地形で、

西側には周知の遺跡である館野遺跡や八卦遺跡、北には薄井館跡や明神遺跡群、南には上大見内遺跡

が近接し、約５０ｍ南には上大見内集落が、約８０ｍ東には下大見内集落がある。

発掘調査区は、町道東部２号幹線の西側、上大見内集落の北にあり、南北２５０ｍ×東西２２０ｍの休耕

田５６面のなかにある。調査にあたっては、全調査区を四つに区分し、Ａ区（２，０００㎡）、Ｂ区（９００㎡）、

Ｃ区（６００㎡）、Ｄ区（７５０㎡）と呼称した。これは調査工程の途中で、一部の調査区を引き渡すよう

要請を受けていたためであり、本書中でもこの呼称を用いる。なお、今回の発掘調査後、平成１４年１１

～１２月に実施された大見内・館野遺跡確認調査では、対象面積３００，０００㎡の全域が埋蔵文化財包蔵地

として括られ、平成１５年度に発掘調査されることとなった。これによって、館野遺跡を含めた大見内

遺跡の範囲は３８９，７００㎡もの面積に達した（平成１５年１１月現在）。

第２節 調査の方法

調査の方法はグリッド方式によった。秋田県平鹿総合農林事務所が、県営ほ場整備事業用に打設し

た指標杭：秋田県③川崎（杭記号：ＫＢＭ３－８白、標高４３．８７３ｍ）を基準として、国家座標Ｘ・Ｙ

を導き出し、調査区Ａ区の中央に原点杭（杭記号：ＭＡ５０、Ｘ座標－７６９１９．９９１、Ｙ座標－３３６０８．５６４、

標高４３．９２３ｍ、北緯３９度１８分２３秒、東経１４０度２６分３７秒）を打設した。これを通る座標北ラインを南

北基線とし、同じく原点杭を通り南北基線と直交するラインを東西基線とした。この東西南北の基線

に沿って４ｍ×４ｍの方眼（以下、グリッドと略記する）を組み、その交点に杭を打設した。これは

Ａ区に隣接するＢ・Ｃ区や、東側に単独で位置するＤ区についても同様で、原点杭ＭＡ５０の東西南北

基線の延長線上にグリッドを組み、その交点に杭を打設した。各グリッドを呼称するために、基線の

交点には、西に行くに従いＭＡ・ＭＢ・ＭＣ・ＭＤ……、東に行くに従いＬＴ・ＬＳ・ＬＲ・ＬＱ…

…、北に行くに従い５０・５１・５２・５３……、南に行くに従い４９・４８・４７・４６……と、アルファベットお

よび算用数字を組み合わせた番号を４ｍ置きの各杭に明記した。方眼に囲まれた区域を呼称する場合

は、その区域の南東隅の杭番号を用いた。

各調査区を掘り進む方法は、機械力は用いず、すべて人力によって行った。これは、前年度の確認

調査の結果から、Ⅰ層表土の下がすぐ遺物包含層・遺構確認面であることが判明していたことと、現
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地形が水田・畑地・畦畔だったからである。ただし、確認調査後のトレンチ埋め戻し土がある場所は、

前年度にバックフォーで試掘されたものである（主にＤ区）。なお、調査条件上の理由で排土搬出用

ベルトコンベアーは用いなかった。遺構名は、全調査区を通じて検出した順に連番を付し、凡例にあ

げた遺構略号をつけた。遺構の記録については、実測図・写真・筆記によって行った。実測図は平面

図・断面図とも基本的に２０分の１縮尺で作成した（遺構規模の大小により適宜縮尺を変更）。地形実

測や小柱穴の分布図は、８月７～９日の３日間だけトータルステーションを導入して作成した。写真

は基本的に３５㎜判のモノクロ・カラーリバーサル・ネガカラーの３種類のフィルムを用いて撮影した

が、部分的に６０×４５㎜の中判カメラやデジタルカメラでも撮影した。航空写真は不要との決定が下さ

れ、撮影を断念した。その後、本遺跡をほぼ直上から撮影したフィルム（超高度撮影写真）が日本地

図センターに存在するのを確認し、これを掲載した（撮影は昭和５１年１１月６日）。

第３節 調査の経過

発掘調査は、平成１４年５月１４日から８月２３日までの延べ６５日間実施した。以下、調査日誌を基に調

査の経過を記述する。

４月１７日：秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室および秋田県平鹿総合農林事務所、雄物川町教育委

員会、秋田県埋蔵文化財センターの四者で発掘調査開始前の現地協議を行った。ここで調

査区や調査条件・期間・相互協力事項などを確定した。

４月２６日：雄物川町コミュニティセンターにて、作業員雇用説明会を開催した。

５月１４日：発掘調査を開始した。同時に方眼杭の打設作業も開始した（～２２日に完成）。

５月１６日：前年度確認調査トレンチから遺物が出土し始める。Ｄ区の調査前近景写真撮影を行う。

５月２０日：ＫＥ・ＫＦ５３～５７グリッドから遺物多数出土。Ａ・Ｂ・Ｃ区の調査前遠景写真撮影を行う。

５月２１日：前日の地点からＳＩ０２竪穴住居跡とＳＫ０１土坑（当時はＳＩ０１竪穴住居跡）を検出した。

５月２４日：ＫＥ・ＫＦ４９～５２グリッドから流倒木と土師器・須恵器の坏が多数出土。この部分だけ、

著しくぬかるみ、水が湧く。のちにＳＬ０４河川跡とした。

５月２８日：Ｄ区北端でＳＫ０５・０６・０７土坑を検出し、ＳＩ０２竪穴住居跡内からもＳＫ０８土坑を検出。

５月３０日：ＫＫ８３グリッドで治平元寳（北宋、１０６４年初鋳）１点が出土した。

５月３１日：ＳＩ０２竪穴住居跡内から須恵器蓋が出土。栗澤光男文化財主査兼調査副班長現場指導。

６月３日：Ａ区の粗掘りに着手した。その際、発掘器材の運搬距離が長いため東屋を仮設した。

６月６日：Ｄ区南端側の精査を完了した。芳賀所長、櫻田南調査課長現場指導。

６月１３日：ＫＪ７３～７５グリッドで流倒木と土師器、須恵器片が出土。ＳＬ０９河川跡とした。

６月１４日：ＳＩ０２竪穴住居跡の北側で、部分的ながらＳＩ１０竪穴住居跡を検出した。

６月１８日：ＳＩ０２竪穴住居跡と重複するＳＫ１１、１２土坑を検出した。Ｂ区の部分引き渡しを要請され

たため、この週よりＡ区の粗掘りを一時停止し、Ｂ区の粗掘りに着手した。

６月２５日：ＳＬ０４河川跡から「息」と墨書きされた完形の土師器坏が出土。同周辺箇所から土師器、

須恵器片が多数出土した。また、Ｂ区と隣接するＣ区の一部（農道寄り部分）も粗掘りを

着手した。

第３章 発掘調査の概要
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第３節 調査の経過

平成１３年度
確認調査対象範囲
（８９，７００�）

館野遺跡

平成１４年度
確認調査対象範囲
（３００，０００�）

０ １㎞

第４図 調査範囲図
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第５図 グリッド配置図

―１３―



７月９日：Ｄ区北端の土坑群西側で、ＳＤ４５溝跡、

ＳＸ４６性格不明遺構を検出した。

７月１１日：台風６号が秋田県域を通過。豪雨のため

Ａ～Ｄ区の全調査区が冠水した。早朝の

現場判断で掘り方作業は休止し、遺物の

洗浄と実測図作成のみを行った。

７月１６日：台風７号が秋田県域を通過。このため予

定していた平鹿町立平鹿中学校３年生の

発掘調査体験学習会は中止となった。現

場の掘り方作業は休止し、遺物の洗浄と

実測図作成のみを行った。

７月１９日：大森町立川西小学校６年生３０名および引

率教諭２名と、大見内遺跡発掘調査体験

学習会を調査区Ａ区で行った。午後、佐々

木孝志雄物川町長も来跡し、調査区Ｄ区

のＳＤ４５溝跡やＳＸ４６などの遺物取り上

げ・実測を体験した。櫻田隆南調査課長、

現場指導。

７月２２日：Ａ区でＳＫ５９・６０土坑を検出。この日、

Ｄ区を調査完了し、Ａ～Ｃ区の調査に移

行する。

７月２４日：Ａ区でＳＫ７２・７５土坑を検出。平鹿総合

農林事務所、文化財保護室の立ち会いの

もと、Ｄ区（７５０㎡）を引き渡した。

７月２５日：Ａ区中央でＳＩ８０竪穴住居跡、ＳＫ７９土

坑を検出した。

７月２６日：雄物川町文化財保護協会（片岡丑之助会

長以下４５名）と地域住民対象の大見内遺

跡見学会を開催した。

７月２９日：Ｂ・Ｃ区の粗掘りが完了した。遺物は出

土したものの遺構は検出されなかった。

以後、Ａ区の調査に傾注した。雄物川町

立雄物川中学校１年生（男子２名）と発

掘調査体験学習会を行った。

８月１日：ＳＫ８８・９９・１１６・１１７・１３６土坑、ＳＥ１

３１井戸跡などを検出した。午後、秋田魁

新報社横手総局の田中敏雄記者が取材の

ＫＭ ＫＫ ＫＥ ＫＣ ＫＡＫＯ ＫＩ ＫＧＫＱ
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第６図 Ｄ区遺構配置図
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第７図 Ａ区遺構配置図
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ため来跡した。

８月２日：Ｂ区の農道沿い１００㎡を秋田県平鹿総合農林事務所に部分引き渡しする。大野憲司副所長、

現場指導。この日より調査工程を変更し、文化財保護室および平鹿総合農林事務所と協議

の上、現場稼働期間の５日間延長を決定した。

８月６日：ＳＫ２７４・２７５・３１７土坑を検出した。平鹿総合農林事務所、文化財保護室立ち会いの下、

Ｂ区（残りの８００㎡）とＣ区（６００㎡）をすべて引き渡した。

８月９日：Ａ区の粗掘り作業を完了した。

８月２２日：発掘調査終了前の遺跡遠景写真を撮影した。

８月２３日：調査終了し、現場撤収。Ａ区（２，０００㎡）を平鹿総合農林事務所にすべて引き渡した。

第４節 整理作業の方法と経過

整理作業は、平成１４年８月２６日から秋田県埋蔵文化財センター南調査課で行った。出土した遺物の

洗浄・注記・分類・接合を開始し、この工程が終了した遺物から実測・採拓・トレースなどの作業を

行った。遺構図面の浄書は、現場で記録した実測図（原図）をもとに第２原図を作成した。平成１５年

２月１５日、大曲市中央公民館を会場に開催された「平成１４年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会」に

て、大見内遺跡の発掘調査成果を発表した。会場では大見内遺跡出土遺物の展示を行った。

平成１５年４月、大見内遺跡の整理作業は学芸主事石澤宏基の担当となった。報告書の作成にあたっ

て、遺跡の年代が縄文時代、奈良～平安時代、鎌倉～室町時代に渡るものの、主体となるのは奈良・

平安時代であるため、編集の重点をそこに置いた。遺物については、全点を秋田県埋蔵文化財センター

内で実測・拓本・トレースおよび写真撮影した。以上の経過を経て、例言に記した方々や多くの上司・

同僚の指導と協力を受け、発掘調査の成果を本書にまとめることができた。

≪参考文献≫

秋田県埋蔵文化財センター『平成１４年度 秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』 ２００３（平成１５）年

秋田県埋蔵文化財センター『秋田県埋蔵文化財センター年報』第２１号 ２００３（平成１５）年

第４節 整理作業の方法と経過
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第４章 調査の記録

第１節 基本層位

大見内遺跡の基本層位は、平成１３年１１～１２月実施の確認調査トレンチ（埋め戻し済み）を再度掘り

上げ、精査・観察した。その確認地点は、Ａ・Ｂ・Ｃ区がＭＨ４６杭を起点に北西へ５ｍの地点と、Ｄ

区がＫＥ４８（＋１．４ｍ）杭から北へ３ｍの地点、およびＫＯ９５（＋１．７ｍ）杭から北へ３ｍの地点であ

る。この基本層位３地点を第７図に図示した。検出した遺構のほとんどがⅡ層上面で確認され、遺構

外遺物もⅡ層以下で出土している。なお、発掘調査前の現況は水田および畑地であったため、土壌中

には酸化・沈殿した赤褐色の鉄分層が斑に入り、地山粘土層には暗青緑色にグライ化した場所も認め

られた。耕作による攪乱や削平が著しい場所では、土器片などの遺物がⅠ層で多数表採された。また、

第２章で詳述したように、本遺跡が立地する砂礫段丘Ⅳは、第四紀洪積世の河成堆積物が表層地質と

なっているため、雄物川や大宮川支流の小河川跡がＤ区で検出したＳＬ０４・０９のように確認された。

各調査区基本層位の特徴は次の通りである。

〔調査区～Ａ・Ｂ・Ｃ区〕
Ⅰ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）締まり中・粘性中、表土、耕作土。層厚１０～２０㎝

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／１）締まり中・粘性中、遺物包含層、遺構確認面。層厚１０～２５㎝

Ⅲ層：暗褐色土（１０ＹＲ３／３）締まり中・粘性強、遺物包含層、地山漸移層。層厚１５～２５㎝

Ⅳ層：灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）締まり中・粘性弱、粘土層（部分的に砂礫層あり）、地山。

〔調査区～Ｄ区〕
Ⅰ層：暗褐色土（１０ＹＲ３／３）締まり中・粘性中、表土、耕作土。層厚１０～２５㎝

Ⅱ層：黒褐色土（１０ＹＲ３／２）締まり強・粘性中、遺物包含層、遺構確認面。層厚１０～３０㎝

Ⅲ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／２）締まり強・粘性中、遺物包含層、地山漸移層。層厚１５～３０㎝

Ⅳ層：灰黄褐色土（１０ＹＲ５／２）締まり中・粘性弱、粘土層（部分的に砂礫層あり）、地山。

本遺跡の周辺は雄物川右岸まで一面に低く平坦な地形であるが、土層を観察した結果、表土から地

山までの深さは、最も浅いところで３５㎝、最も深いところでは８５㎝とその差が大きい。これは遺跡全

体の原地形に、ある程度の高低差があったことを示しており、特にＡ・Ｂ・Ｃ区よりもＤ区の方が深

くなる傾向がある。現在では平坦で水田耕作向きな地形でも、過去には幾筋もの小河川が流れ、若干

の起伏があり、沼や池などが存在したものと考えられる。

第２節 検出遺構と遺物

発掘調査の結果、大見内遺跡で検出した遺構は合計２４２遺構である。出土した遺物は、縄文時代の

土器・石器、奈良～平安時代の土師器・須恵器や木製品、鎌倉～室町時代の中世陶器など整理用コン

テナで６０箱分（中コンテナ換算）である。また、発掘調査区（４，２５０㎡）内で検出した遺構数の内訳

は、次の通りである。
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これら調査によって検出した遺構は、発見順に一連の番号を付したものであるが、精査の過程で欠

番となったものもある。調査区のＢ区とＣ区については、調査前現況の状態がＢ区は畑地と水路、Ｃ

区は全面が畑地と畦畔・水路であり、著しい攪乱を受けていた。発掘調査の結果、Ｂ・Ｃ区では遺物

が出土したのみで遺構は検出されなかった。よって、遺構が検出された調査区はＡ区とＤ区だけであ

る。また、縄文時代の遺構はＳＲ２８２土器埋設遺構があるのみで、それ以外の遺構は古代（奈良～平

安時代）の遺構である。時代および調査区別の検出遺構数内訳は次の通りである。

第２表 検出遺構一覧（遺構種別）

遺構の種類 検出数 検出した調査区と遺構番号

竪穴住居跡 ３軒 Ａ区：ＳＩ８０、Ｄ区：ＳＩ０２・１０

掘立柱建物跡 ２棟 Ａ区：ＳＢ９１・２１９

土 坑 ２１基
Ａ区：ＳＫ５９・６０・７２・７５・８８・９２・９９・１１６・１１７・１３６・２７４・

２７５・３１７、Ｄ区：ＳＫ０１・０５・０６・０７・０８・１１・１２・５８

土器埋設遺構 １基 Ａ区：ＳＲ２８２

井 戸 跡 １基 Ａ区：ＳＥ１３１

溝 跡 １条 Ｄ区：ＳＤ４５

河 川 跡 ２条 Ｄ区：ＳＬ０４・０９

柱穴様ピット ２０６基 Ａ区：１８１基、Ｄ区：２５基 ※個々の番号は観察表に記載。

性格不明遺構 ５基 Ａ区：ＳＸ１１８・１３０・２０６・３２６、Ｄ区：ＳＸ４６

合 計 ２４２遺構 Ａ区：２０３遺構、Ｄ区：３９遺構

Ａ′Ａ
４４，０００ｍ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ａ・Ｂ・Ｃ区基本土層
Ⅰ．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中、粘性中、表土・耕作土、植物根多量混入、遺物表採可能。
Ⅱ．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり中、粘性中、一部に耕作による攪乱あり、植物根少量混入、遺物包含層、遺構確認面。
Ⅲ．暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中、粘性強、地山漸移層、遺物包含層、砂質分を含む。
Ⅳ．灰黄褐色土（１０ＹＲ５/２）しまり中、粘性中、砂質分を含む粘土、これ以下は青灰色層（青ネバ）となる。地山。

Ａ′Ａ
４４，０００ｍ

Ｂ Ｂ′
４３，５００ｍ

Ⅰ Ⅰ
ⅡⅡ
ⅢⅢ

Ｄ区 基本土層図（Ｂ－Ｂ′）
Ⅰ．暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中・粘性中、表土・耕作土、
旧水田面。
Ⅱ．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中、耕作土。
Ⅲ．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり強・粘性中、粘質土、遺構確
認面・遺物包含層。

Ⅳ
Ⅴ

Ｄ区 基本土層（Ａ－Ａ′）
Ⅰ．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、表土・耕作土、
旧水田面。
Ⅱ．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり中・粘性中、耕作土。
Ⅲ．黒色土 （１０ＹＲ２/１）しまり中・粘性強、粘質土、遺構確
認面、遺物包含層。
Ⅳ．暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中・粘性強、粘質土、やや砂
質分を含む、遺物包含層。
Ⅴ．灰黄褐色土（１０ＹＲ５/２）しまり中・粘性中、粘質土、砂質
分を含む。

０ ２ｍ

第８図 基本土層図

第４章 調査の記録
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第３表 検出遺構一覧（時代・調査区別）

Ａ区の検出遺構と数 Ｄ区の検出遺構と数 Ａ区＋Ｄ区の総計

縄文時代 土器埋設遺構 １基 なし ０基 縄文時代 １遺構

奈良時代

～

平安時代

竪穴住居跡 １軒 竪穴住居跡 ２軒

奈良～平安時代

２４１遺構

掘立柱建物跡 ２棟 土 坑 ８基

土 坑 １３基 溝 跡 １条

井 戸 跡 １基 河 川 跡 ２条

柱穴様ピット １８１基 柱穴様ピット ２５基

性格不明遺構 ４基 性格不明遺構 １基

合 計 ２０３遺構 合 計 ３９遺構 総計 ２４２遺構

第２節 検出遺構と遺物

ＳＲ２８２

Ａ′Ａ

Ａ′Ａ

１
２ Ａ′Ａ ４３，６００�

２ １

ＳＲ２８２土器埋設遺構（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）砂質・しまり中。
２．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５/３）砂質・しまり強、
酸化鉄、炭化物微量混入。

３

２

０ １０㎝

０ １ｍ

第９図 ＳＲ２８２土器埋設遺構・出土遺物
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１ Ａ区の検出遺構と遺物
� 縄文時代

ＳＲ２８２土器埋設遺構
《位置と確認》Ａ区ＬＰ４８グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸０．３７ｍ×短軸０．３７ｍ、深さは０．１５ｍあり、平面形は円形を呈する。

《土 層》２層に分層された。掘形はにぶい黄褐色土、土器内に炭化物が混入していた。

《出 土 遺 物》３点を図示した（第９図１～３）。粗製の深鉢形土器である。

《時 期》縄文時代中期以降と考えられる。

� 奈良・平安時代の遺構と遺物

① 竪穴住居跡（重複関係にあるＳＫ７９・２７４・２７５土坑を含む）

ＳⅠ８０竪穴住居跡
《位置と確認》Ａ区ＭＡ４７～４９、ＭＢ４８、ＬＴ４７～４９グリッドのⅡ層で確認した。当初、４ｍ前後

の住居跡として精査したが、その結果、規模が拡大し、南側の柱穴群と関連するこ

とが判明した。Ａ区で唯一検出した住居跡である。

《規模と平面形》平面形は長方形の竪穴住居跡であるが、南東側に掘立柱建物跡が取り付く形態を呈

する。竪穴部分の規模は長軸６．３９ｍ×短軸５．８０ｍ、深さ０．４５ｍである。掘立柱建物

部分の規模は桁行３間×梁行２間、桁行総長５．３４ｍ、柱間距離は西側で北から１．９０

＋１．７０＋１．７４ｍ、梁行総長４．７４ｍ、柱間距離は南側で西から３．２７＋１．４７ｍである。

両者を合わせた遺構全体の規模は、長軸１０．６０ｍ×短軸５．８０ｍで、その主軸方位は、

Ｎ－３５°－Ｗである。

《重 複》ＳＫ７９・２７４・２７５土坑に切られている。

《土 層》２２層に分層した。７層は北側壁溝、８・９層は貼床、１３～１７層はカマドの焼土であ

る。２層はＳＫ２７５土坑、１０・１１層はＳＫ２７４土坑である。

《 壁 》壁は急な角度で立ち上がる。東・西・北側には壁溝がある。南側のみ壁がなく、掘

立柱建物が取り付く。

《床 面》竪穴部の北・東・西側は比較的平坦であるが、壁がない南側のみ掘立部に向かって

スロープ状に高くなる。

《柱 穴》竪穴側に１５基、掘立側に１０基（うち北端２基は竪穴側と兼用か）の計２５基確認した。

《カ マ ド》第１０図に掲載した焼土範囲がカマド燃焼部であると判断した。明瞭な焚口や袖部・

煙道部は確認されなかったが、住居内で最も多くの遺物が出土した。

《出 土 遺 物》３６点を図示した（第１１図１～１９、第１２図２０～２７、第１３図２８～３３、第１４図３４～３６）。

いずれも破片だが、土師器坏４点、須恵器坏４点、土師器甕２０点、須恵器甕３点、

土師器長胴甕３点、紡錘車１点、砥石１点である。第１１図１の須恵器坏は、外面に

「祐」の墨書が施されている。

《時 期》平安時代（９世紀前半）と考えられる。

第４章 調査の記録
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第２節 検出遺構と遺物

Ｓ
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・
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′
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性
中
、
炭
化
物
微
量
混
入
・
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量

混
入
。

７
．
灰
黄
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
４
/２
）
し
ま
り
強
・
粘
性
強
、
炭
化
物
・
酸
化
鉄
微
量
混
入
。

Ｐ９Ｐ８
Ｐ１０

１５ ５

量
混
入
。

９
．
黄
褐
色
土
（
２
．５
Ｙ
５
/３
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
・
焼
土
微
量
混
入
、
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/

２
）
多
量
混
入
。

１０
．
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、炭
化
物
・
焼
土
微
量
混
入
、地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混
入
。

１１
．
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
微
量
混
入
・
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
混
入
。

１２
．
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
少
量
混
入
・
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混
入
。

１３
．
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
微
量
混
入
・
焼
土
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混

入
・
遺
物
混
入
。

１４
．
黒
褐
色
土
（
１０
Y
R３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
・
遺
物
微
量
混
入
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混
入

ＭＡ４８３１４
１６

２１３

３Ｐ１１

１７

１

６

Ｐ１２
Ｐ１３１９

３
４

１８ １３
２

ＳＫＰ６１

４３
，６
００
ｍ ４ＳＫＰ２０４２０

５

Ｂ ＢＳＫＰ２０５２１

ＳＫＰ６２２２

ＭＡ４７

ＳＫＰ２０３Ａ
′ Ａ
′

ＳＫＰ１８７

ＳＫＰ２０２ＳＫＰ１４１ ＳＫＰ１９８
ＳＫＰ１４２ ＳＫＰ１８８

１５
．
黄
褐
色
土
（
２
．５
Ｙ
５
/３
）
し
ま
り
強
・
粘
性
弱
、
炭
化
物
微
量
混
入
・

焼
土
少
量
混
入
。

１６
．
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
４
/４
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
微
量
混
入
。

１７
．
黒
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
１
．７
/１
）
し
ま
り
弱
・
粘
性
強
、
焼
土
少
量
混
入
。

１８
．
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
４
/６
）
し
ま
り
中
・
粘
性
弱
、
炭
化
物
少
量
混
入
。

１９
．
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
２
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
少
量
混
入
・

焼
土
多
量
混
入
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
混
入
。

２０
．
黒
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
・
焼
土
少
量
混
入
、
遺
物
微
量
混
入
・
地
山

ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混
入
。

２１
．
黄
褐
色
土
（
２
．５
Ｙ
５
/３
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
。

２２
．
暗
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
３
/３
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
少
量
混
入
・
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混
入
。

ＳＫＰ１４７

ＬＴ ＳＫＰ１５６４７ＳＫＰ１４４

ＳＫＰ１４６ ＳＫＰ１４８ ＳＫＰ１９７ＳＫＰ１４５

ＳＫＰ２０１ＳＫＰ１４７ ＳＫＰ１５０ ＳＫＰ１５７
ＳＫＰ１６０

ＳＫＰ１５９ ＳＫＰ１９６ＳＫＰ２００
ＳＫＰ１６１ ＳＫＰ１５８ＳＫＰ１５１

ＳＫＰ１４９

ＳＫＰ１６２
ＳＫＰ１５２ ＳＫＰ１６４

ＳＫＰ１６９ ＳＫＰ１６８ＳＫＰ１６３ＳＫＰ１５３
ＳＫＰ１６５ＳＫＰ１７９

ＳＫＰ１７０ ＳＫＰ１６７ＳＫＰ１７２ ＳＫＰ１６６ＳＫＰ１８０ＳＫＰ１７１
ＳＫＰ１８１ＳＫＰ１７４ＳＫＰ

１７３
ＳＫＰ２０７ ＳＫＰ１８２

ＳＫＰ
１７７ ＳＫＰ１８４ ０ ２ｍＳＫＰ１８３ＳＫＰ１７５ＳＫＰ１７６

第１０図 ＳⅠ８０竪穴住居跡 ＳＫ７５・２７４・２７５土坑（１）
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ＳＫ７９土坑
《位置と確認》Ａ区ＭＡ４７・４８グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＩ８０竪穴住居跡を切る。

《規模と平面形》規模は長軸２．０６ｍ×短軸１．７９ｍ、深さ０．２３ｍで、平面形は円形を呈する。主軸方位

はＮ－２８°－Ｗを示す。

《土 層》２層に分層した。

《壁 ・ 底 面》壁はほぼ垂直に立ち上がる。

《出 土 遺 物》１０点を図示した（第１４図３７～４４、第１５図４５・４６）。いずれも破片だが、須恵器坏２

点、土師器甕８点である。第１４図３７の須恵器坏は、底部外面に「舂」の墨書が施さ

れている。秋田県内の出土事例は、払田柵跡第１０７次調査（平成８年度）にて、Ｓ

Ｘ１１９２から出土した第４６号木簡（舂米付札）に「白舂米一斗六升」の記載がある。

よって事例としては２例目で、墨書土器としては最初の例となる。また、第１５図４５

の土師器甕はＳＩ８０竪穴住居跡出土の破片と接合した。この土師器の内面には炭化

物が付着しており、自然科学的分析を行った（第５章参照）。

《時 期》平安時代（９世紀前半）と考えられる。

ＳＫ２７４土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＴ・ＭＡ４８グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＩ８０竪穴住居跡を切り、ＳＫ２７５土坑に切られている。

《規模と平面形》規模は長軸１．８９ｍ×短軸１．５０ｍ、深さ０．３２ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－８０°－Ｗを示す。

《土 層》２層に分層した。ＳＩ８０竪穴住居跡の断面（Ａ－Ａ′）の１０～１１層である。

《壁 ・ 底 面》壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は中央部分が浅く凹む。

《出 土 遺 物》４点を図示した（第１５図４７～５０）。すべて土師器甕の破片である。第１５図４８は内面

に炭化物が付着しており、自然科学的分析を行った（第５章参照）。

《時 期》平安時代（９世紀前半）と考えられる。

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 須恵器 坏 ＳＩ８０ＲＰ３１ － （７．０） （１．９） 墨書 ロクロ ヘラ切り
２ 土師器 坏 ＳＫ０５ （１３．４） － － 外：ロクロ 内：黒色処理→ミガキ
３ 土師器 坏 ＳＩ８０覆土中 （１０．４） － － 外：ナデ→ミガキ 内：ナデ
４ 土師器 坏 ＳＩ８０焼土 （１１．６） － － ロクロ
５ 須恵器 坏 ＳＩ８０ＲＰ１２ （１０．２） － － ロクロ
６ 須恵器 坏 ＳＩ８０ＲＰ６７ （１２．４） （５．８） － ロクロ
７ 土師器 坏 ＳＩ８０ＲＰ３０ （８．６） － － 外：ナデ 粘土紐痕有り 内：黒色処理
８ 須恵器 坏 ＳＩ８０ＲＰ１７ － － － ロクロ
９ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ６７・６８・ＬＴ４７ ２層 （１９．７） － － ロクロ
１０ 土師器 長胴甕 ＳＩ８０ＲＰ０１・覆土東側 （１８．０） － － 内外：ロクロ、タタキ目有り
１１ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ８１ （１８．０） － － 外：ナデ・ハケ目 内：ナデ
１２ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ０８ （１５．７） － － ロクロ
１３ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ０９ （１３．４） － － ロクロ
１４ 土師器 甕 ＳＩ８０カマド焼土 － － － ロクロ
１５ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ０６ － － － 外：ナデ 内：ハケ目 炭化物付着
１６ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ８６ － － － 外：ナデ・ハケ目 粘土紐痕有り 内：ハケ目
１７ 須恵器 甕 ＳＩ８０ＲＰ５８ － － － ロクロ
１８ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ１３ ２３．８ － － 内外：ナデ
１９ 土師器 甕 ＳＩ８０カマド・ＲＰ４４南東焼土 － － － 内外：ナデ
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第２節 検出遺構と遺物

１
３

２

５４

６
８

７

９

１１
１０

１４
１３１２

１７
１６

１５

０ １０㎝
１８ １９

第１１図 ＳⅠ８０出土遺物（２）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
２０ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ２８・８２・８６・１層 － － － 外：ナデ 内：ハケ
２１ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ２１ － － －
２２ 土師器 長胴甕 ＳＩ８０ － － －
２３ 土師器 甕 ＳＩ８０焼土南東・ＲＰ４４・６７・０７ － － － 輪積み痕
２４ 土師器 長胴甕 ＳＩ８０焼土２・覆土中 － － － 外面タタキ目
２５ 土師器 甕 ＳＩ８０焼土 － － － 付着物有り 外面タタキ目
２６ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ０９・ＳＥ１３１西 － － － 外面タタキ目
２７ 土師器 甕 ＳＩ８０カマド・ＲＰ１１ － － － 炭化物付着

２０
２１

２２

２４

２３

２５

２７

２６
０ １０㎝

第１２図 ＳⅠ８０出土遺物（３）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
２８ 土師器 甕 ＳＩ８０カマド・ＲＰ０７・１０・６０ － － － 内外：タタキ目
２９ 須恵器 甕 ＳＩ８０ＲＰ０４・南東 － － － 内外：タタキ目
３０ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ６４・南西 － （８．８） － 底面剥離
３１ 須恵器 甕 ＳＩ８０ＲＰ０２・０８・２２・７９ － － － 内外：タタキ目
３２ 土師器 甕 ＳＩ８０南東焼土・ＳＫ７９ＲＰ０３ － ５．８ － 底部回転糸切り痕（前ひき）
３３ 土師器 甕 ＳＩ８０南東焼土 － （８．４） － 砂底

第２節 検出遺構と遺物

２８

３０

３２

２９

３３

０ １０㎝
３１

第１３図 ＳⅠ８０出土遺物（４）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
３４ 土師器 甕 ＳＩ８０ＲＰ５８ － － － 外：ケズリ 内：ナデ 炭化物付着（科析－５）
３５ 土製品 紡錘車 ＳＩ８０ＲＰ５８ 最大長８．７ 最大幅 － 最大厚２．１
３６ 石製品 砥石 ＳＩ８０ＲＱ０３ 最大長５．１ 最大幅４．５ 最大厚１．４ 炭化物付着
３７ 須恵器 坏 ＳＫ７９ － ７．０ － 墨書「舂」
３８ 須恵器 坏 ＳＫ７９ （１５．２） （８．４） （３．４） 底部ヘラ切り、ロクロ
３９ 土師器 甕 ＳＫ７９ （１９．４） － － 内外：ハケ目→口縁部ナデ
４０ 土師器 甕 ＳＫ７９ （１７．４） － － 外：ハケ目→ナデ 内：ナデ
４１ 土師器 甕 ＳＫ７９ＲＰ０３・０５ － － － 外：ケズリ→ハケ 内：ナデ 口縁のくびれに砂付着
４２ 土師器 甕 ＳＫ７９ － － － 内外：ナデ
４３ 土師器 甕 ＳＫ７９ＲＰ０３ － － － 外：ナデ 粘土紐痕有り 内：ハケ目
４４ 土師器 甕 ＳＫ７９ － － － 外：ハケ目 内：ナデ 付着物有り（科析－１３）

３４
３５

３７

３８

３６

４０

３９

４２

４１

４４

４３
０ １０㎝

第１４図 ＳⅠ８０・ＳＫ７９出土遺物（５）
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ＳＫ２７５土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＴ・ＭＡ４８グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＩ８０竪穴住居跡とＳＫ２７４土坑を切っている。

《規模と平面形》規模は長軸２．４０ｍ×短軸１．２９ｍ、深さ０．４８ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－１４°－Ｅを示す。

《土 層》黒褐色土主体の単層である。ＳＩ８０竪穴住居跡の断面（Ａ－Ａ′）の２層である。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は浅いレンズ状を呈する。

《出 土 遺 物》２点を図示した（第１５図５１・５２）。いずれも土師器甕の破片である。

《時 期》平安時代（９世紀前半）と考えられる。

② 掘立柱建物跡

ＳＢ９１掘立柱建物跡
《位置と確認》Ａ区ＬＱ・ＬＲ４８～４９グリッドのⅡ層で確認した。当初、ＳＫＰ９１・１０９～１１１・１１

５・１２０～１２２柱穴様ピットとして検出したが、その配列から掘立柱建物跡と判断し

た。Ｐ４と５の間にＳＫＰ１１２（浅い凹み）がある。

《規模と平面形》規模は桁行３間×梁行１間、桁行総長は東側で３．６４ｍ、西側では３．５８ｍ、柱間距離

は東側では南から１．２２＋１．２０＋１．２２ｍ、西側では南から１．３０＋１．１４＋１．１４ｍ、梁行

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
４５ 土師器 甕 ＳＩ８０Ｐ１６覆土中ＲＰ ＳＫ７９ＲＰ０４ － （７．０） － 外：ケズリ 粘土紐痕有り 内：ナデ 炭化物付着（科析－６）
４６ 土師器 甕 ＳＫ７９ ＲＰ０１・０６ － （８．４） － 外：ケズリ 内：剥離有り
４７ 土師器 甕 ＳＫ２７４ － － － 外：ナデ粘土紐痕有り 内：ナデ
４８ 土師器 甕 ＳＫ２７４ＲＰ０１ － － － 内外：ハケ目 内：付着物有り（科析－９）
４９ 土師器 甕 ＳＫ２７４ － － － 内外：ハケ目
５０ 土師器 甕 ＳＫ２７４ － － － 内外：ハケ目 外：付着物痕有り
５１ 土師器 甕 ＳＫ２７５ － － － 内外：タタキ目
５２ 土師器 甕 ＳＫ２７５ ＲＰ － － － 内外：ハケ目
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４７

４８
４６

５０４５
４９

０ １０㎝
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５１

第１５図 ＳＫ７９・２７４・２７５出土遺物（６）
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ＳＢ９１

Ｆ′
４３，５００ｍ

Ｆ

Ｄ′

４３，５００ｍ
ＤＡ Ａ

Ｃ
′

４３
，５００
ｍ Ｃ

′

Ｐ８Ｄ′

Ｐ１ Ｄ

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ８
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
しまり強・粘性弱。

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ１
１．黒色土（１０ＹＲ２/１）し
まり強・粘性中。

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ７
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
しまり強・粘性中。

Ｐ７Ｆ′

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ２
１．黒色土（１０ＹＲ２/１）し
まり強・粘性中。

Ｐ２ Ｆ

ＬＲＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ６
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
しまり中・粘性中。

Ｅ
Ｐ６

４９

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ３
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/
２）しまり強・粘性弱。

Ｅ′Ｐ３

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ４
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/
２）しまり強・粘性中。

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ５
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
しまり強・粘性中。Ｐ５

Ｂ

Ｐ９ Ｂ′Ｐ４

４３
，５
００
ｍＡ

′

Ａ
′

ＳＢ９１掘立柱建物跡 Ｐ９
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
しまり強・粘性中。

Ｃ ＣＢ
４３，５００ｍ

Ｂ′

Ｅ
４３，５００ｍ

Ｅ′

０ ２ｍ

第１６図 ＳＢ９１掘立柱建物跡
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は南側で３．４２ｍ、北側では３．３０ｍの側柱式建物である。平面形は正方形に近い。建

物方位は東側でＮ－２３°－Ｗを示す。

《柱 穴》Ｐ１～８の計８基を確認した。各柱穴とも土層は黒色土または黒褐色土で、単層で

ある。土層観察からは明瞭な柱痕跡が確認できず、柱材も遺存していなかった。平

面形はＰ３・５・６・８の４基が円形、Ｐ１・２・４・７の４基が略円形を呈する。

Ｐ５のみ柱掘形が底面に段差となって残っていた。深さは浅いもので０．１５ｍ（Ｐ１）、

深いものでは０．７０ｍ（Ｐ３）と差がある。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＢ２１９掘立柱建物跡
《位置と確認》Ａ区ＬＲ・ＬＳ５３グリッドのⅡ層で確認した。当初、ＳＫＰ２１９・２２６・２３４・２５２柱

穴様ピットとして検出したが、その配列から掘立柱建物跡と判断した。

《規模と平面形》規模は桁行１間×梁行１間、桁行西側は３．２６ｍ、東側は３．１０ｍで、梁行南側は２．２０

ｍ、北側は１．６６ｍの側柱式建物で、建物方位はＮ－４５°－Ｅを示す。

第２節 検出遺構と遺物

ＳＢ２１９掘立柱建物跡 Ｐ１
１．黒色土（１０ＹＲ２/１）しまり中・粘性中。ＳＢ２１９
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４３，５００ｍ

ＳＢ２１９掘立柱建物跡 Ｐ３
１．黒色土（１０ＹＲ２/１）しまり中・粘性中、炭化物
微量混入。

２ｍ０

第１７図 ＳＢ２１９掘立柱建物跡
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《柱 穴》Ｐ１～４の計４基を確認した。各柱穴とも土層は黒色土または黒褐色土で、単層で

ある。土層観察からは明瞭な柱痕跡が確認できず、柱材も遺存していなかった。平

面形は４基とも略円形を呈する。北側の２基（Ｐ１・４）に比べ、南側の２基（Ｐ

２・３）の直径が大きい。深さは浅いもので０．１５ｍ（Ｐ３）、深いもので０．２４ｍ（Ｐ

２）である。

《時 期》平安時代（９世紀代）であると考えられる。

③ 土坑

ＳＫ５９土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＴ４９グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸２．４８ｍ×短軸２．０４ｍ、深さ０．２５ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－８１°－Ｗを示す。

《土 層》２層に分層した。各層（黒褐色土）に微量の焼土・炭化物が混入する。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は南側が平坦であるが、北側は僅かながら凹凸

がある。また東側の壁の立ち上がりには、長楕円形の浅い凹みがある。

《出 土 遺 物》６点を図示した（第１８図１～６）。いずれも破片だが、須恵器坏２点、土師器甕３

点、土師器長胴甕１点である。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＫ６０土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＮ・ＬＱグリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸４．３１ｍ×短軸２．９１ｍ、深さ０．２７ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－８２°－Ｅを示す。

《土 層》５層に分層した。各層（黒褐色土）に焼土および炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面はほぼ平坦だが東側は浅く凹凸がある。西側に

向かうに連れてやや深くなる。

《出 土 遺 物》１２点を図示した（第１９図１～８、第２０図９～１２）。いずれも破片だが、土師器の台

付坏１点、須恵器坏４点、須恵器双耳坏１点、同把手１点、土師器甕５点である。

第１９図５・６の須恵器双耳坏と把手は同一個体ではなかった。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＫ７２土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＰ５２グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸０．８３ｍ×短軸０．６４ｍ、深さ０．０８ｍで、平面形は楕円形を呈する。主軸方

位はＮ－７９°－Ｗを示す。

《土 層》単層である。黒褐色土の中に地山ブロックが混入する。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く立ち上がる。底面は平坦である。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

《時 期》詳細な時期は不明である。
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ＳＫ８８土坑
《位置と確認》Ａ区ＭＣ５０グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸１．２５ｍ×短軸０．９６ｍ、深さ０．２５ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－８５°－Ｅを示す。

《土 層》２層に分層した。１層の黒褐色土には微量の炭化物が混入していた。

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴
口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）

１ 須恵器 坏 ＳＫ５９ＲＰ０３ （１２．５） ６．８ ３．８ ヘラ切り ロクロ
２ 須恵器 坏 ＳＫ５９ＲＰ３１ （１２．４） ６．８ ４．１ ヘラ切り
３ 土師器 甕 ＳＫ５９ＲＰ２０ （１４．２） － － ロクロ
４ 土師器 長胴甕 ＳＫ５９ＲＰ１８・３２ － － － 内外：タタキ目
５ 土師器 甕 ＳＫ５９ＲＰ１５ － ７．６ － 回転糸切り 焼成良好
６ 土師器 甕 ＳＫ５９ ２層 － ５．５ － 回転糸切り 内：付着物痕有り
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Ｂ
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′

ＳＫ５９

１

１

Ａ′Ａ

２

４３
，８
００
ｍ

２

Ｂ ＢＡ Ａ′４３，８００ｍ

１
２

ＳＫ５９土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性弱、炭化
物・焼土、地山ブロック・黒褐色土（１０ＹＲ２/２）
微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中、炭化
物・焼土微量混入、地山ブロック多量混入。

ＳＫ５９土坑（Ｂ－Ｂ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性弱、炭化
物・焼土、地山ブロック微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中、炭化
物微量混入・地山ブロック少量混入。

３

４

５

６
０ １０㎝

２ｍ０

第１８図 ＳＫ５９土坑・出土遺物
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３

ＲＰ１
礫５ 礫

ＳＫ６０土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物微
量混入・地山ブロック多量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物・
焼土微量混入、地山ブロック少量混入。
３．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物微
量混入・焼土少量混入、地山ブロック多量混入。
４．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性中（他層より
強より）、焼土・地山ブロック微量混入。
５．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物少
量混入・焼土微量混入、地山ブロック多量混入・遺物微量
混入。

ＳＫ６０土坑（Ｂ－Ｂ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物・焼土微量混入、
地山ブロック少量混入・遺物微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物・焼土微量混入、
地山ブロック多量混入・遺物微量混入。
３．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物・焼土、地山ブロ
ック・遺物微量混入。
４．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物・焼土微量混入、
地山ブロック多量混入。
５．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性中（他層より強寄り）、炭化物
多量混入、焼土・地山ブロック微量混入。
６．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり弱・粘性中、炭化物・焼土微量混入、
地山ブロック多量混入。

２ ３１

４

５

７６

０ １０㎝

２ｍ０
底部トーンは墨

８

第１９図 ＳＫ６０土坑・出土遺物（１）
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《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は中央に向かって緩やかにくぼむ。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

《時 期》詳細な時期は不明である。

ＳＫ９２土坑
《位置と確認》Ａ区ＭＡ・ＭＢ４７グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸３．５５ｍ×短軸２．７５ｍ、深さ０．２２ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－３２°－Ｗを示す。

《土 層》２層に分層した。各層（黒褐色土）中に微量の炭化物が混入していた。

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 台付坏 ＳＫ６０ＲＰ５８ （１０．８） ５．０ ５．１ ロクロ 内：黒色処理→ミガキ底部静止糸切り
２ 須恵器 坏 ＳＫ６０ＲＰ３７・３８・４０ （１３．３） （５．０） ４．４ ロクロ 底部回転糸切り
３ 須恵器 坏 ＳＫ６０ＲＰ１３６ （１１．３） （４．６） ４．７ ロクロ 底部回転糸切り
４ 須恵器 坏 ＳＫ６０ＲＰ１４・９７・９８ （１３．２） （５．９） ４．２ ロクロ 底部回転糸切り
５ 須恵器 双耳坏 ＳＫ６０ＲＰ８２・１８８ １０．９ ５．４ ５．２ ロクロ 底部回転糸切り墨付着
６ 須恵器 双耳坏（把手） ＳＫ６０ＲＰ６２ － － －
７ 土師器 甕 ＳＫ６０ＲＰ１００・１４９・１７０ （１４．０） （７．６） １２．８ 内外：ナデ 粘土紐痕有り
８ 須恵器 坏 ＳＫ６０ＲＰ１５ （１２．０） （５．６） （４．３） ロクロ
９ 土師器 甕 ＳＫ６０ＲＰ１２７・１２９・１３４・１３５ － ８．６ － 外：ケズリ 内：ハケ目 砂底
１０ 土師器 甕 ＳＫ６０ＲＰ１６９ － ７．９ － 外：ケズリ→ナデ 内：ケズリ・ナデ 底部ヘラなで調整
１１ 土師器 甕 ＳＫ６０ＲＰ０７ － － － ロクロ
１２ 土師器 甕 ＳＫ６０ＲＰ１４７・１４８・１５５・１５６ － － － 外：ハケ目炭化物付着 内：ナデ
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１０ １１

９

１２

ＳＫ８８ＳＫ７２

Ａ′ＡＡ′Ａ
ＳＫ８８土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・
粘性中、炭化物・地山ブロック微量混入。
２．灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２）しまり中・
粘性中、地山ブロック多量混入。Ａ′Ａ ４３，８００ｍ

０ １０㎝Ａ′Ａ ２４３，７００ｍ１

１
２ｍ０ＳＫ７２土坑（Ａ－Ａ′）

１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり強・
粘性無、地山ブロック微量混入。

第２０図 ＳＫ６０出土遺物（２） ＳＫ７２・８８土坑
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 須恵器 坏 ＳＫ９２南 １２．０ ６．０ ３．８ ヘラ切り
２ 土師器 坏 ＳＫ９２南 （１２．６） （６．１） ３．７ ヘラ切り
３ 須恵器 坏 ＳＫ９２北東 （１２．３） － ３．７ ロクロ・ヘラ切り
４ 須恵器 坏 ＳＫ９２北東 （１３．０） － － ロクロ
５ 土師器 甕 ＳＫ９２北 － － － 内外：ナデ 炭化物付着
６ 土師器 甕 ＳＫ９２南・北 １４．７ － － ロクロ
７ 土師器 甕 ＳＫ９２南西 － － － 外：ケズリ→ナデ
８ 土師器 甕 ＳＫ９２北東 － － － ロクロ→タタキ
９ 土師器 甕 ＳＫ９２北東 － － － 内外：ハケ目 粘土紐痕有り
１０ 土師器 甕 ＳＫ９２北東 － － － 内外：タタキ目
１１ 土師器 甕 ＳＫ９２北 － （８．０） －
１２ 石製品 磨石 ＳＫ９２南西覆土 最大長（１６．９） 最大幅１５．４ 最大厚６．９
１３ 土師器 甕 ＳＫ９９ＲＰ０１ － － －
１４ 土師器 甕 ＳＫ１１６ － － －
１５ 土師器 甕 ＳＫ１１６ － － － 内外：タタキ目

Ｂ
′４７

ＳＫ９２ ＭＢ

１Ａ′Ａ

Ｂ
′

Ｓ
Ｋ９
２土
坑
（
Ｂ
－
Ｂ
′
）

１
．
黒
褐
色
土
（１
０Ｙ
Ｒ
３
/３
）
し
ま
り
強
・
粘
性
中
。

２
．
黒
褐
色
土
（１
０Ｙ
Ｒ
３
/２
）
し
ま
り
中
・
粘
性
中
、
炭
化
物
、

地
山
ブ
ロ
ッ
ク
微
量
混
入
。

Ｂ

１

２

４３
，７０
０ｍ

２

Ｂ

Ａ′Ａ ４３，７００ｍ

３１２

ＳＫ９２土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり強・粘性弱（サラサラしている）。炭化
物少量混入・地山ブロック微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中、炭化物微量混入、地山ブ
ロック少量混入。 ４

５

１０㎝０

０ ２ｍ７６

第２１図 ＳＫ９２土坑・出土遺物（１）
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第２節 検出遺構と遺物

８ ９

１０

１２
１１

５㎝０
１２のみ

ＳＫ９９
ＳＫ１１６

１３

Ａ Ａ′
１４Ａ′Ａ

Ａ′ ＡＡ Ａ′１ ２１ ３４３，７００ｍ ４３，６００ｍ２
１５

３
４

ＳＫ９９土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・
粘性中、炭化物・焼土微量混入、地山ブ
ロック多量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・
粘性中、炭化物微量混入、地山ブロック
多量混入。
３．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・
粘性中、炭化物多量混入・焼土微量混入、
地山ブロック少量混入。

１０㎝０
ＳＫ１１６土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）砂質・しまり強・粘性無、
酸化鉄・炭化物少量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）砂質・しまり弱、酸化鉄・炭化物少量混入、地山ブ
ロック（１０YR６/３、粘性あり）上部に混入。
３．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中、酸化鉄少量混入・炭化物多量混入。粘性
あり。
４．暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中・粘性中、炭化物微量混入。

ＳＫ１３６ＳＫ１１７ ＳＫ１１７土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり中・粘性中、酸化鉄少
量混入・植物根微量混入

２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物粒・
植物根微量混入、酸化鉄少量混入・地山粒微量混入。
３．灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２）しまり強・粘性中、植物根
微量混入・酸化鉄少量混入、地山粒多量混入。
４．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性強、炭化物粒・
植物根微量混入、酸化鉄中量混入・地山粒中量混入。
ＳＫ１３６土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）やや砂質・しまり弱・粘性中、
酸化鉄分多量混入・炭化物微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中。

Ａ Ａ′ Ａ Ａ′

Ａ Ａ′ Ａ１ Ａ′４３，４００ｍ ４３，４００ｍ

２ ３ １

２ｍ４ ０
２

第２２図 ＳＫ９２出土遺物（２） ＳＫ９９・１１６・１１７・１３６土坑
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《壁 ・ 底 面》壁は緩く立ち上がる。底面は平坦だが東側が僅かに高い。

《出 土 遺 物》１２点を図示した（第２１図１～１２）。土器はいずれも破片だが、土師器坏１点、須恵

器坏３点、土師器甕７点、石製品の磨石１点である。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＫ９９土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＱ４８グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸１．０５ｍ×短軸０．７２ｍ、深さ０．０７ｍで、平面形は楕円形を呈する。主軸方

位はＮ－７５°－Ｗを示す。

《土 層》３層に分層した。各層（黒褐色土）中に微量の炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く立ち上がる。底面は平坦である。

《出 土 遺 物》１点を図示した（第２２図１３）。土坑西半の３層中から出土した土師器坏（蓋）の口

縁部である。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＫ１１６土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＱ４７グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸０．８７ｍ×短軸０．７４ｍ、深さ０．２４ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－８０°－Ｅを示す。

《土 層》４層に分層した。各層（黒褐色土）に炭化物が混入するが、特に３層に多く含まれ

ていた。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は中央が僅かに高まっている。

《出 土 遺 物》２点を図示した（第２１図１４・１５）。土師器甕２点である。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＫ１１７土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＰ４９グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸０．９５ｍ×短軸０．７４ｍ、深さ０．４５ｍで、平面形は楕円形を呈する。主軸方

位はＮ－７５°－Ｅを示す。

《土 層》４層に分層した。２・４層（黒褐色土）に微量の炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は急な角度で立ち上がる。底面は�底状に緩い傾斜がある。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

《時 期》詳細な時期は不明である。

ＳＫ１３６土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＱ・ＬＲ５２グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸０．８８ｍ×短軸０．６３ｍ、深さ０．３４ｍで、平面形は楕円形を呈する。主軸方

位はＮ－８５°－Ｅを示す。

《土 層》２層に分層した。１層（黒褐色土）に微量の炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は急な角度で立ち上がる。底面は狭く緩い傾斜がある。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

第４章 調査の記録
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《時 期》詳細な時期は不明である。

ＳＫ３１７土坑
《位置と確認》Ａ区ＬＰ５４・５５グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸２．１６ｍ×短軸２．０６ｍ、深さ０．１７ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－７°－Ｅを示す。

《土 層》２層に分層した。１層（黒褐色土）に微量の炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は北側が急角度で立ち上がり、南側は緩く傾斜して立ち上がる。底面は平坦だが

南側が僅かに深い。西側の底面には浅い楕円形の凹みがある。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

《時 期》詳細な時期は不明である。

第２節 検出遺構と遺物

ＳＫ３１７ ＳＥ１３１

Ａ ＡＡ′ Ａ′

Ｓ

ＬＳ

４８

Ａ Ａ′４３，６００ｍ

１

２ Ａ Ａ′４３，６００ｍ２

１

ＳＫ３１７土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり中・粘性弱、植物片少量混入・
炭化物、酸化鉄分微量混入。
２．にぶい黄色土（２．５Ｙ６/３）しまり強・粘性強、酸化鉄分中量
（やや多量）混入、植物片微量混入。

２
４７ ３ ８ １０

８ ９１０

５ ６ ９

０ ２ｍ

ＳＥ１３１井戸跡（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）砂質・しまり強、粘性弱。炭化物、
酸化鉄分多量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強、粘性強、酸化鉄分・炭化
物、地山ブロック多量混入。
３．褐灰色土（１０ＹＲ４/１）水分含有・しまり弱・粘性強、炭化
物少量混入、酸化鉄分多量混入・地山ブロック少量混入。
４．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性強、植物片少量混入・
炭化物、酸化鉄分・地山ブロック微量混入。
５．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５/３）しまり弱・粘性強、植物片少
量混入。

６．黒色土（７．５ＹＲ２/１）粘性弱（パサパサしている）。植物片
多量混入、遺物混入・土器混入。
７．褐灰色土（１０ＹＲ４/１）しまり弱・粘性強、植物片多量混入・
酸化鉄分少量混入、地山ブロック多量混入。
８．黒褐色土（７．５ＹＲ３/１）しまり弱・粘性強、植物片少量混入・
炭化物微量混入、酸化鉄分少量混入。
９．褐灰色土（２．５Ｙ５/１）しまり弱・粘性強、酸化鉄分少量混入、
植物片微量混入。

１０．褐灰色土（２．５ＹＲ５/２）粘性強・しまり中。

第２３図 ＳＫ３１７土坑・ＳＥ１３１井戸跡（１）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 坏 ＳＥ１３１ＲＰ０１ 東覆土 （１１．２） ４．６ ４．７ 墨書 ロクロ 回転糸切り
２ 須恵器 坏 ＳＥ１３１東 － ５．８ － 墨書 ロクロ 回転糸切り
３ 土師器 坏 ＳＥ１３１ － （６．３） － 線刻有り
４ 土師器 坏 ＳＥ１３１西・覆土 （１２．２） ６．８ ３．７ ロクロ 回転糸切り
５ 須恵器 台付坏 ＳＥ１３１西 （１１．６） （６．０） ４．７ ロクロ 外面染料
６ 土師器 甕 ＳＥ１３１東覆土 （１４．０） － － 内外：ナデ
７ 須恵器 台付坏 ＳＥ１３１東覆土 （１３．８） （７．２） ６．４ ロクロ
８ 須恵器 片口状坏 ＳＥ１３１東・西覆土 １２．３ ５．８ ４．２ 転用硯 回転糸切り
９ 須恵器 壺 ＳＥ１３１東覆土 １０．５ － － ロクロ 長頸壺
１０ 土師器 甕 ＳＥ１３１西 － － － 外：ナデ 内：ナデ、ハケ
１１ 土師器 甕 ＳＥ１３１東覆土 － － － 内外：ハケ目
１２ 土師器 甕 ＳＥ１３１東 ＲＰ０１ － － － 外：ナデ 炭化物付着（科析－１０） 内：ナデ 漆
１３ 土師器 甕 ＳＥ１３１西 － － － 内外：ナデ

２
３ ４

１

５

７

６ トーンは墨

８

１０
９

１１

１２

１３ ０ １０㎝

第２４図 ＳＥ１３１出土遺物（２）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１４ 土師器 甕 ＳＥ１３１西覆土 － － － 内外：タタキ目 外：炭化物付着
１５ 須恵器 坏 ＳＥ１３１ － ６．９ － ロクロ 回転糸切り
１６ 土師器 鍋 ＳＥ１３１西覆土 － － － 外：ケズリ 内：ナデ
１７ 土師器 甕 ＳＥ１３１東覆土 － － － 外：ケズリ→ナデ 内：ナデ
１８ 土師器 甕 ＳＥ１３１ＲＰ０２・西覆土・東覆土 － ７．５ － ロクロ回転糸切り
１９ 土師器 甕 ＳＥ１３１東覆土 － ８．２ － 外：ハケ目 内：ナデ 底部葉脈痕
２０ 土師器 甕 ＳＥ１３１東覆土 － ７．６ － 外：ハケ目 内：ナデ 底部葉脈痕
２１ 土師器 甕 ＳＸ２０６北東覆土 － （５．０） －
２２ 土師器 長胴甕 ＳＸ２０６北東覆土 － － － 外：タタキ目
２３ 土師器 甕 ＳＸ２０６北東覆土 － － － 内外：ナデ 炭化物付着

第２節 検出遺構と遺物

１５

１４

１６

１８

１７

２０

１９

１０㎝０

第２５図 ＳＥ１３１出土遺物（３）
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ＳＸ１１８性格不明遺構（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性強、
炭化物粒・植物根微量混入、酸化鉄多量混入・
地山ブロック（φ７㎝）１つ混入、地山粒微量
混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり弱・粘性強、
炭化物粒・植物根微量混入、酸化鉄多量混入・
地山ブロック（φ６㎝）２つ混入、地山粒少量
混入。
３．灰黄褐色土（１０ＹＲ５/２）しまり弱・粘性
強、植物根微量混入・酸化鉄多量混入、地山粒
多量混入。

ＳＸ１１８

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′４３，５００ｍ

１１ ２１３２

ＳＸ２０６
ＳＫＰ１５８

ＳＫＰ１６７

Ａ′Ａ
２２

Ａ′Ａ ４３，６００ｍ
ＳＫＰ１６８

２１ ２３
３

４

ＳＸ２０６性格不明遺構（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性強、焼土・炭化物少量混入、地山ブロック微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性中、炭化物微量混入・地山ブロック多量混入。
３．灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２）しまり中・粘性中、地山ブロック微量混入。
４．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性中、地山ブロック微量混入。

ＳＸ３２６

４８
Ｌ
Ｔ

Ａ Ａ′

４９
Ｌ
Ｔ

Ａ′Ａ ４３，７００ｍ
ＲＰ１

１ＲＰ３ ＲＰ２

２
３

４ ３

０ＳＸ３２６性格不明遺構（Ａ－Ａ′）
１．褐灰色土（１０ＹＲ４/１）しまり中・粘
性弱、炭化物少量混入・酸化鉄分、地山ブ
ロック多量混入・植物片微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり強・粘
性強、炭化物少量混入・酸化鉄分多量混入、
植物片微量混入。

３．黒褐色土（２．５Ｔ３/２）しまり強・粘性
強、酸化鉄分・地山ブロック多量混入、植
物片微量混入。
４．黒褐色土（２．５Ｙ３/１）しまり強・粘性
強、酸化鉄分・植物片微量混入。

１０㎝

０ ２ｍ

第２６図 ＳＸ１１８・２０６・３２６性格不明遺構・出土遺物
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④ 井戸跡

ＳＥ１３１井戸跡
《位置と確認》Ａ区ＬＳ４８グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸２．８１ｍ×短軸２．５３ｍ、深さ０．６９ｍで、平面形は円形を呈する。主軸方位

はＮ－６１°－Ｗを示す。

《土 層》１０層に分層した。上面（１～２層の黒褐色土）は炭化物が多量に混入し、それ以下

は微量混入していた。５～６層に腐植した木片が残存しており、井戸の部材と判断

した。８～９層に達すると徐々に水が湧き出てきた。

《壁 ・ 底 面》壁は東側が垂直に立ち上がるが、西側は緩く傾斜して立ち上がる。底面は平坦で、

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
２４ 須恵器 坏 ＳＸ３２６ＲＰ０７ １３．０ ６．０ ３．２ ロクロ 回転糸切り
２５ 土師器 坏 ＳＸ３２６西 １２．７ （８．４） ３．６ ロクロ ヘラ切り
２６ 須恵器 坏 ＳＸ３２６ＲＰ０６ １３．０ （７．０） ３．０ ロクロ ヘラ切り
２７ 土師器 甕 ＳＸ３２南西 － （１０．０） － 外：ケズリ 内：ハケ目
２８ 須恵器 �または長頸瓶 ＳＸ３２６北東 － － － ロクロ 長頸瓶の頸部
２９ 土師器 甕 ＳＸ３２６西 － － － 外：一部ハケ目 付着物有り 内：ハケ目
３０ 土師器 甕 ＳＸ３２６ＲＰ０４ － ８．２ － 外：ケズリ 内：一部ハケ目 砂底 ハケ調整有り
３１ 土師器 甕 ＳＸ３２６北東・南西 － － － 外：ケズリ 内：ハケ目

第２節 検出遺構と遺物

２６２４ ２５

２８

２７

２９ ３０

０ １０㎝３１

第２７図 ＳＸ３２６出土遺物

―４３―



僅かに中央部分が高くなる。

《出 土 遺 物》２０点を図示した（第２４図１～１３、第２５図１４～２０）。破片のものが多いが、土師器坏

３点、須恵器坏２点、須恵器台付坏２点、須恵器片口状坏１点、土師器甕１０点、土

師器鍋１点、須恵器長頸壺１点である。第２４図１・２の土師器坏は底部外面に墨書

がある。前者は「一」と読めるが、後者は異なる文字の可能性もある。８の須恵器

片口坏は内面に墨が付着しており、転用硯であると考えられる。９の長頸壺頸部は

２０の土師器甕（底面に葉脈痕）と重なって出土した。これらの遺物は、２層以下か

ら井戸跡の底面まで全層から出土した。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

⑤ 性格不明遺構

ＳＸ１１８性格不明遺構
《位置と確認》Ａ区ＬＱ・ＬＲ５１グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸３．２９ｍ×短軸１．３４ｍ、深さ０．３５ｍで、平面形は楕円形を呈する。主軸方

位はＮ－８７°－Ｅを示す。

《土 層》３層に分層した。１・２層（黒褐色土）に微量の炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は平坦である。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

《時 期》詳細な時期は不明である。

ＳＸ１３０性格不明遺構
《位置と確認》Ａ区ＬＳ４６グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＫＰ１６４・１６５柱穴様ピットに切られる。

《規模と平面形》正確な規模は不明であるが直径０．５０～０．７０ｍ、深さ約０．２５ｍで、平面形は楕円形を

呈する。

《土 層》黒褐色土の単層である。

《壁 ・ 底 面》壁は全体的に緩く立ち上がる。底面は浅い凹みで、ほぼ平坦である。

《出 土 遺 物》第７図のＡ区遺構配置図上に図示した。

《時 期》詳細な時期は不明である。

ＳＸ２０６性格不明遺構
《位置と確認》Ａ区ＬＳ４６・４７グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＫＰ１５８・１６７柱穴様ピットに切られ、ＳＫＰ１６８柱穴様ピットを切る。

《規模と平面形》規模は長軸３．６２ｍ×短軸０．７２ｍ、深さ０．３１ｍで、平面形は細長い楕円形を呈する。

主軸方位はＮ－４２°－Ｗを示す。

《土 層》４層に分層した。黒褐色土主体で上位の１・２層のみ、微量の炭化物が含まれる。

《壁 ・ 底 面》壁は、南北方向が緩く傾斜して立ち上がり、東西方向は急角度で立ち上がる。底面

は２段あり、北側が浅く南側は深い。底面中央に浅い凹みがある。

《出 土 遺 物》３点を図示した（第２６図２１～２３）。いずれも破片だが土師器甕である。２１は底部で、
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第２節 検出遺構と遺物

ＳⅠ０２竪穴住居跡（Ｂ－Ｂ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・
粘性中、炭化物・地山ブロック微量混入。

２．黒色土（１０ＹＲ２/１）しまり強・粘
性中、炭化物微量混入・地山ブロック多
量混入。

３．黄褐色土（２．５Ｙ５/３）しまり中・粘
性強、黒色土（１０ＹＲ２/１）多量混入。

４．暗オリーブ褐色土（２．５Ｙ３/３）しま
り中・粘性強、炭化物、黒色土（１０ＹＲ
２/１）・地山ブロック多量混入。

３
４ ３

２ ２１ １
Ｂ′ ４３，７００ｍ Ｂ

ＳⅠ０２・ＳＫ０１・０８・１１・１２ＤＤ
４４，０００ｍ Ａ

′

Ａ
′ＳＫＰ１８ ＳＫＰ

３
．
黄
褐
色
土
（
２
．５
Ｙ
５
/３
）
し
ま
り
中
・
粘
性
強
、
炭
化
物
多
量
混
入
・
暗
褐
色
土
（
１０
Ｙ
Ｒ
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）
少
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。

４
．
暗
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ー
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褐
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土
（
２
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Ｙ
３
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５
．
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３
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中
。
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２
．
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土
（
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Ｙ
Ｒ
２
/１
）
し
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性
中
、
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化
物
・
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土
微
量
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入
、
地
山
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ロ
ッ
ク
多
量
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入
。２

Ｆ

ＳＫＰ１６
Ｐ１１ １Ｃ

′ ＳＫＰ１４

Ｐ１６ＳＫＰ２０ ＳＫ０１
２Ｇ′

Ｐ１５Ｇ ３
ＳＫＰ１３

Ｄ
′Ｄ
′

Ｓ
Ｋ
０１

Ｐ１２
ＳⅠ０２竪穴住居跡・ＳＫ１２土坑（Ｄ－Ｄ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性中、表土・耕作土、炭化物微量混入
２．黒褐色土（１０ＹＲ２/３）しまり中・粘性中、炭化物微量混入・地山ブロックが
部分的に多量混入。

３．暗オリーブ褐色土（２．５Ｙ３/３）しまり強・粘性中、部分的ににぶい黄褐色土（１
０ＹＲ４/３）炭化物少量混入。

４．黒褐色土（２．５Ｙ３/１）しまり強・粘性中、部分的ににぶい黄褐色土（１０ＹＲ４
/３）炭化物少量混入。

５．黒褐色土（２．５Ｙ３/２）しまり強・粘性強、やや砂質土を含む、部分的ににぶい
黄褐色土（１０ＹＲ４/３）がまだら状に混入、炭化物微量混入。

Ｐ１３
Ｐ１４

２
３

４３
，７
００
ｍ

Ａ Ａ

１ ２
３

Ｃ Ｇ′Ｃ′４３，７００ｍ

６ ４ ３５

Ｇ ４３，７００ｍ ２３

３
１ ２

４ＳＫ０１土坑（Ｃ－Ｃ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中、炭化物・焼土微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性強、炭化物・焼土少量混入。
３．黒色土（１０ＹＲ１．７/１）しまり強・粘性中。
４．褐色土（１０ＹＲ４/４）しまり弱・粘性強、炭化物・焼土少量混入。
５．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５/３）しまり中・粘性強、炭化物微量混入・
焼土少量混入。

６．褐色土（７．５ＹＲ４/６）しまり中・粘性強。

ＳＫ０１土坑（Ｇ－Ｇ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中、焼土・炭化物微量
混入。

２．黒色土（１０ＹＲ２/１）しまり強・粘性中、地山ブロック多量混入。
３．暗灰黄色土（２．５ＹＲ４/２）しまり中・粘性中。
４．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）しまり中・粘性中。
ＳＫ０８土坑（Ｅ－Ｅ′）
１．黒色土（１０ＹＲ１．７/１）しまり中・粘性中、炭化物多量混入。土
器片少量出土。

２．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性中、炭化物ブロック状
に少量混入。土器片少量出土。

３．暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中・粘性強、炭化物・地山ブロ
ック少量混入。

４．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）しまり強・粘性強、炭化物少量
混入・地山ブロック（砂質）多量混入。

ＳＫ１１土坑（Ｆ－Ｆ′）
１．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ５/４）しまり強・粘性中、黒色土（１０
ＹＲ２/１）多量混入、炭化物・地山ブロック・焼土少量混入。

２．黒色土（２．５Ｙ２/１）しまり強・粘性中、にぶい黄褐色土（１０Ｙ
Ｒ５/４）多量混入、地山ブロック少量混入・焼土微量混入。

Ｅ Ｅ′４３，７００ｍ Ｆ Ｆ′４１，０００ｍ

２
１ ２ ３ １

４

０ １ｍ

第２８図 ＳⅠ０２竪穴住居跡（１） ＳＫ０１・０８・１１・１２土坑
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 坏 ＳＩ０２ ＲＰ０８ １０．５ ３．６ ３．７ 漆容器
２ 土師器 坏 ＳＩ０２ ＫＦ５６ ＲＰ１７・２層 １３．２ ８．２ ３．５ 漆容器 ロクロ ヘラ切り（科析－２）
３ 土師器 坏 ＳＩ０２ ＲＰ１９ （１０．４） ５．１ ４．３ 外：ケズリ→ミガキ 内：黒色処理→ミガキ 底部ハケ調整
４ 須恵器 坏 ＳＫ０１ ＲＰ７５ １２．６ ７．０ ３．３ 外：ロクロ 底部ヘラ切り→ナデ 墨付着 内：付着物有り
５ 土師器 甕 ＳＩ０２ ＲＰ０２・０３ － （６．８） － 内外：ナデ
６ 須恵器 坏 ＳＫ０１ ＲＰ０６ （１３．２） （９．２） ３．２ ロクロ ヘラ切り

７ 土師器 甕 ＳＩ０２ ＲＰ０１・１７・６０・覆土
ＳＫ１２ ＲＰ０１・１２・１５・２１・２２ － （６．８） － 内外：ハケ目 葉脈痕

８ 須恵器 蓋 ＳＫ０１ＲＰ７２ＳＩ０２ＲＰ３０ １３．５ － ３．１ ロクロ つまみ径 ３．１㎝ 転用硯
９ 須恵器 蓋 ＳＫ０１ＲＰ７２ＳＩ０２ＲＰ３０ １３．９ － ３．６ ロクロ つまみ径 ３．０㎝
１０ 土師器 甕 ＳＫ０１ＲＰ５０・５２・５３・９０・９７・１１９ （１３．５） ７．２ １６．４ 外：ケズリ→ナデ 内：ナデ

１１ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ０１・４６・１０８・１１０
ＳＩ０２ ＲＰ０９・１８・５６・６１ （１３．２） － － 外：ナデ、ケズリ 内：ハケ目

１２ 土師器 甕 ＳＫ０１ＲＰ０１・０５・０６・１０・１７・１８・３３・６９ １３．０ ６．５ １４．９ 内外：ハケ目 底部ハケ目
１３ 土師器 甕 ＳＩ０２ ＲＰ１５・２３・２９ （１４．０） － （９．３） 内外：ナデ

３ ５

４

２
６

１

８
トーンは墨

９

７

１０

１２

１３

１０㎝０
１１

第２９図 ＳⅠ０２・ＳＫ０１出土遺物（２）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１４ 土師器 � ＳＫ０１ ＲＰ５２ － － － 内外：ナデ
１５ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ８１ － － － 内外：ナデ
１６ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ７３ － － － 内外：ナデ
１７ 土師器 甕 ＳＫ１２ ＲＰ０９ － － － 内外：ナデ 炭化物付着 粘土紐痕有り
１８ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ１８ － － － 内外：ナデ
１９ 土師器 坏 ＳＫ０１ ＲＰ８５ － － － 外：ナデ 内：ミガキ

２０ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ１５・９６・１１０・
１１１・１１３・１１５・１２０ － － － 内外：ナデ

２１ 須恵器 坏 ＳＫ０１ ＲＰ７６ － － － ロクロ
２２ 土師器 坏 ＳＫ０１ ＲＰ４９ － （５．２） － ロクロ 底部ハケ目
２３ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ３３・６４・２７ － （６．２） － 外：ナデ 内：ハケ目
２４ 土師器 甕 ＳＫ０１ ＲＰ４３ － （７．４） － 内外：ナデ 外側に炭化物付着（科析－１）
２５ 石製品 － ＳＫ０１ ＲＱ０２ 最大長５．３ 最大幅１．７ 最大厚１．７ 研ぎ面有り

２６ 土師器 坏 ＳＫ１１ ＲＰ４１ １２．１ ５．８ ５．１ 外：ケズリ→ミガキ・一部横ナデ
内：黒色処理→ミガキ（横位→放射状・タテ）底部ケズリ

２７ 須恵器 坏 ＳＫ１１ ＲＰ０２ １３．６ ８．０ ３．２ ロクロ ヘラ切り
２８ 土師器 甕 ＳＫ１１ ＲＰ３９・４７・５０ － － － 外：ハケ目・一部横ナデ 内：ナデ
２９ 剥片石器 － ＳＫ０１ ＲＱ０１ 最大長３．１ 最大幅２．７ 最大厚０．８ 黒曜石
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第３０図 ＳⅠ０２・ＳＫ０１・０８・１１・１２出土遺物（３）
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２２は長胴甕の胴部、２３は胴部破片で内面に炭化物が付着している。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＸ３２６性格不明遺構
《位置と確認》Ａ区ＬＳ４７・４８、ＬＴ４７・４８グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸５．７１ｍ×短軸２．１８ｍ、深さ０．３０ｍで、平面形は略円形であるが南側に長

楕円形の張り出しがあり、北側には溝状の穴が取り付く形態を呈する。主軸方位は

Ｎ－２０°－Ｗを示す。

《土 層》４層に分層した。黒褐色土主体で上位の１・２層のみ、微量の炭化物が含まれる。

《壁 ・ 底 面》壁は南北方向が緩く傾斜して立ち上がり、東西方向は急角度で立ち上がる。底面は

おおむね平坦である。北側が浅く南側は深い。

《出 土 遺 物》８点を図示した（第２７図２４～３１）。土師器坏１点、須恵器坏２点、須恵器１点、土

師器甕４点である。第２７図２４の土師器坏は完形品に近いもので、２８の須恵器破片は

�または長頸瓶の頸部と考えられる。

《時 期》周囲をＳＫ５９土坑やＳＩ８０竪穴住居跡、ＳＥ１３１井戸跡などに囲まれた遺構である。

出土した遺物から、それら周辺遺構と同じ時期のものと考えられる。よって平安時

代（９世紀代）と判断した。精査後の形態から性格不明遺構としたが、その機能は

土坑に準ずるものと想定される。

⑥ 柱穴様ピット

ＳＫＰ１８１基（Ａ区）※数が多いため計測一覧に記載。

第４表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その１）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土
ＳＫＰ６２ ＭＡ４７ Ⅱ ０．３３ ０．２７ ０．２２ ４３．４４ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性無
ＳＫＰ６３ ＬＯ４９ Ⅱ ０．２５ ０．２４ ０．１７ ４３．４９ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性無
ＳＫＰ６４ ＬＯ４９ Ⅱ ０．２８ ０．２１ ０．１６ ４３．５３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり強 粘性無
ＳＫＰ６５ ＬＰ５２ Ⅱ ０．２９ ０．２７ ０．１７ ４３．４０ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり中 粘性無
ＳＫＰ６６ ＬＰ５２ Ⅱ ０．２９ ０．２８ ０．１８ ４３．４０ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり強 粘性無
ＳＫＰ６７ ＬＰ５２ Ⅱ ０．３７ ０．３２ ０．１９ ４３．３８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性無
ＳＫＰ６８ ＬＰ５２ Ⅱ ０．３６ ０．３１ ０．１３ ４３．４４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性無
ＳＫＰ６９ ＬＰ５２ Ⅱ ０．３４ ０．３１ ０．１９ ４３．３９ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり強 粘性無
ＳＫＰ７０ ＬＯ５２ Ⅱ ０．３３ ０．２４ ０．１３ ４３．４３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり中 粘性中
ＳＫＰ７１ ＬＰ５２ Ⅱ ０．４５ ０．３２ ０．１６ ４３．４２ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり中 粘性無
ＳＫＰ７４ ＭＡ５１ Ⅱ ０．４７ ０．３０ ０．１７ ４３．２９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性無
ＳＫＰ７５ ＭＢ・ＭＣ５１ Ⅱ ０．３２ ０．２７ ０．１９ ４３．２９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性弱
ＳＫＰ７８ ＬＳ５１ Ⅱ ０．５７ ０．３７ ０．２３ ４３．２０ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ８４ ＬＱ５２ Ⅱ ０．４９ ０．３９ ０．６５ ４２．７９ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ１．７/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ９１

（ＳＢ９１－Ｐ３） ＬＱ４９ Ⅱ ０．５７ ０．５１ ０．７０（ＳＰＥ－Ｅ′）
０．５７（ＳＰＣ－Ｃ′） ４２．７９ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ９７ ＬＮ４８ Ⅱ ０．２６ ０．２５ ０．１４ ４３．４５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ１０２ ＬＯ４６ Ⅱ ０．３２ ０．２８ ０．１４ ４３．４６ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ１０３ ＬＯ４６ Ⅱ ０．５５ ０．２８ ０．２５ ４３．３０ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ１０４ ＬＯ４６ Ⅱ ０．５５ ０．３２ ０．２０ ４３．３６ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ１０９

（ＳＢ９１－Ｐ１）ＬＱ・ＬＲ４９ Ⅱ ０．５１ ０．４５ ０．１５（ＳＰＣ－Ｃ′）
０．１５（ＳＰＦ－Ｆ′） ４３．１５ 隅丸方形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１１０
（ＳＢ９１－Ｐ２） ＬＱ４９ Ⅱ ０．５０ ０．４０ ０．４１（ＳＰＣ－Ｃ′）

０．４１（ＳＰＦ－Ｆ′） ４２．９３ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１１１
（ＳＢ９１－Ｐ４） ＬＱ４８ Ⅱ ０．５１ ０．４７ ０．３０（ＳＰＢ－Ｂ′）

０．２８（ＳＰＣ－Ｃ′） ４３．１４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１１２ ＬＱ４８ Ⅱ ０．７１ ０．６６ ０．１１ ４３．３７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ１１５

（ＳＢ９１－Ｐ５） ＬＲ４８ Ⅱ ０．４０ ０．３７ ０．３９（ＳＰＢ－Ｂ′）
０．３７（ＳＰＡ－Ａ′） ４３．０７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１２０
（ＳＢ９１－Ｐ６） ＬＲ４８ Ⅱ ０．３７ ０．３５ ０．３６（ＳＰＥ－Ｅ′）

０．３５（ＳＰＡ－Ａ′） ４２．９９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
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ＳⅠ１０

Ｂ
′

調査区外 Ａ′Ａ

Ｐ３
６１

Ｐ１
ＫＨ

Ｐ２
ＳⅠ１０竪穴住居跡（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・粘性中、炭化物微量混入。表土（耕作土）。
２．黒褐色土（１０ＹＲ２/３）しまり中・粘性中、炭化物少量混入、地山ブロック
が部分的に多量混入・遺物混入。

３．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり弱・粘性強、炭化物少量混入・焼土微量混入、地
山ブロック部分的に多量混入・遺物混入。

４．灰黄色土（１０ＹＲ４/２）しまり弱・粘性強、炭化物微量混入・焼土少量混入。

Ｂ Ａ′Ａ ４３，８００ｍ

１

２
３

４

ＳⅠ１０竪穴住居跡（Ｂ－Ｂ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物少量混入・焼土微
量混入・地山ブロック多量混入。
２．黄褐色土（２．５Ｙ５/３）しまり中・粘性中、炭化物微量混入。
３．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり中・粘性中、炭化物、焼土微量混入・
地山ブロック多量混入。
４．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物微量混入・地山ブ
ロック多量混入。
５．暗灰黄色土（２．５Ｙ５/２）しまり中・粘性弱、炭化物微量混入。

Ｂ Ｂ′４３，８００ｍ

３１２

５４

３
１

２

０ １０㎝

２ｍ０

４

第３１図 ＳⅠ１０竪穴住居跡・出土遺物（１）
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）

１ 土師器 鉢 ＳＩ１０ＲＰ１０・２４・２５・２９・３０・６５・
６７・７５・９４・９８・１０７・２層・３層 ２１．２ ７．０ ９．１ 外：ハケ目→ミガキ

内：黒色処理→ミガキ 底部ハケ目
２ 土師器 坏 ＳＩ１０ＲＰ０７・２６・４１・１３３・１５２・２層 １２．７ ６．４ ４．９ 外：ケズリ→ミガキ 内：黒色処理→ミガキ 底部ケズリ
３ 土師器 鉢 ＳＩ１０ＲＰ０１・０４・０７・０９・１１・１４・２５・４４・６７・７５ （２．０） （９．２） ５．８ 外：ケズリ→ミガキ 内：黒色処理→ミガキ 底部ケズリ
４ 土師器 甕 ＳＩ１０ＲＰ１５７ ２２．０ － － 外：ハケ目→ナデ 内：ナデ 炭化物付着（科析－４）

５ 土師器 甕 ＳＩ１０ＲＰ１５・２２・４１・５０・５３・５８・５９・６８・７９・
８１・８２・８６・９２・１５４・１５６・２層・３・９トレンチ ２１．３ ７．８ ３４．６ 外：ハケ目→ナデ 内：ナデ

６ 土師器 甕 ＳＩ１０ＲＰ５６・８５・１２１・１６１・１６２・１９０・２層 － （７．６） － 内外：ハケ目 粘土紐痕有り 図上復元
７ 土師器 甕 ＳＩ１０ＲＰ１３１ － － － 外：ナデ 内：ハケ目
８ 土師器 甕 ＳＩ１０ＲＰ１２２・２層 － （８．０） － 外：ナデ
９ 土師器 鍋 ＳＩ１０ＲＰ１５５ － （６．２） － 内外：ナデ
１０ 土師器 甕 ＳＩ１０ＲＰ１２５・１３０・１６１・１６６・１８４・１８６・１９３・１９４ － － － 内外：ハケ目→ナデ
１１ 土製品 紡錘車 ＳＩ１０ＲＰ１５３ 最大長４．９ 最大幅（２．５） 最大厚２．３

６５

９

７ ８

１１

１０㎝０
１０

第３２図 ＳⅠ１０出土遺物（２）
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ＳＫ０５
調
査
区
外

１

３

Ａ′Ａ

２

Ａ′Ａ ４３，１００ｍ

１

２

３

５
４ＳＫ０５土坑（Ａ－Ａ’）

１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性強、炭化物、焼土・
地山ブロック微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり弱・粘性強、炭化物多量混
入・焼土微量混入。
３．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・粘性中、炭化物微量混
入・焼土多量混入。

６

８

７

１０

９

１２

１１

１４

１０㎝０
１３

２ｍ０

第３３図 ＳＫ０５土坑・出土遺物
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第５表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その２）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土

ＳＫＰ１２１
（ＳＢ９１－Ｐ７） ＬＲ４８・４９ Ⅱ ０．３７ ０．３４ ０．３５（ＳＰＡ－Ａ′）

０．３４（ＳＰＦ－Ｆ′） ４３．１０ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１２２
（ＳＢ９１－Ｐ８） ＬＲ４９ Ⅱ ０．４２ ０．４１ ０．３３（ＳＰＤ－Ｄ’）

０．３１（ＳＰＡ－Ａ′） ４３．０９ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１２７ ＬＲ４８ Ⅱ ０．５１ ０．３１ ０．２０ ４３．２５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１２８ ＬＲ４７ Ⅱ ０．３１ ０．２８ ０．１９ ４３．３５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１３７ ＬＲ５３ Ⅱ ０．２８ ０．２３ ０．１３ ４３．２２ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１３８ ＬＲ５２・５３ Ⅱ ０．２２ ０．２１ ０．１２ ４３．２２ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１３９ ＬＳ５２ Ⅱ ０．２８ ０．２４ ０．１５ ４３．１９ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４０ ＭＣ４７ Ⅱ ０．２７ ０．２５ ０．１３ ４３．３４ 円形 １．黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中
２．黄褐色土（２．５ＹＲ５/４） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１４１ ＭＡ４６ Ⅱ ０．３５ ０．３１ ０．５４ ４３．０４ 円形 １．暗褐色土（１０ＹＲ３/３） しまり中 粘性弱
２．暗褐色土（１０ＹＲ３/３） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４２ ＬＴ４６ Ⅱ ０．３１ ０．２９ ０．１９ ４３．３９ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４３ ＭＡ４６ Ⅱ ０．１８ ０．１７ ０．０９ ４３．５０ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１４４ ＭＡ４６ Ⅱ ０．２４ ０．１９ ０．２３ ４３．３６ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１４５ ＭＡ４６ Ⅱ ０．２８ ０．２５ ０．２４ ４３．３５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４６ ＬＴ４６ Ⅱ ０．４４ ０．３７ ０．４０ ４３．１８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４７ ＬＴ４６ Ⅱ ０．３８ ０．２１ ０．１８ ４３．４１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４８ ＬＳ・ＬＴ４６ Ⅱ ０．３７ ０．３０ ０．２７ ４３．２３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１４９ ＬＳ・ＬＴ４６ Ⅱ ０．６２ ０．３３ ０．２６ ４３．２４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１５０ ＬＴ４６ Ⅱ ０．５７ ０．３９（残存値） ０．３０ ４３．２０ 隅丸方形
１．灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２） しまり強 粘性無
２．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３） しまり強 粘性弱
３．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１５１ ＬＴ４６ Ⅱ ０．２８ ０．２３ ０．１８ ４３．３２ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１５２ ＬＴ４６ Ⅱ ０．３７ ０．２９ ０．２２ ４３．２５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１５４ ＬＴ４５ Ⅱ ０．２４ ０．２３ ０．１０ ４３．３１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１５５ ＬＴ４５ Ⅱ ０．２５ ０．２０ ０．３３ ４３．０８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１５６ ＬＳ４７ Ⅱ ０．５６（残存値）０．３４（残存値） ０．３２ ４３．１７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１５７ ＬＳ４７ Ⅱ ０．６０ ０．４７ ０．５３ ４２．９６ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

第６表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その３）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土

ＳＫＰ１５８ ＬＳ４７ Ⅱ ０．３６ ０．２３ ０．５０ ４２．９２ 楕円形
１．暗褐色土（１０ＹＲ３/３） しまり強 粘性中
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中
３．黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１５９ ＬＳ４６・４７ Ⅱ ０．２７ ０．２４ ０．２２ －１．７５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１６０ ＬＳ４６ Ⅱ ０．１５ ０．１５ ０．０７ ４３．４３ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１６１ ＬＳ４６ Ⅱ ０．１８ ０．１４ ０．０５ ４３．４４ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１６２ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２８ ０．２７ ０．１７ ４３．３２ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１６３ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２３ ０．２０ ０．３０ ４３．１８ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１６４ ＬＳ４６ Ⅱ ０．３６ ０．３１ ０．１９ ４３．２６ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１６５ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２５ ０．２４（残存値） ０．２６ ４３．１７ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１６６ ＬＳ４６ Ⅱ ０．３３ ０．２６ ０．２５ ４３．１６ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１６７ ＬＳ４７ Ⅱ ０．２６ ０．２５ ０．２５ ４３．１１ 円形 灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１６８ ＬＳ４６・４７ Ⅱ ０．３８ ０．３１ ０．１６ ４３．３３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１６９ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２２ ０．１９ ０．１６ ４３．３１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１７０ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２６ ０．２１ ０．２７ ４３．２１ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１７１ ＬＳ４６ Ⅱ ０．５３ ０．４８ ０．５９ ４２．８８ 円形 １．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３） しまり中 粘性中
２．にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１７２ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２４ ０．２０ ０．１４ ４３．２７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１７３ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２４ ０．２４ ０．１５ ４３．２８ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１７４ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２４ ０．２０ ０．１４ ４３．３１ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１７５ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２６ ０．２０ ０．１５ ４３．２７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１７６ ＬＳ４６ Ⅱ ０．４９ ０．２３ ０．１３ ４３．２９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１７７ ＬＳ４６ Ⅱ ０．３２ ０．２２ ０．１７ ４３．２５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１７８ ＬＳ４５・４６ Ⅱ ０．３７ ０．２５ ０．１６ ４３．２５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１７９ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２８ ０．２６ ０．２６ ４３．２４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１８０ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２４（残存値）０．２２（残存値） ０．１６ ４３．３２ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性弱

ＳＫＰ１８１ ＬＳ４６ Ⅱ ０．５０ ０．３８ ０．２３ ４３．２２ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１８２ ＬＳ４６ Ⅱ ０．４９ ０．２８ ０．２８ ４３．０９ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

第４章 調査の記録
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 坏 ＳＫ０５ＲＰ１１６ （１０．９） － － 外：ケズリ→ミガキ 内：ミガキ
２ 須恵器 坏 ＳＫ０５ＲＰ５９ （１４．２） （９．５） ３．７ ロクロ ヘラ切り 内：炭化物付着
３ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ０１・２７ － － － 外：ナデ 内：ハケ目
４ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ１７ － ６．８ － 外：ケズリ 内：ハケ目 漆付着物有り
５ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ６３ － － － 外：ハケ→ミガキ・ハケ→ナデ 内：ハケ目
６ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ９８ － － － 内：ナデ

７ 土師器 鉢 ＳＫ０５ＲＰ４１ － － － 外：ケズリ→ナデ 一部ミガキ
内：黒色処理→ミガキ

８ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ２０ － － － 内外：ナデ 粘土紐痕有り
９ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ２４・２９・９１ － （６．４） － 外：ハケ目 内：ナデ 底部ハケ目

１０ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ４８ － － － 外：ハケ目→ナデ
内：ハケ目 炭化物付着 粘土紐痕

１１ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ３４ － － － 外：ハケ目 内：ナデ
１２ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ１１８ － （３．５） － 内：ハケ目・ナデ
１３ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ７２・１０７ － － － 内外：ハケ目
１４ 土師器 甕 ＳＫ０５ＲＰ９６ － （６．０） － 内外：ハケ目 底部ハケ目

第２節 検出遺構と遺物

ＳＫ０６ ＳＫ５８ＳＫ０７

調査区外 ＳＫ５８調査区外
Ａ′Ａ

ＳＫＰ５７
ＳＫ５８

ＳＫ０７

Ａ Ａ′

ＳＫ０６ ＳＫ０７
Ａ Ａ′ Ａ′Ａ ４３，２００ｍ

１

２
Ａ Ａ′４３，５００ｍ

ＳＫ５８土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒色土（１０ＹＲ２/１）
しまり中・粘性強、炭化物
微量混入・地山ブロック少
量混入。
２．黒色土（２．５ＹＲ２/１）
しまり中・粘性強、地山塊
多量混入。

Ａ１ Ａ′２ ４３，１００ｍ ２１

ＳＫ０６土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒色（１０ＹＲ２/１）しまり中・粘
性中・炭化物微量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり中・
粘性中、炭化物微量混入・地山ブロッ
ク多量混入。

ＳＫ０７土坑（Ａ－Ａ′）
１．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり中・
粘性強、炭化物多量混入・地山ブロック
少量混入。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり弱・
粘性中、炭化物・地山ブロック微量混入。

２ｍ０

第３４図 ＳＫ０６・０７・５８土坑

―５３―



第７表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その４）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土

ＳＫＰ１８３ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２５ ０．２２ ０．１４ ４３．３１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１８４ ＬＳ４６ Ⅱ ０．２９ ０．２２ ０．１４ ４３．３１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１８５ ＬＴ４５ Ⅱ ０．２５ ０．１９ ０．１６ ４３．２１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１８７ ＬＴ４７ Ⅱ ０．４１ ０．３６ ０．１５ ４３．３６ 円形 灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１８８ ＬＴ４７ Ⅱ ０．２０ ０．１４ ０．１０ ４３．３８ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ１９６ ＬＳ４７ Ⅱ ０．２２ ０．１９ ０．１２ ４３．３３ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ１９７ ＬＳ４７ Ⅱ ０．２２ ０．２０ ０．３２ ４３．１３ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ１９８ ＬＳ４７ Ⅱ ０．２５ ０．２１ ０．１６ ４３．２５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり弱 粘性中

ＳＫＰ２００ ＬＳ４７ Ⅱ ０．３１ ０．２４ ０．２１ ４３．２４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２０２ ＬＳ４７ Ⅱ ０．４６ ０．４２ ０．４５ ４３．０７ 隅丸方形 １．黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性弱
２．暗褐色土（１０ＹＲ３/３） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２０３ ＬＳ４７ Ⅱ ０．５２ ０．４４ ０．４５ ０．４４５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ２０４ ＭＡ４７ Ⅱ ０．３１ ０．２４ ０．１７ ４３．４０ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ２０５ ＭＡ４７ Ⅱ ０．３８（残存値） ０．３３ ０．３７ ４３．２１ 楕円形 灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ２０７ ＬＳ・ＬＴ４６ Ⅱ ０．４８ ０．３２ ０．１３ ４３．３１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２０８ ＬＳ５２・５３ Ⅱ ０．４３ ０．２５ ０．１７ ４３．１８ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２０９ ＬＳ５３ Ⅱ ０．４０ ０．２４ ０．２３ ４３．１２ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２１０ ＬＳ５３ Ⅱ ０．３５ ０．３１ ０．１４ ４３．２１ 隅丸方形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２１１ ＬＳ５３ Ⅱ ０．４１ ０．２６ ０．２３ ４３．１１ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２１２ ＬＳ５３ Ⅱ ０．６２ ０．４９ ０．３０ ４３．０５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり弱 粘性中

ＳＫＰ２１４ ＬＳ５３ Ⅱ ０．２２ ０．２１ ０．１３ ４３．２２ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２１６ ＬＳ５３ Ⅱ ０．２５ ０．２０ ０．１６ ４３．１８ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２１７ ＬＳ５３ Ⅱ ０．５０ ０．３５ ０．３１ ４３．００ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２１８ ＬＲ５３ Ⅱ ０．３１ ０．２０ ０．１５ ４３．１８ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２１９
（ＳＢ２１９－Ｐ３） ＬＲ５３ Ⅱ ０．４１ ０．３１ ０．１５（ＳＰＣ－Ｃ′）

０．１２（ＳＰＤ－Ｄ′） ４３．２０ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２２１ ＬＳ５３ Ⅱ ０．２３ ０．１７ ０．１４ ４３．１９ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

第８表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その５）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土

ＳＫＰ２２４ ＬＳ５３ Ⅱ ０．３６ ０．３４ ０．１５ ４３．１７ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２２５ ＬＳ５３ Ⅱ ０．３５ ０．２９ ０．０３ ４３．１９ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２２６
（ＳＢ２１９－Ｐ２） ＬＳ５３・５４ Ⅱ ０．４８ ０．３７ ０．２４（ＳＰＣ－Ｃ′）

０．２０（ＳＰＢ－Ｂ′） ４３．０７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２２７ ＬＲ５４ Ⅱ ０．４５ ０．３ ０．０７ ４２．９８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２３１ ＬＳ５４ Ⅱ ０．５０ ０．３９ ０．１７ ４３．１６ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２３２ ＬＳ５４ Ⅱ ０．１７ ０．１６ ０．１４ ４３．１９ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２３３ ＬＳ５４ Ⅱ ０．１８ ０．１４ ０．１０ ４３．２４ 隅丸方形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２３４
（ＳＢ２１９－Ｐ１） ＬＳ５４ Ⅱ ０．３３ ０．２７ ０．１６（ＳＰＢ－Ｂ′）

０．１５（ＳＰＡ－Ａ′） ４３．１５ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２３５ ＬＳ５４ Ⅱ ０．５４ ０．５０ ０．２１ ４３．１１ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性強

ＳＫＰ２３７ ＬＲ５２ Ⅱ ０．２８ ０．２１ ０．１１ ４３．２２ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２３８ ＬＲ５２ Ⅱ ０．３０ ０．２０ ０．３０ ４３．０３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２３９ ＬＲ５２ Ⅱ ０．５４ ０．４３ ０．１７ ４３．１６ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２４０ ＬＲ５２ Ⅱ ０．３９ ０．３９ ０．３０ ４３．０７ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２４２ ＬＲ５２ Ⅱ ０．３０ ０．３０ ０．１６ ４３．１９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２４３ ＬＳ５３ Ⅱ ０．３８ ０．３３ ０．２３ ４３．１０ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２４７ ＬＲ５２・５３ Ⅱ ０．３８ ０．２７ ０．１６ ４３．２２ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２４８ ＬＲ５３ Ⅱ ０．４１ ０．３６ ０．１９ ４３．１６ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２４９ ＬＯ４６ Ⅱ ０．３４ ０．３２ ０．２５ ４３．２３ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱

ＳＫＰ２５０ ＬＳ５４ Ⅱ ０．２５ ０．２２ ０．３３ ４３．００ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２５１ ＬＳ５５ Ⅱ ０．３４ ０．２５ ０．１８ ４３．１１ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中

ＳＫＰ２５２
（ＳＢ２１９－Ｐ４） ＬＳ５４ Ⅱ ０．３１ ０．２９ ０．１７（ＳＰＡ－Ａ′）

０．１４（ＳＰＤ－Ｄ′） ４３．１６ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２５３ ＬＳ５４ Ⅱ ０．３３ ０．３１ ０．１２ ４３．１８ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２５４ ＬＳ５４ Ⅱ ０．３２ ０．３１ ０．２６ ４３．０４ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２５５ ＬＳ５４ Ⅱ ０．３７ ０．２７ ０．１３ ４３．１７ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

ＳＫＰ２５６ ＭＤ４８ Ⅱ ０．３０ ０．２２ ０．１４ ４３．４４ 隅丸方形 褐灰色土（１０ＹＲ４/１） しまり強 粘性弱
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第２節 検出遺構と遺物
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第３５図 ＳＬ０４河川跡（１）
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第３６図 ＳＬ０４出土遺物（２）
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番 号 器 種 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
２０ 底板 ＳＬ０４ＲＷ８７ １８．５ － １．１ 一部こげ有り
２１ 加工板 ＳＬ０４ＲＷ１・４層 ２１．２ ８．９ ０．９ 加工孔有り（科析－１９）
２２ 板状木製品 ＳＬ０４ ２４．４ ３．１ ０．７ 加工痕有り
２３ 建具材 ＳＬ０４ＲＷ０９ ３７．０ ２．６ ２．１ ほぞ穴有り（科析－２５）
２４ 底板 ＳＬ０４ＲＷ４４ １５．３ ５．６ ０．９
２５ 底板 ＳＬ０４ＲＷ０２・３層 １８．２ ８．２ ０．９ 底板（科析－２０）
２６ 底板 ＳＬ０４ＲＷ０４・４層 １６．９ ９．４ ０．９ まな板に転用（科析－２２）
２７ 曲物（一部） ＳＬ０４ＲＷ０３・４層 － － ０．４ 加工痕有り（科析－２１）
２８ 棒状木製品 ＳＬ０４ ３４．７ １．３ １．２
２９ 棒状木製品 ＳＬ０４ １７．８ １．０ １．２
３０ 串状木製品 ＳＬ０４ １４．７ １．０ １．２
３１ 箸状木製品 ＳＬ０４ － ０．７ ０．６
３２ 箸状木製品 ＳＬ０４ － ０．６ ０．５
３３ 曲物（一部） ＳＬ０４ＲＷ７７ － － ０．４ （科析－２３）

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ１１ １２．１ ５．７ ４．９ 墨書 ロクロ 回転糸切り
２ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ２８・２９・３１ １３．９ ８．０ ３．９ うるし容器 ロクロ 回転糸切り 炭化物付着（科析－１１）
３ 須恵器 坏 ＳＬ０４ＲＰ４７ １３．３ ８．０ ３．２ うるし容器 ロクロ 回転糸切り 炭化物付着
４ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０２ １１．６ ５．０ ５．１ 内外：すす状炭化物付着 ロクロ 回転糸切り

５ 須恵器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０４・２２・８３ １２．８ ７．８ ３．６ 底部墨付着 ロクロ 内外：柿しぶ状付着物
内：黒色処理→ミガキ

６ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０５ （１２．４） － ４．６ ロクロ 外：ハケ目・ミガキ 底部ハケ目
７ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０６・２３ １１．７ ４．６ ５．４ ロクロ 回転糸切り 内：付着物有り
８ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０７・０８ １２．４ ５．８ ４．６ ロクロ 回転糸切り
９ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０３ １３．０ ５．８ ４．９ ロクロ 回転糸切り
１０ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０１ １３．１ ６．０ ５．０ ロクロ 回転糸切り
１１ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ０１ １２．６ ５．２ ５．０ ロクロ 静止糸切り
１２ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ１０ １３．３ ５．８ ５．１ ロクロ 回転糸切り
１３ 須恵器 坏 ＳＬ０４ １２．２ （８．０） （２．９） ロクロ ヘラ切り
１４ 土師器 甕 ＳＬ０４ＲＰ２１ １４．４ ７．３ １６．３ 外：ハケ目→ナデ 内：ハケ目 炭化物付着（科析－１２）

１５ 土師器 丸甕 ＳＬ０４ＲＰ０２・０６・２２・２６・２７・２８・
３７・３８・７２・７３・７６・８１ － － － 内外：ハケ目→ナデ

１６ 土師器 坏 ＳＬ０４ＲＰ２６・ＫＥ５０ＲＰ０２～０７・０９ １２．８ － － ロクロ
１７ 土師器 甕 ＳＬ０４ＲＰ３２ － （６．１） － 外：ケズリ→ナデ 内：ハケ目 炭化物付着

最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
１８ 石製品 凹石 ＳＬ０４ＲＱ６０ １４．７ １０．０ ６．２ 擦り面有り
１９ 石製品 凹石 ＳＬ０４ （６．５） ７．４ ６．０
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第３７図 ＳＬ０４出土遺物（３）

―５７―



第１０表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その７）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土
ＳＫＰ２８９ ＭＡ５４ Ⅱ ０．３１ ０．２５ ０．１２ ４３．２９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２９０ ＬＳ・ＬＴ５３ Ⅱ ０．４９ ０．３９ ０．２２ ４３．１３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２９１ ＬＴ５４ Ⅱ ０．３７ ０．３１ ０．２０ ４３．１５ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２９２ ＬＴ５４ Ⅱ ０．２１ ０．２１ ０．１４ ４３．２２ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２９３ ＬＲ・ＬＳ５４ Ⅱ ０．４１ ０．３８ ０．１７ ４３．１３ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２９６ ＬＴ５２ Ⅱ ０．５６ ０．３１ ０．３１ ４３．０４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２９８ ＬＯ４９ Ⅱ ０．２７ ０．２１ ０．１０ ４３．４４ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性中
ＳＫＰ２９９ ＬＯ５１ Ⅱ ０．３５ ０．３３ ０．１２ ４３．４３ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３００ ＬＯ５１ Ⅱ ０．３０ ０．２９ ０．１４ ４３．３８ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３０１ ＬＰ５２ Ⅱ ０．４１ ０．３７ ０．２０ ４３．３３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３０２ ＬＯ５２・５３ Ⅱ ０．８９ ０．７１ ０．３４ ４３．２１ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３０３ ＬＰ５２・５３ Ⅱ ０．４８ ０．３０ ０．１３ ４３．４３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性無
ＳＫＰ３０４ ＬＰ５３ Ⅱ ０．３６ ０．３４ ０．１４ ４３．４２ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３０５ ＬＯ・ＬＰ５３ Ⅱ ０．２５ ０．１９ ０．１３ ４３．４４ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３０６ ＬＯ５３ Ⅱ ０．３９ ０．３２ ０．２５ ４３．３１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３０７ ＬＰ５３ Ⅱ ０．２８ ０．２７ ０．１ ４３．４５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３０９ ＬＯ５３ Ⅱ ０．３８ ０．３４ ０．２３ ４３．３０ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３１０ ＬＰ・ＬＱ５３ Ⅱ ０．３８ ０．３５ ０．１５ ４３．３９ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３１１ ＬＰ５３ Ⅱ ０．３８ ０．３１ ０．１３ ４３．４３ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３１２ ＬＰ５３ Ⅱ ０．４５ ０．３３ ０．１７ ４３．３８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３１３ ＬＰ５３・５４ Ⅱ ０．７１ ０．４９ ０．２１ ４３．３３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３１４ ＬＰ５４ Ⅱ ０．４２ ０．４２ ０．１３ ４３．４３ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３１５ ＬＰ５４ Ⅱ ０．３８ ０．３８ ０．１５ ４３．４１ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３１６ ＬＯ５３ Ⅱ ０．３３ ０．３１ ０．２３ ４３．３１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性弱
ＳＫＰ３１８ ＬＯ５３ Ⅱ ０．４１ ０．３９ ０．１４ ４３．４２ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性無
ＳＫＰ３１９ ＬＯ５３ Ⅱ ０．５６ ０．３６ ０．１１ ４３．４５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性無
ＳＫＰ３２０ ＬＯ５３ Ⅱ ０．４２ ０．３２ ０．１９ ４３．３４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３２２ ＬＯ・ＬＰ５５ Ⅱ ０．４３ ０．３８ ０．４１ ４３．１１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３２７ ＭＡ４９ Ⅱ ０．３４ ０．２８ ０．１７ ４３．４１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ３２８ ＬＲ４８ Ⅱ ０．３２ ０．２６ ０．２３ ４３．１８ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ３３０ ＬＰ５５ Ⅱ ０．３１ ０．３１ ０．０８ ４３．４０ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３３１ ＬＰ５４ Ⅱ ０．４４ ０．４１ ０．０７ ４３．４５ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３３２ ＬＮ５０ Ⅱ ０．２７ ０．２５ ０．１６ ４３．４１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ３３３ ＬＮ４９ Ⅱ ０．２９ ０．２５ ０．０６ ４３．４９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性無

第９表 柱穴様ピット計測一覧（Ａ区その６）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土
ＳＫＰ２５７ ＭＤ４９ Ⅱ ０．２８ ０．２５ ０．１３ ４３．４２ 楕円形 褐灰色土（１０ＹＲ４/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２５８ ＭＤ４９ Ⅱ ０．２７ ０．２６ ０．２１ ４３．３１ 円形 褐灰色土（１０ＹＲ４/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２５９ ＭＦ・ＭＧ４９・５０ Ⅱ ０．５８ ０．５０ ０．４１ ４３．１６ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６０ ＭＤ４９ Ⅱ ０．２９ ０．２８ ０．１３ ４３．３９ 円形 褐灰色土（１０ＹＲ４/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６１ ＭＤ４９ Ⅱ ０．３２ ０．１８ ０．１２ ４３．４７ 楕円形 褐灰色土（１０ＹＲ４/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６２ ＭＧ４９ Ⅱ ０．３４ ０．２０（残存値） ０．１９ ４３．３８ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６３ ＭＦ５２ Ⅱ ０．３７ ０．３４ ０．１８ ４３．３８ 隅丸方形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６５ ＬＰ５２・５３ Ⅱ ０．３８ ０．３５ ０．０７ ４３．５１ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６６ ＬＰ５３ Ⅱ ０．２９ ０．２２ ０．１０ ４３．４８ 楕円形 褐灰色土（１０ＹＲ４/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６７ ＬＰ５３ Ⅱ ０．３４ ０．３２ ０．２０ ４３．３６ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６８ ＭＣ５２ Ⅱ ０．２７ ０．２５ ０．１０ ４３．４９ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２６９ ＭＢ５２ Ⅱ ０．２８ ０．２０ ０．２５ ４３．３４ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７１ ＭＤ５２ Ⅱ ０．２２ ０．１８ ０．１４ ４３．４４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７２ ＭＥ５１ Ⅱ ０．１８ ０．１７ ０．０８ ４３．５０ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７３ ＭＥ５２ Ⅱ ０．２７ ０．２０ ０．１６ ４３．４３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７６ ＭＣ５１ Ⅱ ０．５３ ０．４３ ０．１２ ４３．４８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７７ ＬＳ５２ Ⅱ ０．２６ ０．２２ ０．１３ ４３．１７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７８ ＭＡ５３ Ⅱ ０．３９ ０．３０ ０．１２ ４３．２７ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２７９ ＬＴ５３・５４ Ⅱ ０．３６ ０．２７ ０．１３ ４３．２２ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２８０ ＬＴ５３・５４ Ⅱ ０．４０ ０．３２ ０．１５ ４３．２１ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２８１ ＬＴ５３ Ⅱ ０．４５ ０．３３ ０．１９ ４３．１７ 楕円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２８３ ＬＳ５５ Ⅱ ０．３０ ０．２９ ０．２５ ４３．０５ 円形 黒色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２８６ ＭＡ５４ Ⅱ ０．２３ ０．２２ ０．２１ ４３．２１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２８７ ＬＯ５１・５２ Ⅱ ０．３２ ０．３０ ０．２２ ４３．２９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２８８ ＬＯ５１ Ⅱ ０．５０ ０．４７ ０．１０ ４３．４３ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱
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第２節 検出遺構と遺物
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第３８図 ＳＬ０４出土遺物（４）
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２ Ｄ区の検出遺構と遺物
� 奈良・平安時代

① 竪穴住居跡

ＳⅠ０２竪穴住居跡
《位置と確認》Ｄ区ＫＦ５６・５７、ＫＧ５６・５７グリッドのⅡ層で確認した。住居西側の一部は調査区

外にある。確認面は耕作による攪乱が著しかった。

《規模と平面形》規模は長軸４．１０ｍ×短軸４．０１ｍ、深さ０．４３ｍで、平面形は、確認された部分で正方

形を呈する。ＳＫ０１土坑と重複する部分が僅かに張り出している。主軸方位はＮ－

１７°－Ｗである。

《重 複》ＳＫ０１・０８・１１土坑に切られており、ＳＫ１２土坑を切っている。

《土 層》４層に分層した。１～２層は耕作のため攪乱を受けているが、３～４層は黒褐色土

および暗褐色土が主体で、焼土・炭化物を含む。

《 壁 》壁は緩く傾斜して立ち上がる。

《床 面》平坦である。住居中央から南東方向に溝状の穴（幅３４～９２㎝、最深部３２㎝）が確認

された。４層は貼床面と考えられる。

《柱 穴》１０基確認した。規模は直径１２～２８㎝と小さい。

《カ マ ド》ＳＫ０１土坑との接点で確認した。南側の壁に取り付くが、ＳＫ０１土坑に切られてい

るため、明瞭な燃焼部や煙道部は確認されなかった。

《出 土 遺 物》９点を図示した（第２９図１～３、５・７～９・１１・１３）。土師器坏３点、須恵器蓋

２点、土師器甕４点である。第２９図１・２の土師器坏は、内外面に漆が多く付着し

ており、その容器として使用されたものと考えられる。１は口縁部に意図的な欠損

が見られ、この欠けた部分から外面に漆が付着している。２については自然科学的

分析を行った（第５章を参照）。８・９の須恵器蓋は床面から出土した。８の内面

には墨が付着しており、転用硯と考えられる。これと対応する須恵器坏（第２９図４）

はＳＫ０１土坑から出土している。

《時 期》平安時代（９世紀前葉）と考えられる。

ＳⅠ１０竪穴住居跡
《位置と確認》Ｄ区ＫＧ６０・６１、ＫＨ６０・６１グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

住居の半分以上が西側の調査区外にあるものと想定される。

《規模と平面形》規模は長軸５．１７ｍ×短軸１．４１ｍ、深さ０．３０ｍで、平面形は、長方形を呈する竪穴住

居跡の東側部分（３分の１程度）と考えられる。主軸方位はＮ－２４°－Ｗである。

《土 層》４層に分層した。１層表土の下、２・３層は黒褐色土が主体で、４層のみ暗灰黄色

土となる。３・４層は部分的に焼土・炭化物を含む。

《 壁 》壁は南・北側は緩く傾斜して立ち上がり、東側は急な角度で立ち上がる。

《床 面》平坦である。南側のみ１５㎝前後低くなり、段差が付く。

《柱 穴》３基確認した。Ｐ１は住居の主柱穴と考えられる。３基とも内部から土器片が出土

した。住居の壁際にも小柱穴を４基（南壁１基、東壁南側１基、東壁北側２基）確
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番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 坏 ＳＬ０９ ４層 （１１．０） － － 外：ミガキ 内：黒色処理→ミガキ
２ 須恵器 坏 ＳＬ０９ＲＰ０２ １１．５ ６．８ ３．４ ロクロ ヘラ切り
３ 土師器 甕 ＳＬ０９ － － － 内外：調整痕有り

第２節 検出遺構と遺物
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第３９図 ＳＬ０９河川跡・出土遺物（１）
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認したが規模は小さい。

《カ マ ド》南東隅の遺物出土地点（Ｐ２の南側）で焼土を確認し、カマドと判断した。１・３

～５層の１段掘り下げられた部分が焚口および燃焼部と考えられる。煙道部は確認

されなかった。

《出 土 遺 物》１１点を図示した（第３１図１～４、第３２図５～１１）。いずれも破片だが、土師器坏１

点、土師器甕６点、土師器鉢２点、土師器鍋１点、紡錘車１点である。このうち、

第３１図１～３は平安時代よりも古い時期に比定されるものと考えられるが、他に共

伴して出土した土師器甕など平安時代の遺物もある。第３２図４については自然科学

的分析を行った（第５章を参照）。

《時 期》奈良時代後半～平安時代（９世紀前葉）と考えられる。

②土坑

ＳＫ０１土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＦ５５・５６グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＩ０２竪穴住居跡とＳＫ１１土坑を切る。

《規模と平面形》規模は長軸２．６５ｍ×短軸２．３４ｍ、深さ０．２１ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－３６°－Ｗを示す。

《土 層》３層に分層した。各層（黒褐色土主体）に焼土・炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は平坦で中心に向かって僅かにくぼむ。

《柱 穴》内部に柱穴様ピットが７基（Ｐ１１～１７）、外部に４基（ＳＫＰ１３・１４・１６・２０）の

計１１基を確認した。本遺構または切り合い関係にあるＳＩ０２竪穴住居跡とＳＫ１１土

坑に伴う柱穴様ピットと判断したが、詳細は不明である。

《出 土 遺 物》１７点を図示した（第２９図４・６・１０・１２、第３０図１４～２５・２９）。土師器坏２点、須

恵器坏３点、土師器�１点、土師器甕９点、石製品１点、黒曜石�片１点である。

第２９図４の須恵器坏は底面に墨が付着しており、ＳＩ０２竪穴住居跡出土の須恵器蓋

（第２９図８転用硯）に対応するものと考えられる。１７・２４の土師器甕の内面には炭

化物が付着しており、２４については自然科学的分析を行った（第５章を参照）。２５

の石製品は研ぎ面から砥石と思われる。この他、出土した遺物の中にはＳＩ０２竪穴

住居跡出土遺物と接合したものがある（観察表を参照）。

《時 期》平安時代（９世紀代前葉）と考えられる。

ＳＫ０５土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＯ９９グリッドのⅡ層で確認した。重複は見られなかった。

《規模と平面形》規模は長軸１．１７ｍ×短軸０．６２ｍ、深さ０．４２ｍで、平面形は楕円形だが調査区外に伸

びる溝状のプランと一体を成す。主軸方位はＮ－６０°－Ｅを示す。

《土 層》３層に分層した。各層（黒褐色土）に多量の焼土・炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は西側が急な角度で立ち上がり、東側は緩く傾斜して立ち上がる。南側のみ内側

にえぐれる。底面は西側から東側に向かって傾斜する。
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番 号 器 種 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
４ 建具材 ＳＬ０９ＲＷ１０ １０１．２ ３．６ ３．２ 切り欠き有り
５ 板状木製品 ＳＬ０９ＲＷ０８ ９０．０ １５．０ ２．２
６ 棒状木製品 ＳＬ０９ ４７．７ １．５ １．４
７ 板状木製品 ＳＬ０９ ４１．６ ３．２ １．０
８ 棒状木製品 ＳＬ０９ＲＷ０３ １６．３ １．２ １．０ （科析－２６）
９ 板状木製品 ＳＬ０９ １７．５ ２．５ １．５
１０ 曲物底板 ＳＬ０９ ５４．２ １８．２ １．５ 底板
１１ 板状木製品 ＳＬ０９ＫＪ７４・３層 ２２．０ ４．２ ０．８
１２ 建具材 ＳＬ０９ＲＷ０３ ２２．５ ４．７ ３．３ 切り欠き有り
１３ 曲物底板 ＳＬ０９ＲＷ０７ １４．５ １５．４ １．１ 底板（科析－２４）

第２節 検出遺構と遺物

８
９

７
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６
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第４０図 ＳＬ０９出土遺物（２）
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《出 土 遺 物》１４点を図示した（第３３図１～１４）。土師器坏１点、須恵器坏１点、土師器甕１１点、

土師器鉢１点である。２の須恵器坏内面には炭化物が付着し、４の土師器甕底部内

面には漆のような付着物がある。

《時 期》平安時代（９世紀代）と考えられる。

ＳＫ０６土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＯ９８グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＫＰ５７柱穴様ピットを切る。

《規模と平面形》規模は長軸１．２５ｍ×短軸１．２０ｍ、深さ０．０９ｍで、平面形は円形を呈する。主軸方位

はＮ－４０°－Ｅを示す。

《土 層》２層に分層した。各層（黒褐色土）に微量の炭化物が混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く立ち上がる。底面は概ね平坦であるが南側に若干の凹凸がある。

《出 土 遺 物》土師器片・須恵器片が数点出土したが、著しく微細なもののみで器形を判別できる

ものはなかった。

《時 期》平安時代前半と考えられる。

ＳＫ０７土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＮ・ＫＯ９７グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＫ５８土坑に切られる。

《規模と平面形》規模は長軸２．０５ｍ×短軸２．０３ｍ、深さ０．１８ｍで、平面形は円形を呈する。主軸方位

はＮ－５２°－Ｅを示す。

《土 層》２層に分層した。両方とも黒褐色土であるが、炭化物（粒状）の混入については１

層が多量で、２層は微量であった。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は平坦である。

《出 土 遺 物》土師器片・須恵器片が多数出土したが、著しく微細なもののみで器形を判別できる

ものはなかった。

《時 期》平安時代前半と考えられる。

ＳＫ０８土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＦ・ＫＧ５６グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＩ０２竪穴住居跡の内部に位置し、住居の床面を切っている。

《規模と平面形》規模は長軸１．２５ｍ×短軸１．１８ｍ、深さ０．２４ｍで、平面形は円形を呈する。主軸方位

はＮ－６°－Ｅを示す。

《土 層》４層に分層した。上位２層（黒褐色土）に炭化物が多量に混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は急な角度で立ち上がる。底面は平坦である。

《出 土 遺 物》土師器片・須恵器片が数点出土したが、著しく微細なもののみで器形を判別できる

ものはなかった。

《時 期》平安時代（９世紀代）以降と考えられる。

ＳＫ１１土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＦ５６グリッドのⅡ層で確認した。
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第２節 検出遺構と遺物

ＳＤ４５・ＳＸ４６

Ａ′Ａ

ＳＸ４６
ＳＤ４５

Ａ′Ａ ４３，５００ｍ ＳＸ４６ＳＤ４５
１１

２ ２
３ ３

４ ５４

６８ ７

ＳＤ４５溝跡およびＳＸ４６性格不明遺構（Ａ－Ａ′）
１．暗褐色土（１０ＹＲ３/３）しまり中・粘性中、表土・
耕作土（旧水田）。
２．黒褐色土（１０ＹＲ３/２）しまり強・粘性中。
３．黒褐色土（１０ＹＲ２/２）しまり強・粘性中。
４．黒褐色土（１０ＹＲ３/１）しまり弱・粘性強、溝跡内
部覆土、炭化物・地山粒少量混入。
５．褐灰色土（１０ＹＲ４/１）しまり弱・粘性強、ＳＸ４６
内部覆土、炭化物少量混入、地山粒多量混入。

６．黒色土（１０ＹＲ２/１）しまり中・粘性中、ＳＸ４６内
部覆土、炭化物多量混入、地山ブロック少量混入。炭化
物塊大粒が部分的に混入。
７．黒褐色土（１０ＹＲ２/３）しまり強・粘性弱、ＳＸ４６
内部覆土、焼土多量混入（ほぼ焼土層）、炭化物少量混
入、地山粒微量混入。
８．黒色土（１０ＹＲ１．７/１）しまり強・粘性弱、ＳＸ内部
覆土、炭化物多量混入（ほぼ炭化層）。
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５
４
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６

第４１図 ＳＤ４５溝跡・ＳＸ４６性格不明遺構
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《重 複》ＳＫ０１土坑に切られ、ＳＩ０２竪穴住居跡を切る。

《規模と平面形》規模は長軸１．２８ｍ×短軸０．７７ｍ、深さ０．３３ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－７０°－Ｅを示す。

《土 層》２層に分層した。黒色土とにぶい黄褐色土で、上位の黒色土には炭化物が微量混入

していた。両方に地山ブロックの混入が確認された。

《壁 ・ 底 面》壁は南西側が緩く傾斜して立ち上がり、北東側が急な角度で立ち上がる。底面は凹

凸があり、南西側の方が浅い。

《出 土 遺 物》３点を図示した（第３０図２６～２８）。完形の土師器坏１点、これ以外は破片であるが、

須恵器坏１点、土師器甕１点である。

《時 期》平安時代（９世紀前葉）と考えられる。

ＳＫ１２土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＧ５６グリッドのⅡ層で確認した。遺構の西側半分は調査区外にある。

《重 複》ＳＩ０２竪穴住居跡に切られる。

《規模と平面形》規模は長軸１．３１ｍ×短軸０．４０ｍ、深さ０．１５ｍで、平面形は略円形を呈する。主軸方

位はＮ－１５°－Ｗを示す。

《土 層》黒褐色土の単層である。ＳＩ０２竪穴住居跡の４層下がこれに当たる。部分的ににぶ

い黄褐色土が斑状に混入し、炭化物も微量混入している。

《壁 ・ 底 面》壁は南側が緩く傾斜して立ち上がり、北側はやや急な角度で立ち上がる。

《出 土 遺 物》土師器片が数点出土したが、著しく微細なもののみで器形を判別できるものはな

かった。

《時 期》平安時代（９世紀前葉－ＳＩ０２竪穴住居跡以前）と考えられる。

番 号 種 別 器 形 遺 構 ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 土師器 坏 ＳＸ４６ （１７．５） ８．５ ６．３ 外：ハケ目 内：ナデ 底部ハケ目
２ 土師器 鉢 ＳＸ４６ （２１．９） ８．６ １２．９ 外：ミガキ・ナデ 内：黒色処理→ミガキ 底部ナデ
３ 土師器 坏 ＳＸ４６ （１７．６） － － 外：ハケ目 内：ミガキ
４ 土師器 坏 ＳＸ４６ （１７．６） － － 外：ハケ目 内：ミガキ 炭化物付着（科析－１４）
５ 土師器 坏 ＳＸ４６ － － － 外：ハケ目・ナデ 内：黒色処理→ミガキ
６ 土師器 坏 ＳＸ４６ － － － 外：ハケ目・ミガキ 内：ミガキ
７ 土師器 鉢 ＳＤ４５ － ８．０ － 外：ナデ 内：黒色処理→ミガキ
８ 土師器 甕 ＳＤ４５ （２３．４） － － 外：ハケ目・ナデ 炭化物付着 内：ナデ

７

８

０ １０㎝

第４２図 ＳＤ４５・ＳＸ４６出土遺物
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ＳＫ５８土坑
《位置と確認》Ｄ区ＫＮ９７グリッドのⅡ層で確認した。

《重 複》ＳＫ０７土坑を切る。

《規模と平面形》規模は長軸０．５９ｍ×短軸０．２０ｍ、深さ０．３６ｍで、平面形は楕円形を呈する。主軸方

位はＮ－９°－Ｗを示す。

《土 層》２層に分層した。黒色土を主体とし、地山ブロックが混入していた。

《壁 ・ 底 面》壁は南側がほぼ垂直に立ち上がり、北側はやや急な角度で立ち上がる。底面は中央

番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 縄文土器 深鉢 ６トレンチ－７ Ａ区 － － －
２ 縄文土器 深鉢 ６トレンチ－８ Ａ区 － － －
３ 縄文土器 深鉢 ＲＰ１２４ Ａ・Ｄ区外 － － － 炭化物付着
４ 縄文土器 深鉢 １２トレンチ－１ Ａ区 － １３．６ －
５ 縄文土器 深鉢 ８トレンチＴ１ Ａ区 － － －
６ 縄文土器 深鉢 ＬＳ５２ Ⅱ層 Ａ区 － － － 網代

最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
７ 石器 スクレイパー ＫＮ９７Ⅱ層Ｄ区 ３．２ ６．７ １．３
８ 石製品 石剣 ９トレンチ－４ Ｄ区 （６．３） ３．１ ０．９
９ 石器 スクレイパー ＬＱ５１ Ａ区 １１．５ ５．４ １．４
１０ 石器 打製石斧 ＭＨ５２ Ⅰ層 Ａ区 １３．１ ８．２ ３．４
１１ 石器 凹石 ９トレンチ 包含層 Ｄ区 （１１．９） ４．２ （３．５）
１２ 石器 石皿 ＫＮ９１ Ⅱ層 Ｄ区 ８．３ ７．８ ２．４

第２節 検出遺構と遺物
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から南側に段差がある。

《出 土 遺 物》遺物は出土しなかった。

《時 期》詳細な時期は不明である。

③ 河川跡

ＳＬ０４河川跡
《位置と確認》Ｄ区ＫＤ４８～５１、ＫＥ４８～５１、ＫＦ５１グリッドのⅡ層で確認した。

《規模と平面形》規模は長軸１０．９４ｍ×短軸４．８８ｍ、深さ１．２８ｍである。平面形は、河川流路を調査

区の横幅分（約５ｍ）南北方向に掘り下げた状態を呈する。この南北方向で確認し

た川幅は平均１０．６ｍである。

《土 層》６層に分層した。各層とも黒褐色土と暗褐色土を主体とする。５・６層は河川跡の

番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１３ 土師器 坏 ９トレンチ－２ Ｄ区 （１６．８） （８．０） （６．３） 外：ケズリ→ミガキ 内：黒色処理→ミガキ 底部にヘラ書き
１４ 土師器 坏 １５トレンチ Ｄ区 １６．２ － （４．９） 外：ナデ・ミガキ 内：黒色処理→ミガキ
１５ 土師器 坏 １５トレンチ Ｄ区 － （５．４） － 外：ハケ目 内：黒色処理→ミガキ
１６ 土師器 坏 ８トレンチ－１ Ａ・Ｄ区外 （１６．２） － － 外：ケズリ・ミガキ 内：黒色処理→ミガキ
１７ 土師器 坏 ７トレンチ－９ Ａ・Ｄ区外 （１３．６） － － ロクロ 内：黒色処理→ミガキ
１８ 土師器 坏 ９トレンチ－２ Ｄ区 （１６．０） － － 外：ミガキ 内：黒色処理→ミガキ
１９ 土師器 坏 ＬＳ４７ Ⅱ層 Ａ区 － ６．２ － 外：ケズリ 内：黒色処理→ミガキ

２０ 土師器 坏 ＫＤ４８ Ⅱ層 Ｄ区 （１３．７） － － 外：ナデ 一部ミガキ 内：黒色処理→ミガキ 雲母入り
粘土紐痕有り

２１ 土師器 坏 ９トレンチ－１ Ｄ区 － ７．０ － 外：ナデ 内：黒色処理→ミガキ
２２ 須恵器 坏 ＬＳ４６ Ⅱ層 Ａ区 １２．８ ７．０ ３．５ 墨書「仲」 ロクロ 回転糸切り
２３ 土師器 坏 ＫＨ６４ Ⅱ層 Ｄ区 （１３．１） （５．２） ４．２ 墨書「□月」 ロクロ 回転糸切り
２４ 土師器 坏 １トレンチ－１２ Ａ・Ｄ区外 （１３．４） １５．２ ４．２ 墨書「工」 ロクロ 回転糸切り
２５ 土師器 坏 ６トレンチ 排土 Ａ区 （１２．４） （６．０） ４．１ 墨付き ロクロ 回転糸切り
２６ 土師器 坏 ６トレンチ－１０ 表土 Ａ区 １２．８ ５．９ ４．０ 墨付き ロクロ 回転糸切り
２７ 須恵器 坏 ７トレンチ－１２ＲＰ０２Ａ・Ｄ区外 １２．６ ５．５ ４．２ 墨書 ロクロ 回転糸切り
２８ 須恵器 坏 ＫＣ４５ Ⅱ層 Ｄ区 １２．４ ３．６ ５．６ 墨書 ロクロ 回転糸切り

１５

１３
１４

１６

１７

０ １０㎝１８
２０

２１
１９

第４４図 遺構外出土遺物（２）
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堆積土であり、土器・木製品・種子等の遺物が出土し、自然木も含まれる層である。

４層は希薄な層だが灰白色土であり、降下した火山灰が残存したものと考えられる。

川底の６層は暗褐色土だが、砂質土（河砂）が混入する。

《底 面》ほぼ平坦である。僅かに南側が浅く、北側が深い。川底の全面から土器・木製品が

出土し、自然木の幹・枝・種子が堆積していた。底面から水が湧き、調査区境界線

の壁際底面からも水が滲み出る。

《川岸と流路》北岸はやや急な角度で立ち上がり、南岸は緩く傾斜して立ち上がる。流水方向は不

明である。底面標高では西側が低く東側が高い。川底からの湧水も多い。

《出 土 遺 物》３３点を図示した（第３６図１～１１、第３７図１２～１９、第３８図２０～３３）。土師器坏１１点、

須恵器坏３点、土師器甕３点、石製品２点、木製品１４点である。第３６図１の土師器

坏は墨書土器で、底部外面に「息」と書かれている。この土器は同図４と１１土師器

坏に挟まれ、三枚重なった状態で出土した。２と３は内外面に漆が付着しており、

その容器として使用されたものと考えられる。５の須恵器坏は底面と外面に墨が付

いており、転用硯の可能性がある。坏はいずれも完形品が多く、ＳＬ０４河川跡の中

央やや西側の５～６層から出土した。１４と１７の土師器甕は、内面に炭化物が多く付
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番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
２９ 土師器 坏 ＫＯ９９ Ⅱ層 Ｄ区 １１．８ （５．７） ４．１ 外：ケズリ→ナデ 一部ミガキ 内：黒色処理→ミガキ
３０ 土師器 坏 ３トレンチ 表土 Ａ・Ｄ区外 （１１．６） （６．０） （２．７） ロクロ 内：炭化物付着
３１ 土師器 坏 ６トレンチ－１ 排土 Ａ区 １１．５ （６．４） ３．４ ロクロ 回転糸切り
３２ 土師器 坏 ＬＳ４８ Ⅱ・Ⅲ層 Ａ区 ６．２ １２．８ ３．７ ロクロ ヘラ切り
３３ 土師器 坏 ７トレンチ－１２ Ａ・Ｄ区外 （１２．９） ３．６ ５．０ ロクロ 回転糸切り
３４ 須恵器 坏 ＫＨ６４ Ⅱ層 Ｄ区 １２．０ ６．２ ４．１ ロクロ ヘラ切り
３５ 土師器 坏 ７トレンチ－８ Ａ・Ｄ区外 １２．７ ６．０ ４．９ ロクロ 回転糸切り
３６ 須恵器 坏 ３トレンチ 表土 Ａ・Ｄ区外 （１２．４） ５．６ ３．６ ロクロ 回転糸切り
３７ 須恵器 坏 ＬＰ４８ Ⅱ層 Ａ区 （１２．２） （７．０） ３．９ ロクロ ヘラ切り
３８ 土師器 坏 ７トレンチ－８ＲＰ０１Ａ・Ｄ区外 １２．４ ６．０ ５．２ ロクロ 回転糸切り
３９ 土師器 坏 ７トレンチ－９ 表土Ａ・Ｄ区外 ５．０ （１１．４） ５．０ ロクロ 回転糸切り
４０ 土師器 坏 ７トレンチ－１２ Ａ・Ｄ区外 １３．５ （７．０） ４．３ ロクロ ヘラ切り
４１ 土師器 坏 ６トレンチ－７ 表土 Ａ区 １２．６ （６．０） ３．４ ロクロ ヘラ切り
４２ 土師器 坏 ＫＯ９８ Ⅱ層 Ｄ区 （１２．６） （６．４） （３．７） ロクロ ヘラ切り
４３ 土師器 坏 ＬＯ５４ Ⅲ層 Ａ区 １４．８ ３．０ ４．３ ロクロ 回転糸切り
４４ 土師器 鉢 ９トレンチ－１ Ｄ区 １６．３ － （５．６） ロクロ

３０ ３１２９

３２
３３

３５

３４

３６
３７

３８

３９

４０
４１

４２
４３

４４

０ １０㎝

第４６図 遺構外出土遺物（４）
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番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
４５ 土師器 坏 ＫＯ９７ Ⅱ層 ＲＰ０１ Ｄ区 １６．０ ６．０ ６．５ 外：ロクロ→一部ケズリ・ナデ回転糸切り 内面底部に付着物有り
４６ 土師器 甕 ＬＳ４８ Ⅱ層 Ａ区 （１３．０） ８．５ ３．５ 外：ケズリ 底部指頭圧痕
４７ 土師器 甕 ＫＧ・ＫＨ６５Ⅱ層ＫＨ６５Ⅲ層 Ｄ区 １５．９ － － 外：ハケ目 内：ナデ 粘土紐痕有り
４８ 土師器 甕 ＫＣ４１・ＫＯ４１Ⅲ層ＲＰ０２・０３・１６表土 Ｄ区 （２５．２） ７．６ － 内外：ハケ目 底部葉脈痕 図上復元
４９ 須恵器 坏 ３トレンチ 表土 Ａ区 － （６．０） － 転用硯 ロクロ ヘラ切リ
５０ 土師器 坏 ７トレンチ Ａ・Ｄ区外 － － － 外：ミガキ 内：黒色処理→ミガキ
５１ 土師器 坏 ＬＲ４６ Ⅱ層 Ａ区 － － － 外：ナデ 内：ハケ目 雲母入り
５２ 土師器 坏 １２トレンチ－１ Ａ区 － － － ロクロ 内外：炭化物付着
５３ 土師器 甕 ３トレンチ 表土 Ａ・Ｄ区外 － － － ロクロ 内：炭化物付着
５４ 土師器 甕 ８トレンチ－１ Ａ・Ｄ区外 － － － 外：ハケ目 内：ナデ 炭化物付着
５５ 土師器 小甕 ＫＤ４８ Ⅱ層 Ｄ区 － （４．８） － 外：ケズリ→ナデ・指頭圧痕有り 内：ナデ
５６ 土師器 小甕 ＫＤ４８ Ⅱ層 Ｄ区 － （７．２） － 外：ケズリ→ナデ 内：ナデ
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番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位 計 測 値 特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
５７ 土師器 坏 ６トレンチ－９ 焼土Ａ区 － ５．５ － ロクロ 回転糸切り 内底うるし
５８ 土師器 坏 Ｂ－ＭＦ３３ Ⅱ層 Ａ・Ｄ区外 － （５．０） － 赤色顔料付き ロクロ 回転糸切り
５９ 土師器 高台付坏 ７トレンチ－１ 北 Ａ・Ｄ区外 － （４．８） － 外：赤色付着物有り 内：黒色処理→ミガキ
６０ 須恵器 台付坏 排土中 Ａ区 － （５．８） － 双耳坏 ロクロ
６１ 土師器 甕 ６トレンチ－７ 表土 Ａ区 － （１１．２） － 外：ナデ 底部葉脈痕
６２ 土師器 甕 １１トレンチ－１ Ａ・Ｄ区外 － （６．６） － 内外：ナデ
６３ 土師器 甕 ８トレンチ－１ Ａ・Ｄ区外 － （５．６） － 内外：ナデ
６４ 土師器 甕 ８トレンチ－１ Ａ・Ｄ区外 － （６．４） － 外：ナデ 底部葉脈痕
６５ 土師器 坏 ３トレンチ 表土 Ａ・Ｄ区外 － （５．６） － 付着物有り
６６ 須恵器 壺 ７トレンチ Ａ・Ｄ区外 － － － 外：ナデ 内：付着物有り
６７ 須恵器 壺 ＫＣ４１Ⅰ層表採・ＫＨ６４Ⅱ層 Ｄ区 － － － ロクロ 高台部分欠損
６８ 須恵器 台付壺 ７トレンチ－９ Ａ・Ｄ区外 － ７．７ － ロクロ 外：ケズリ

最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
６９ 土製品 － ＬＳ５０ Ⅱ層 Ａ区 ４．９ ３．４ ３．４
７０ 石製品 砥石 ３トレンチ－１ Ａ・Ｄ区外 ８．５ ２．６ １．６

６０
５９

５８
６１

５７

６２

６３
６４

６５

６７６６

７０

６９
５㎝０

６９のみ

０ １０㎝
６８
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番 号 器 種 グ リ ッ ド ・ 層 位 計 測 値 特 徴最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
１ 棒状木製品 ８トレンチ 谷地層 Ａ・Ｄ区外 １０．４ ０．９ １．０ 付け木
２ 棒状木製品 ８トレンチ 南半谷地層 Ａ・Ｄ区外 １０．７ １．０ ０．６ 付け木
３ 棒状木製品 ８トレンチ Ａ・Ｄ区外 １５．２ １．７ １．０ 付け木
４ 棒状木製品 ８トレンチ 排土 Ａ・Ｄ区外 １４．８ １．４ １．２
５ 建具 ８トレンチ 谷地層 Ａ・Ｄ区外 ２３．８ ２．０ ０．８
６ 建具 ８トレンチ 谷地層 Ａ・Ｄ区外 ２２．９ ２．４ ０．８ 加工痕有り
７ 建具 ６トレンチ－６ Ａ・Ｄ区外 ２５．２ ２．３ ０．７ 加工痕有り
８ 建具 ８トレンチ Ａ・Ｄ区外 ５２．０ ２．１ １．０ 加工痕有り
９ 曲物 ８トレンチ Ａ・Ｄ区外 １１．６ １１．０ ０．９ 底板
１０ 曲物（一部） ８トレンチ 谷地層 Ａ・Ｄ区外 ３．１ ８．５ ０．５
１１ 建具 ８トレンチ 南半谷地層 Ａ・Ｄ区外 １０．６ ６．１ １．０ 一部炭化している
１２ 建具 ８トレンチ Ａ・Ｄ区外 １０．０ ６．７ ０．９ 一部炭化している
１３ 建具 ８トレンチ Ａ・Ｄ区外 １４．５ ４．０ ２．６
１４ 加工材 ＫＥ４９ Ⅳ層 Ｄ区 ４．０ ２．９ ０．８ 用途不明
１５ 棒状木製品 ９トレンチ Ｄ区 ６．４ １．４ １．２
１６ 箸状木製品 ８トレンチ－ＲＷ３ Ａ・Ｄ区外 ７．７ ０．７ ０．５ （科析－２７）
１７ 箸状木製品 ９トレンチ－ＲＷ２ Ｄ区 ６．３ ０．９ ０．５ （科析－２８）
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着していた。木製品は、曲物底板４点、曲物側板２点、用途不明の加工板１点、建

具材１点、板状木製品１点、棒状木製品２点、串状木製品１点、箸状木製品２点が

出土した。２６の曲物底板は、まな板に転用された可能性がある。これら遺物の出土

状況や組み合わせから、何らかの祭祀行為が河川跡で行われていたものと判断され

る。

《時 期》平安時代（９世紀前半）と考えられる。

ＳＬ０９河川跡
《位置と確認》Ｄ区ＫＩ７２～７５、ＫＪ７３～７７、ＫＫ７４～７７グリッドのⅡ層で確認した。

《規模と平面形》規模は長軸１６．６０ｍ×短軸５．１２ｍ、深さ約２．２０ｍで、平面形は、河川流路を調査区

の横幅分（約５ｍ）南北方向に掘り下げた状態を呈する。この南北方向で確認した

川幅は平均１６．３２ｍである。

《土 層》土層断面の記録ができなかった。

《底 面》ＫＫ～ＫＪ７５ラインとＫＫ～ＫＩ７４ラインの間に、幅２．０８～１．３２ｍ、高さ２０～３０㎝

段差がある。川底の南側で土器・木製品が出土し、自然木の幹・枝・種子も堆積し

ていた。底面から水が湧き、調査区境界線の壁際底面からも水が滲み出る。

《川岸と流路》北岸はやや急な角度で立ち上がり、南岸は緩く傾斜して立ち上がる。流水方向は不

明である。底面標高では西側が低く東側が高い。

《出 土 遺 物》１３点を図示した（第３９図１～３、第４０図４～１３）。土師器坏１点、須恵器坏１点、

土師器甕１点、木製品１０点である。遺物はほとんどが河川跡南側（ＫＫ・ＫＪ７５ラ

イン以南）からまとまって出土しており、ＳＬ０４河川跡とは様相が異なる。土器よ

りも木製品の方が多く出土しているのが特徴である。建具材２点、曲物底板２点、

板状木製品４点、棒状木製品２点が出土した。

《時 期》平安時代（９世紀前半）と考えられる。

④ 溝跡

ＳＤ４５溝跡
《位置と確認》Ｄ区ＫＯ９５グリッドのⅡ層で確認した。

《規模と平面形》規模は長軸３．６０ｍ×短軸０．７２ｍ、深さ０．２４ｍで、平面形は南北方向に「く」の字状

を呈する。調査区外の西側に溝が続くものと思われる。

《重 複》ＳＸ４６性格不明遺構を切る。

《土 層》４層に分層した。溝跡自体の堆積土は黒褐色土の単層で、粒状の炭化物が底面の外

側に多く含まれる。

《 壁 》内側の壁は急な角度で立ち上がり、外側の壁は比較的緩く立ち上がる。

《底 面》溝底は内側の方が外側より僅かに深い。北側に寄るにつれ平坦となる。

《出 土 遺 物》２点を図示した（第４２図７・８）。いずれも破片だが土師器甕と土師器鉢である。

《時 期》平安時代（９世紀前葉）と考えられる。

第４章 調査の記録
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⑤ 性格不明遺構

ＳＸ４６性格不明遺構
《位置と確認》Ｄ区ＫＯ９５・９６グリッドのⅡ層で確認した。調査区外の西側に遺構が含まれるもの

と考えられる。

《重 複》ＳＤ４５溝跡に切られている。

《規模と平面形》規模は長軸１．２０ｍ×短軸１．１７ｍ、深さ０．２６ｍで、平面形は部分的ながら隅丸方形を

呈する。主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示す。

《土 層》ＳＤ４５溝跡と重複関係にあるため全８層に分層した内の下位４層（第４１図の５～８

層）がこれに該当する。各層に炭化物が混入しているが、特に底面の８層は炭化物

層である。６～８層に遺物が多く含まれる。

《壁 ・ 底 面》壁は緩く傾斜して立ち上がる。底面は僅かな凹凸があり、平坦ではない。

《出 土 遺 物》６点を図示した（第４１図１～６）。いずれも破片だが、土師器坏５点、土師器鉢１

点である。第４１図４には炭化物が付着している。これは自然科学的分析を行った（第

５章を参照）。

《時 期》奈良時代後半～平安時代（９世紀前葉）と考えられる。

⑥ 柱穴様ピット

ＳＫＰ２５基（Ｄ区）※数が多いため計測一覧に記載。

番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位
計 測 値

特 徴最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝）
１ 鉄製品 蹄鉄 ＭＱ３１ Ⅰ層 １３．０ １２．１ １．４
２ 銭貨 － ＫＫ８３ Ⅱ層 ２．３ ２．３ ０．１ 治平元寳

第２節 検出遺構と遺物

２

０ ２．５㎝
２のみ

１

１０㎝０

第５０図 遺構外出土遺物（８）
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３ Ｂ・Ｃ区について
調査区のＢ区とＣ区は、発掘調査の結果、遺物が出土したのみで遺構は検出されなかった。よって、

その出土遺物は本章第３節の遺構外出土遺物に掲載した。出土地点（グリッド）は観察表に記した。

第３節 遺構外出土遺物

本遺跡の遺構外から出土した遺物は、縄文時代と古代（奈良～平安時代）、中世以降の三つに大別

される。これらの遺物の９割以上は、平安時代に比定される時期のものであり、検出遺構の内部から

出土した遺物の時期と合致する。この遺構外出土遺物を第４３～５２図に掲載した。第４３図は縄文時代の

遺物、第４４図は奈良時代後半から平安時代初頭の遺物、第４５～４９図は平安時代の遺物、第５０・５１図は

中世以降の遺物である。

第５２図は奈良修介氏が『秋田県の考古学』（吉川弘文館、昭和４２年刊）第五章第三節の第１２６図５３～

５６で、始めて紹介した墨書土器４点を含む遺物である。秋田県内では著名な土器であり、大見内遺跡

の発掘調査にあたり、所有者である佐々木順之助・ハナ子夫妻から御協力を得て再実測・拓本の上、

掲載した。奈良修介氏は同書の中で、雄物川町「石塚」出土としているが、発見者でもある佐々木順

番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）
１ 須恵器系中世陶器 蓋 ＫＯ９７ Ⅱ層 Ｄ区 つまみ径（４．０） － － 釉薬有り
２ 須恵器系中世陶器 鉢・擂鉢 ＫＬ７９ Ⅱ層 Ｄ区 － － － 片口状

第１１表 柱穴様ピット計測一覧（Ｄ区）
遺構番号 所在区 確認面 長軸（単位；ｍ）短軸（単位；ｍ） 深さ（単位；ｍ） 底面標高（単位；ｍ） 平 面 形 覆 土
ＳＫＰ１３ ＫＦ５６ Ⅱ ０．２５ ０．２０ ０．２６ ４３．１１ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ１４ ＫＦ５６ Ⅱ ０．４８ ０．３３ ０．３０ ４３．１４ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ１５ ＫＥ・ＫＦ５６ Ⅱ ０．２５ ０．２４ ０．２７ ４３．１５ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ１６ ＫＦ５６ Ⅱ ０．２７ ０．２０ ０．０６ ４３．３５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ１７ ＫＦ５７ Ⅱ ０．３９ ０．２６ ０．２７ ４３．１８ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性無
ＳＫＰ１８ ＫＦ・ＫＧ５７ Ⅱ ０．２１ ０．１９ ０．１２ ４３．２６ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性弱
ＳＫＰ２０ ＫＦ・ＫＧ５６ Ⅱ ０．４０ ０．３６ ０．１１ ４３．２９ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ２１ ＫＧ６０ Ⅱ ０．２１ ０．２０ ０．２２ ４３．０３ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２２ ＫＧ６１ Ⅱ ０．２８ ０．１４ ０．２４ ４３．２３ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２４ ＫＧ６０ Ⅱ ０．２４ ０．１２ ０．３６ ４３．０９ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ２６ ＫＧ６１ Ⅱ ０．２７ ０．２０ ０．１１ ４３．３６ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ３１ ＫＧ６０ Ⅱ ０．１５ ０．１０ ０．２８ ４３．１５ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ３２ ＫＧ６０ Ⅱ ０．２２ ０．１９ ０．１７ ４３．２７ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ３/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ３４ ＫＯ９７ Ⅱ ０．４０ ０．３０ ０．３４ ４２．６２ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/３） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３５ ＫＯ９７ Ⅱ ０．３３ ０．３１ ０．３８ ４２．５７ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中
ＳＫＰ３６ ＫＯ９９ Ⅱ ０．２６ ０．２５ ０．１０ ４２．７７ 隅丸方形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ４９ ＫＧ６０・６１ Ⅱ ０．２０ ０．１９ ０．１５ ４３．３３ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/１） しまり中 粘性中
ＳＫＰ５０ ＫＧ６０ Ⅱ ０．２２ ０．２２ ０．１７ ４３．３２ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ５４ ＫＧ６０ Ⅱ ０．３５ ０．２０ ０．１７ ４３．２７ 楕円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり中 粘性中
ＳＫＰ５６ ＫＯ９７ Ⅱ ０．２９ ０．２２ ０．０５ ４２．９０ 円形 黒褐色土（１０ＹＲ２/２） しまり強 粘性中

１
２

０ １０㎝

第５１図 遺構外出土遺物（９）

第４章 調査の記録
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之助氏と雄物川町郷土資料館の島田祐悦氏が現地踏査した結果、現在の上大見内遺跡（遺跡番号６０－

７２）範囲内から出土した遺物であることが判明した。以下、遺構外出土遺物について略述する。

第４３図は縄文時代の土器と石器である。土器６点、石器６点を図示した。

第４４図１３～２１は、古代の土器のうち、奈良時代（８世紀後半）から平安時代初頭に比定されるもの

を９点図示した。１３は刻書土器で底部外面に「米」と刻まれている。

第４５図２２～２８は、平安時代の土師器坏と須恵器坏のうち、墨書土器７点を図示した。２２～２４・２６～

２８は底部外面に墨書されており、２５のみ胴部外面に墨書される。２２は「仲」、２３は「月」または「月」

を含む文字の一部、２４は「工」、２５～２８は文字としては不明である。２７・２８は記号の一種と考えられ

る。

第４６図２９～４４、第４７図４５～５６、第４８図５７～６８は、平安時代の土師器・須恵器４０点を図示した。平成

１３年度の大見内遺跡確認調査で出土したものと、平成１４年度の本調査で出土したものがある。

第４９図１～１７は、木製品１７点を図示した。用途不明のものも含まれるが、人為的な加工の痕跡が認

められる遺物である。

第５０図１・２は鉄製品と銭貨の２点を図示した。１は蹄鉄であり、２は北宋銭の治平元寳である。

２はその造りから模鋳銭である可能性が高いと考える。

第５１図１・２は須恵器系中世陶器２点を図示した。１は蓋、２は鉢または擂鉢の口縁部（片口）で

ある。

第５２図１～１０は、前述の上大見内遺跡出土遺物１０点を図示した。発掘調査開始前は、大見内遺跡出

土遺物と認識していたものである。１・８は土師器坏、２～７・９は須恵器坏、１０は須恵器甕である。

２～５は墨書土器であり、底部外面に「嶌」と書かれている。同一筆跡のものと考えられる。

第３節 遺構外出土遺物
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番 号 種 別 器 形 グ リ ッ ド ・ 層 位
計 測 値

特 徴口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝）

１ 土師器 坏 － １２．１ ６．６ ５．４ 外：ケズリ→ミガキ→柿しぶ 内：ミガキ（横位→放射
状タテ→黒色処理） 底部葉脈痕

２ 須恵器 坏 － １２．６ （８．２） ３．９ 墨書 回転ヘラ切り
３ 須恵器 坏 － － ７．５ － 墨書 回転糸切り 意図的な打ち欠き、内面使用痕顕著
４ 須恵器 坏 － － （８．０） － 墨書 回転ヘラ切り
５ 須恵器 坏 － － ５．８ － 墨書 回転糸切り
６ 須恵器 坏 － １３．３ ９．０ ３．３ 回転ヘラ切り
７ 須恵器 坏 － （１２．９） （８．０） ３．６ ヘラ切り
８ 土師器 坏 － － ５．１ － 回転糸切り
９ 須恵器 坏 － １２．５ ８．０ ３．６ 回転ヘラ切り 釉薬有り（柿しぶ）
１０ 須恵器 甕 － － － － 内：タタキ目

２
３

１

５４
６

８

７
９

０ １０㎝
６～１０のみ

０ １０㎝１０
１～５のみ

第５２図 遺構外出土遺物（１０）

第４章 調査の記録
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第５章 自然科学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

大見内遺跡は、かつての氾濫原上で現在の水田地帯に位置し、雄物川右岸の砂礫段丘上に立地する。

今回の発掘調査では、縄文時代中期～後期の土器埋設遺構と土坑、古代（奈良時代後半～平安時代前

半）の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、河川跡、井戸跡、溝跡などが検出されている。これらの遺

構からは、土器、石器、土師器、須恵器、土製品等の他、木製品や種実遺体などの植物質遺物も出土

している。

今回の分析調査では、出土した炭化物、漆片、土器付着炭化物等について放射性炭素年代測定を行

い、遺物や遺物の年代に関する資料を得る。また、木製品の樹種同定・種実遺体の同定・花粉分析を

行い、木材利用・植物利用・古環境に関する資料を得る。

第１節 放射性炭素年代測定

� 試料

試料は、住居跡等から出土した炭化物２点（試料番号１、４）、漆塗膜片１点（試料番号２）、土

器付着炭化物１５点（試料番号３、５～１８）の合計１８点である。炭化物と漆塗膜片は、そのまま分析

試料とした。

土器付着炭化物については、カッターナイフ等を用いて土器表面から炭化物を削りとって試料と

した。

� 方法

測定は、加速器質量分析法（ＡＭＳ法）で行い、放射性炭素の半減期はＬＩＢＢＹの５５６８年を使

用した。なお、測定は、株式会社加速器分析研究所（ＩＡＡ）が行った。

� 結果

年代測定結果を表１に示す。試料の測定年代値は、ＳＸ４６出土土器付着炭化物（試料番号１４）が

２４００ＢＰ（補正年代２２４０ＢＰ）の他は、１０４０～１４００ＢＰ（補正年代１０９０～１４１０ＢＰ）の値を示す。

なお、試料番号１、４については、炭化物の同定を行い、試料番号１がクリの炭化材、試料番号

４がモクレン属にそれぞれ同定された。

� 考察

放射性炭素年代測定結果は、ＳＸ４６出土土器付着炭化物とそれ以外とで大きく２つに分けられる。

ＳＸ４６出土土器付着炭化物（試料番号１４）の年代値は、２４００ＢＰ（補正年代２２４０ＢＰ）であった。

キーリ・武藤（１９８２）によれば、東北地方の縄文時代晩期は３２５０～２２５０ＢＰとされており、今回の

測定値は縄文時代晩期末～弥生時代初頭に相当する。

ＳＸ４６出土土器付着炭化物（試料番号１４）を除く各試料の年代値は、１０４０～１４００ＢＰ（補正年代

１０９０～１４１０ＢＰ）となり、１２００～１３００ＢＰ付近に値が集中する。各試料の補正年代を用いて、ＩＮ
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ＴＣＡＬ９８（Ｓｔｕｉｖｅｒ，Ｍ．ｅｔａｌ，１９９８）による暦年較正を行うと、各試料の暦年代は補正年代よ

り最大１００年程度新しくなるが、大きくは変わらない。したがって、これらの土器付着物や漆片の

年代としては、７世紀中頃～１０世紀末が想定される。この結果は、奈良時代後半～平安時代前半の

遺構が検出されていることとも調和的である。

第２節 花粉分析

� 試料

試料は、Ｄ区ＳＩ０１・ＳＩ０２より各１点採取さ

れた土壌２点（試料番号３９・４０）、Ａ区ＳＥ１３１よ

り採取された土壌１点（試料番号４１）の計３点で

ある。

� 方法

試料１０ｇについて、水酸化カリウムによる泥化、

篩別、重液（臭化亜鉛：比重２．３）よる有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセト

リシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物

理・科学的処理を施して花粉を濃集する。残渣を

グリセリンで封入してプレパラートを作成し、光

学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現す

る全ての種類について同定・計数する。

� 結果

結果を表２に示す。表中で複数の種類をハイフ

ォンで結んだものは、種類間の区別が困難なもの

第１３表 花粉分析結果
種 類

試料番号
Ｄ

ＳＩ０１
区
ＳＩ０２

Ａ区
ＳＥ１３１

大木花粉
ツガ属 － － １
マツ属複維管束亜属 ２ ７ －
マツ属（不明） １ ７ －
サワグルミ属 １ １ －
カバノキ属 ２ １ －
ハンノキ属 １ ２ －
ブナ属 ４ － －
コナラ属コナラ亜属 １ － －
モチノキ属 １ － －
カエデ属 ２ － －
トチノキ属 － １ －
シナノキ属 １ － －

草木花粉
サジオモダカ属 １ － －
イネ科 ２９ ２３ ５
カヤツリグサ科 １ － －
クワ科 １ － －
サナエタデ節－ウナギツカミ節 １ １ －
タデ属 － １ －
ナデシコ科 － １ －
ワレモコウ属 １ － －
セリ科 １ － －
ヨモギ属 ２ ８ －
キク亜科 ２ ９ －
不明花粉 ２ ２ －

シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属 １ １ １
他のシダ類胞子 １９ ３７ ５
合 計
大本花粉 １６ １９ １
草木花粉 ３９ ４３ ５
不明花粉 ２ ２ ０
シダ類胞子 ２０ ３８ ６
総計（不明を除く） ７５ １００ １２

第１２表 放射性炭素年代測定結果
番号 遺 構 名 遺物番号 試 料 の 質 測定年代 σ１３Ｃ 補正年代 Code. No.

１ ＳＫ０１ ＲＣ１ 炭化材（クリ） １２７０±５０ＢＰ －２８．７９±０．８３‰ １２１０±５０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９０
２ ＳＩ０２ ＲＣ１ 出土炭化物（漆塗膜片） １２８０±４０ＢＰ －２８．１７±０．９０‰ １２３０±５０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９１
３ ＳＩ０２ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １３４０±４０ＢＰ －３１．０３±０．８６‰ １２４０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９２
４ ＳＩ１０ ＲＣ４ 炭化材（モクレン） １２９０±４０ＢＰ －２３．３６±０．８０‰ １３１０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９３
５ ＳＩ８０ ＲＰ５８ 土器付着炭化物（漆塗膜片） １２５０±７０ＢＰ －３４．４０±０．９６‰ １０９０±７０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９４
６ ＳＩ８０ ＲＰ１６ 土器付着炭化物 １３１０±４０ＢＰ －３０．０３±０．９８‰ １２３０±５０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９５
７ ＳＫ１２ ＲＰ７ 土器付着炭化物 １２８０±４０ＢＰ －２４．７６±０．７５‰ １２９０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９６
８ ＳＫ６０ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １０４０±６０ＢＰ －１９．１４±０．９４‰ １１４０±６０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９７
９ ＳＫ２７４ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １４００±４０ＢＰ －２５．４９±０．７６‰ １４００±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９８
１０ ＳＥ１３１ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １２４０±４０ＢＰ －２６．２９±０．７５‰ １２２０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１８９９
１１ ＳＬ０４ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １３８０±４０ＢＰ －３１．５１±０．７５‰ １２７０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９００
１２ ＳＬ０４ ＲＰ２ 土器付着炭化物 １３４０±４０ＢＰ －２１．５５±１．２２‰ １４００±５０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０１
１３ ＳＫ７９ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １１７０±４０ＢＰ －２１．１５±０．８８‰ １２３０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０２
１４ ＳＫ４６ ＲＰ１ 土器付着炭化物 ２４００±４０ＢＰ －２２．７２±０．９５‰ ２２４０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０３
１５ 遺構外ＫＨ６４ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １３５０±７０ＢＰ －３４．０４±０．８９‰ １２００±８０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０４
１６ 遺構外ＫＮ９４ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １２２０±５０ＢＰ －１３．４２±０．６９‰ １４１０±５０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０５
１７ 遺構外ＫＨ６３ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １２００±４０ＢＰ －２１．１５±０．７９‰ １２６０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０６
１８ 遺構外ＬＳ５０ ＲＰ１ 土器付着炭化物 １３１０±４０ＢＰ －１９．５９±０．８３‰ １４００±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－１１９０７

１）測定は、加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による。
２）年代は、１９５０年を基点とした年数で、補正年代はσ１３Ｃの基に同位体効果による年代誤差を補正した値。
３）放射性炭素の半減期は、５５６８年を使用した。
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である。いずれの試料においても検出される花粉化石数は少ない。

ＳＩ０１・ＳＩ０２（試料番号３９・４０）からは花粉化石の産出が認められるが、定量解析を行うだけ

の個体数は得られなかった。保存状態もやや悪い。木本花粉ではマツ属・ブナ属・カバノキ属・ハ

ンノキ属などが、草木花粉ではイネ科・ヨモギ属・キク亜科などが認められる。

ＳＥ１３１（試料番号４１）は、保存状態は比較的良好であるものの、花粉化石がほとんど産出しな

い。わずかにツガ属・イネ科花粉が認められるだけである。

� 考察

Ｄ区ＳＩ０１・ＳＩ０２（試料番号３９・４０）の花粉分析結果は、ある程度の種類数が認められるもの

の、産出個体数は少ない。一般的に花粉・シダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるよう

な場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている（中村，１９６７；徳永・山内，

１９７１）。本試料は、２条の河川跡に挟まれた住居跡より採取されている。詳細な状況は不明である

が、この地点が河川の自然堤防上のような環境条件であった可能性がある。もしそうだとすると、

取り込まれた花粉は好気的な環境にさらされていたと推測される。したがって、本地点から花粉化

石が検出されなかった理由としては、堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子が、その後の経年変

化により分解・消失した可能性があげられる。今後、堆積環境を検証するためには、珪藻分析を実

施することが望まれる。

なお、検出された花粉化石では、イネ科・ヨモギ属・キク亜科などの草木類が比較的認められる。

これらの花粉は、当時の本地点周辺に生育していた草木類に由来する可能性がある。また、わずか

ではあるが、水生植物であるサジオモダカ属も認められている。これは旧河川に生育していた可能

性がある。

一方、Ａ区ＳＥ１３１底面土壌（試料番号４１）からは、花粉化石はほとんど検出されなかった。花

粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り込まれる花粉量が少なかった、あるいは、取

り込まれた花粉が消失した、という２つの可能性が想定される。しかし、検出された花粉化石は少

ないものの、その保存状態は比較的良好である。このことから、ＳＥ１３１から花粉化石がほとんど

産出しなかったのは、土坑内に花粉が取り込まれにくかった可能性があげられる。

第３節 種実遺体同定

� 試料

試料は河川跡（ＳＬ０４、０９）から出土した、種実遺体１０点２６個体（試料番号２９～３８）である。

� 方法

試料を肉眼および双眼実体顕微鏡下で観察し、形態的特徴および当社所有の現生標本との比較か

ら種類を同定・計数する。同定後の種実遺体は種類毎にビン詰めをおこない、乾燥した種実遺体は

乾燥剤を共に入れて保存する。水湿を帯びた種実遺体は、５０％程度のエタノール溶液による液浸保

存処理を施す。

� 結果

種実遺体同定結果を表３に示す。種実遺体の状態は良好で、針葉樹１種類（イヌガヤ）、広葉樹

第３節 種実遺体同定

―８１―



５種類（オニグルミ、コナラ亜属、クスノキ科、マタタビ属、トチノキ）が同定された。以下に同

定された種実遺体の形態的特徴などを記す。

・イヌガヤ（ＣｅｐｈａｌｏｔａｘｕｓＨａｒｒｉｎｇｔｏｎｉａ（Ｋｎｉｇｈｔ）Ｋ．Ｋｏｃｈｆ．ｄｒｕｐａｃｅａ（Ｓｉｅｂ．ｅｔＺｕｃｃ．）

Ｋｉｔａｍｕｒａ） イヌガヤ科イヌガヤ属

種子が同定された。灰褐色、倒卵体で両端は尖る。長さ１９㎜、幅１０．５㎜、厚さ８㎜程度。基部か

ら半ば付近の両側に稜がある。種皮は硬く木質で、表面はやや平滑。

・オニグルミ（ＪｕｇｌａｎｓｍａｎｄｓｈｕｒｉｃａＭａｘｉｍ．ｓｕｂｓｐ．Ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎａ（Ｍａｘｉｍ．）Ｋｉｔａｍｕｒａ）

クルミ科クルミ属

核の半分が同定された。茶褐色、広卵形

で頂部がやや尖る。長さ２３．５－２７．５㎜、径

１．７５－２０．５㎜程度。１本の明瞭な縦の縫合

線があり、縫合線に沿って半分に割れてい

る。核は硬く、表面には縦方向に溝状の浅

い彫紋が走り、ごつごつしている。内部に

は子葉が入る２つの大きな窪みと隔壁があ

る。

・コナラ属コナラ亜属

（Ｑｕｅｒｃｕｓｓｕｂｇｅｎ．Ｑｕｅｒｃｕｓ）ブナ科

果実の破片が同定された。茶褐色、卵形

か。長さ２３㎜、径１０㎜程度。基部の着点の

径は４㎜程度。果実頂部の輪状紋は認められない。基部の着点は円形、淡褐色で維管束の穴が輪状

に並ぶ。果皮外面は平滑で、ごく浅く微細な縦筋がある。

・クスノキ科（Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ）

果実と種子が同定された。黒色、球形。径１４－１７㎜程度。果実の基部はやや突出し、円形の臍が

ある。果実表面は平滑で光沢がある。種子の基部には突起状の臍からはじまる低い稜があり、側面

の途中で終わる。種皮は薄く硬く、表面は平滑となる。

・マタタビ属（Ａｃｔｉｎｉｄｉａ）マタタビ科

種子が検出された。灰褐色、楕円形で両凸レンズ形。長さ２㎜、幅１．５㎜程度。種皮は硬く、表

面には円形・楕円形などの凹点が密布し網目模様をなす。

・トチノキ（ＡｅｓｃｕｌｕｓｔｕｒｂｉｎａｔａＢｌｕｍｅ）トチノキ科トチノキ属

果実と種子が同定された。果実は灰褐色、倒卵球形、径１７－２６㎜程度。果実には３裂する線が走

る。果皮は厚くやや弾力があり、表面は皮目状の斑点がある。種子は偏球形、径２５－３０㎜程度。試

料番号３８は径１１㎜で、未熟個体と思われる。種子は、上半部の黒色の光沢部分と、下半部の光沢の

ない灰褐色部分に独特のラインで別れる。種皮は薄く硬く、表面の上半部は平滑、下半部はややざ

らつく。

� 考察

今回同定された種実遺体は、全て大本類であった。針葉樹のイヌガヤは、山林の林下に生える常

第１４表 種実遺体同定結果

番号 遺構 遺物番号 出土層

イ

ヌ

ガ

ヤ

オ
ニ
グ
ル
ミ

コ
ナ
ラ
亜
属

ク
ス
ノ
キ
科

マ
タ
タ
ビ
属

ト

チ

ノ

キ

種
子 核 果

実
果
実

種
子

種
子

果
実

種
子

２９ ＳＬ０４ ＲＮ１ ４層 － － － － － － ２ １
３０ ＳＬ０４ ＲＮ２ ４層 － － － １ ３ － － －
３１ ＳＬ０４ ＲＮ３ ４層 － － － － － － １ ２
３２ ＳＬ０４ ＲＮ４ ４層 １ － － － － － － －
３３ ＳＬ０４ ＲＮ５ ４層 － ３ － － － － － －
３４ ＳＬ０９ ＲＮ１ ４層 － ３ － － － － － －
３５ ＳＬ０９ ＲＮ２ ４層 － － － － － － － ２
３６ ＳＬ０９ ＲＮ３ ４層 － － － － － － ２ －
３７ ＳＬ０９ ＲＮ４ ４層 － － ２ － － － － －
３８ ＳＬ０９ ＲＮ５ ４層 － － １ － － － － １
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緑小木である。オニグルミ、トチノキは、沢沿いなどの適湿の地を好んで生育する落葉高木である。

これらは、コナラ亜属、クスノキ科、籐本類のマタタビ属と共に、本地域で比較的普通に見られる

種類である。現在の植生などを考慮すれば、オニグルミやトチノキが沢沿い等に生育し、コナラ亜

属、クスノキ科、マタタビ属等は自然堤防上や台地等に生育していたと考えられる。

同定された種類のうち、オニグルミ、コナラ亜属、トチノキは、果実が有用となる種類である。

コナラ亜属とトチノキはアク抜きを必要とするが、果実が食用となり、長期の保存が可能で収量も

多い。トチノキのアク抜き技術は、既に縄文時代にはあったことが知られており、本遺跡でもアク

抜きをした上で食糧として利用していた可能性がある。また、イヌガヤは種子が食用や油採に利用

可能である。落葉籐本のマタタビ属は、果実が多汁で生食が可能である。これらの種類についても

利用されていたことが推定される。

第４節 木製品の樹種同定

� 試料

試料は、河川跡（ＳＬ０４、０９）および確認調査で出土した木製品１０点（試料番号１９～２８）である。

木製品の破損部分を利用して、小片の採取または直接切片を採取して試料とした。

� 方法

木片は、剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒

手切片を作製する。切片はガム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、

蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観

察・同定する。

� 結果

木製品は、全て針葉樹のスギに同定された（表４）。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・スギ（Ｃｒｙｐｔｏｍｅｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ（Ｌ．ｆ．）Ｄ．Ｄｏｎ）スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、

晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで

構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、１分野に２～４個。放射組織は単列、１

～１５細胞高。

� 考察

木製品は、試料採取時の観察から、曲物の

側板や底板等が半数を占め、他に箸と考えら

れる棒状の製品、用途不明の加工材（加工板、

ほぞのある角材、棒状製品）がある。樹種は、

全て針葉樹のスギであった。

木製品のうち、曲物は底板・側板とも柾目

板の加工を施している。また、加工板は板目

板となる木取りであった。ほぞのある角材は、

第１５表 樹種同定結果
番号 遺 構 遺物番号 器 種 木取 樹種
１９ ＳＬ０４ ＲＷ１ 加工板（孔有） 板目 スギ
２０ ＳＬ０４ ＲＷ２ 曲物の底板（半円形） 柾目 スギ
２１ ＳＬ０４ ＲＷ３ 曲物側板 柾目 スギ
２２ ＳＬ０４ ＲＷ４ 曲物底板（円形） 柾目 スギ
２３ ＳＬ０４ ＲＷ７７ 曲物側板 柾目 スギ
２４ ＳＬ０９ ＲＷ７ 曲物側板（円形） 柾目 スギ
２５ ＳＬ０４ ＲＷ９ ほぞのある角材 スギ
２６ ＳＬ０９ ＲＷ３ 棒状製品 棒状 スギ
２７ 確認調査８トレ ＲＷ３ 箸 棒状 スギ
２８ 確認調査９トレ ＲＷ２ 箸 棒状 スギ

第４節 木製品の樹種同定
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加工面が柾目と板目になる木取りであった。スギは、木理が通直で割裂性が大きく、柾目や板目面

に沿って容易に割ることができるため、柾目板や板目板の加工が容易である。曲物、加工板、ほぞ

のある角材は、スギ材の割裂性を利用したことが推定される。また、曲物については、耐水性等も

考慮されている可能性がある。一方、棒状製品と箸は、いずれも断面が多角形～丸状となるが、年

輪は同心円ではなく平行線状になる。このことから、大きな木材から削り出して製作されたことが

推定される。

全ての木製品が同一樹種であることから、スギ材を主とした木材利用が推定される。しかし、今

回対象とした器種は、各地で行われた調査でもスギやヒノキなどの針葉樹材が多く利用されている

（島地・伊東、１９８８）。一方、椀や皿などではブナ属、トチノキ、ケヤキなどの広葉樹材が利用さ

れていることが多いことから、本遺跡でも器種によって種類構成が異なっていた可能性がある。今

後、これらの広葉樹材が多く用いられる器種等についても樹種同定を行い、器種による木材利用の

実態を明らかにしたい。
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第６章 まとめ

今回の大見内遺跡発掘調査では、２４２遺構が検出され、コンテナ６０箱分の遺物が出土した。遺跡全

体の推定面積約３９０，０００㎡に比べれば、ごく僅かな調査面積（４，２５０㎡：１．０９％）に留まるが、明らか

になった事実も多い。以下、検出した遺構と出土遺物について、その特徴を述べたい。

１．遺跡の性格

発掘調査は、水路になる箇所と削平がまぬがれない箇所という、ごく限られた範囲であるため、検

出した竪穴住居跡は３軒（Ａ区：ＳＩ８０、Ｄ区：ＳＩ０２・１０）と少ない。この竪穴住居跡に隣接ある

いは重複して検出された土坑の存在などから、本遺跡は奈良時代後葉から平安時代初頭～中葉の集落

跡であると考えられる。しかし、住居跡の密度が希薄なことから、一箇所に集住して継続的に営まれ

た集落ではなく、雄物川の氾濫やその支流である小河川の流路変遷に合わせ、住居を移しながら営ま

れた集落であると想定される。よって竪穴住居跡以外の掘立柱建物跡２棟（Ａ区：ＳＢ９１・２１９）を

含めても、集落としては散在的である。

もうひとつの性格は、検出した河川跡（ＳＬ０４・０９）が示す、水辺祭祀の場としての性格である。

底面に「息」と墨書された土師器坏が出土し、曲物や箸、串、付け木などの木製品も共伴しているこ

とは、近年の五城目町中谷地遺跡や千畑町厨川谷地遺跡などの事例と同様に、水辺で祭祀が営まれて

いたものと考えられる。これら祭祀に関連する遺物は、第４章第２節で示したとおりである。

２．遺跡の時期・年代

検出遺構から出土した遺物は、平安時代の初頭から前葉に比定されるものが最も多い。この時期が

本遺跡で集落が営まれた主要な時期であると考えられる。一方で、最も古い時期の遺構は、奈良時代

の後半までさかのぼる（ＳＩ１０竪穴住居跡・ＳＸ４６性格不明遺構）。また、調査区によって時期の違

いがあり、Ａ区の検出遺構は概ね平安時代（９世紀代）に収まるのに対し、Ｄ区の検出遺構は奈良時

代（８世紀第３四半期）から平安時代（９世紀第３四半期）までの比較的長い期間に及ぶ。横手盆地

の中には、奈良時代の遺跡が現在までに十数遺跡発掘調査されている。すなわち、雄物川町では末館

窯跡、十三塚遺跡、蝦夷塚古墳群、釘貫遺跡、八卦遺跡の５遺跡、平鹿町では中藤根遺跡、下藤根遺

跡、年子狐遺跡、竹原窯跡の４遺跡、横手市では郷士館窯跡、羽後町では足田遺跡、柏原古墳群など

である。数は少ないながら、大見内遺跡も秋田県における８世紀代の土器編年に新たな資料を加えた

遺跡となった。

３．検出遺構と遺物の特徴

� ＳＩ８０竪穴住居跡について

Ａ区で検出したＳＩ８０竪穴住居跡は、その南側に掘立柱建物跡が一体となって取り付く形態を

示している。このような形態の竪穴住居跡が横手盆地内で検出されたのは初めての事例となる。

類似する例としては、平成１２年に横手市前通遺跡で検出されたＳＩ１１２Ａ竪穴住居跡がある。こ

の場合「竪穴部の外側に主要な柱穴がめぐる構造を持つため、竪穴部を有する掘立柱建
（註１）
物跡」と

捉える見解が示され、出土した遺物から９世紀前半～中頃の時期に比定されている。また、平成

１４年に仙北町払田柵跡で検出されたＳＩ１４０１竪穴住居跡は、柱穴配置が南北２間、東西１間で竪
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穴部を覆い、さらに竪穴部の北壁柱列から北側に１間分の張り出しが伴う「いわゆる竪穴住居に

掘立柱建物が併設される施設と考えることがで
（註２）
きる」との見解がある。大見内遺跡のＳＩ８０竪穴

住居跡の場合、前通遺跡よりも払田柵跡の事例に近いが、住居の主軸方位（Ｎ－３５°－Ｗ）に合

わせ、南東の一方向だけに掘立部が取り付くため、全く同じとは言えない。今後の検出事例を待っ

て検討したい。

� ＳＬ０４・０９河川跡について

Ｄ区で検出したＳＬ０４・０９河川跡は、雄物川や大宮川支流の小河川があった跡と考えられる。

出土した遺物やその出土状況から、これら河川跡では祭祀行為が行われていたものと考えられる。

規模は小さいものの、墨書土器や灯明皿、多数の木製品などの出土は、千畑町厨川谷地遺跡の事

例に近似する。平成１５年度に調査された大見内・館野遺跡の調査結果も踏まえ、祭祀遺跡として

の性格をさらに検討する必要がある。

近年、雄物川町では県営ほ場整備事業に係る発掘調査が盛んに行われ、大見内遺跡と同じ時期

に比定される検出遺構・出土遺物が確認された遺跡がある。それは平成１４年に発掘調査された蝦

夷塚古
（註３）
墳群であり、同年確認調査された釘貫遺跡と八卦

（註４）
遺跡である。いずれも８世紀までさかの

ぼるという点で、これらの遺跡は同時期に営まれたものと考えられ、雄物川町を中心とした横手

盆地の古代史を研究する上で欠かせない遺跡群であると言える。

註１ 秋田県教育委員会『前通遺跡』秋田県文化財調査報告書第３５１集 ２００３（平成１５）年

註２ 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所『払田柵跡第１２１次調査概要』秋田県文化財調査報告書第３６４集

（払田柵跡調査事務所年報２００２） ２００３（平成１５）年

註３ 雄物川町教育委員会『蝦夷塚古墳群』雄物川町文化財調査報告書第３集 ２００３（平成１５）年

註４ 雄物川町教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』雄物川町文化財調査報告書第４集 ２００３（平成１５）年
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１．ＳⅠ８０およびＳＫ７９・２７４・２７５完掘（北西→）

２．ＳⅠ８０竪穴住居跡断面（南西→） ３．ＳⅠ８０竪穴住居跡焼土（北東→）

４．ＳⅠ８０竪穴住居跡カマド（北→） ５．ＳⅠ８０竪穴住居跡カマド断面（北東→）
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１．ＳＫ７９土坑完掘（北→） ２．ＳＫ７９土坑断面（南東→）

３．ＳＫ２７５土坑完掘（北→） ４．ＳＫ２７５土坑断面（南西→）

５．ＳＫ２７４土坑断面（北東→） ６．ＳＫ７９土坑遺物出土状況（南東→）

７．ＳⅠ８０竪穴住居跡遺物出土状況（西→） ８．ＳⅠ８０竪穴住居跡遺物出土状況（南西→）



１．ＳＫ５９土坑完掘
（南西→）
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２．ＳＫ５９土坑断面
（南東→）

３．ＳＫ５９土坑断面
（北東→）
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１．ＳＫ７２土坑完掘（南→） ２．ＳＫ７２土坑断面（南→）

３．ＳＫ８８土坑完掘（南東→） ４．ＳＫ８８土坑断面（南→）

５．ＳＫ９２土坑完掘（南→） ６．ＳＫ９２土坑断面（北東→）

７．ＳＫ１１６土坑完掘（北東→） ８．ＳＫ１１６土坑断面（北西→）
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１．ＳＫ１１７土坑完掘（南東→） ２．ＳＫ１１７土坑断面（南東→）

３．ＳＫ１３６土坑完掘（北→） ４．ＳＫ１３６土坑断面（北→）

５．ＳＫ３１７土坑完掘（西→） ６．ＳＫ３１７土坑断面（東→）

７．ＳＫ９９土坑完掘（南東→） ８．ＳＲ２８２土器埋設遺構断面（南→）
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１．ＳＥ１３１井戸跡完掘（東→）

２．ＳＥ１３１井戸跡確認（西→） ３．ＳＥ１３１井戸跡断面（東→）

４．ＳＥ１３１井戸跡断面（西→） ５．ＳＥ１３１井戸跡遺物出土状況（南→）
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１．ＳＸ１１８性格不明遺構完掘（南→） ２．ＳＸ１１８性格不明遺構断面（南→）

３．ＳＸ２０６性格不明遺構完掘（東→） ４．ＳＸ２０６性格不明遺構断面（東→）

５．ＳＸ３２６性格不明遺構完掘（東→） ６．ＳＸ３２６性格不明遺構断面（北西→）

７．ＳＫ６０土坑遺物出土状況（東→） ８．ＳＸ３２６性格不明遺構遺物出土状況（東→）
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１．ＳⅠ０２竪穴住居跡・ＳＫ０１土坑完掘（南西→）

２．ＳⅠ０２竪穴住居跡断面（南西→） ３．ＳＫ０１土坑断面（南西→）

４．ＳⅠ０２竪穴住居跡西壁断面（北東→） ５．ＳⅠ０２竪穴住居跡カマド断面（西→）
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１．ＳⅠ１０竪穴住居跡完掘（南西→）

２．ＳⅠ１０竪穴住居跡断面（北東→） ３．ＳⅠ１０竪穴住居跡断面（南東→）

４．ＳⅠ１０竪穴住居跡確認（南東→） ５．ＳⅠ１０竪穴住居跡遺物出土状況（北西→）
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１．ＳＫ０５土坑完掘（北西→） ２．ＳＫ０５土坑断面（北西→）

３．ＳＫ０６土坑完掘（南西→） ４．ＳＫ０６土坑断面（南西→）

５．ＳＫ０７土坑完掘（西→） ６．ＳＫ０７土坑断面（南西→）

７．ＳＫ５８土坑完掘（南西→） ８．ＳＫ５８土坑断面（南西→）
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１．ＳＫ０８土坑完掘（東→） ２．ＳＫ０８土坑断面（北東→）

３．ＳＫ１１土坑断面（南東→） ４．ＳＫ１１土坑遺物出土状況（南東→）

５．ＳＤ４５溝跡確認（北東→） ６．ＳＤ４５溝跡断面（東→）

７．ＳＸ４６性格不明遺構確認（南東→） ８．ＳＸ４６性格不明遺構遺物出土状況（東→）



１．ＳＬ０４
河川跡完掘
（南西→）
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２．ＳＬ０４
河川跡完掘
（南西→）

３．ＳＬ０４河川跡
確認
（北西→）
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１．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（西→）

２．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（南東→） ３．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（南東→）

４．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（南東→） ５．ＳＬ０４河川跡遺物出土状況（北→）
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１．ＳＬ０９河川跡南側（南西→）

２．ＳＬ０９河川跡北側（南西→） ３．ＳＬ０９河川跡遺物出土状況（北東→）

４．ＳＬ０９河川跡遺物出土状況（東→） ５．ＳＬ０９河川跡遺物出土状況（南→）
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１ １１図－１ ２ １８図－１

３ １９図－２ ４ １９図－３

５ １９図－４ ６ １９図－５

７ ２１図－１ ８ ２４図－１

９ ２４図－７ １０ ２４図－８

１２ ２０図－１０

１１ １５図－４５

１４ １９図－７１３ １５図－４６
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２０図－９
（底）１ ２０図－９ ２

３ ２５図－１８ ４ ２５図－１９

２７図－３０
（底）５ ２７図－３０ ６

７ ２４図－９ ８ ２９図－２
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１ ２９図－４ ２ ２９図－５

３ ２９図－８ ４ ２９図－９

５ ３０図－２６ ６ ３１図－２

７ ３６図－１ ８ ３６図－８

９ ３６図－９ １０ ３６図－１０

１１ ３６図－１１ １２ ３７図－１２

１４ ３７図－１３１３ ３７図－１６

１５ ３９図－２ １６ ４１図－３
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１ ３１図－１

２ ３１図－３

３ ４１図－１

４ ４１図－２

５ ２９図－７

３０図－２３６

７ ２９図－１０ ８ ２９図－１１

９ ２９図－１２ １０ ３７図－１４
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２ ３７図－１５

１ ３２図－５ ４ ４４図－１３

４５図－２４
（底）

４４図－１３
（底）３ ５

６ ４５図－２５ ７ ４５図－２２

８ ４５図－２３ ９ ４５図－２７

１０ ４５図－２８ １１ ４６図－３２
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１ ４６図－３３ ２ ４６図－３５

３ ４６図－３８ ４ ４６図－４０

５ ４５図－２４

７ ４７図－４７

６ ４８図－６７

９ ４８図－６６

８ ４８図－６８

１０ ４７図－４６ １１ ４３図－４
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１ａ １ｂ

２ａ ２ｂ

４３

５０�
１．マツ属（試料番号４０）

２．ハンノキ属（試料番号４０）

３．イネ科（試料番号４０）

４．ヨモギ属（試料番号４０）
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１ａ ２ｂ１ｂ ２ａ ３ａ ３ｂ

４ｂ ４ｃ４ａ
５

９

８ｂ８ａ

６ １０

７

１１ａ １１ｂ １１ｃ

１．オニグルミ核（試料番号３３） ６．イヌガヤ種子（試料番号３２）
２．オニグルミ核（試料番号３４） ７．コナラ亜属果実（試料番号３７）
３．オニグルミ核（試料番号３４） ８．クスノキ科種子（試料番号３０）
４．トチノキ果実（試料番号３６） ９．トチノキ種子（試料番号３８）
５．トチノキ種子（試料番号３１） １０．マタタビ属種子（試料番号３８）
６．スギ（試料番号２４） ａ：木口、ｂ：柾目、ｃ：板目

２００�：１１ａ
２００�：１１ｂ、ｃ

２㎝ １㎜２㎝

（１－５） （６－９） （１０）
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